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1器 種 1法量(勤)1 文 様 の 特 長

布 日 遺 跡
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布 田 遺 跡

1鬼き 1器 種 1法量 (勁)1 文 様 の 特 長 手 法 の 特 長
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法量(勤)1 文 様 の 特 長  1 手 法 の 特 長
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格

。1～ 2期の砂粒を少量

長電魯た警亀醤也。鱗告

鹿ま驚こ宗轡争ξ毒意警
灰褐置

帽色断面茶黒色～

口径 (23.0)

ｏ
櫛
る
る
る

す
の
せ
す
ぐ

施
位
ら
有
め

を
単
ぐ
を
条

日
本
め
痕
１

刻
３
を
圧
が

に
に
文
頭
帯

部
面
子
指
突

端
上
格
に
け

縁
部
斜
部
付

口
縁
き
頸
り

O口縁部に 5条の凹繰文が 。円

魯1篭 :懲 1豊奪g務磐壁:孝旨を含ぞ1升雷暑

。あとの
|:農蔑隼筆貿砕早亀

国径 (14.6)|

口径 (15,0

ナデ、肉面上
毛目、下部横
。頸部外面刷

び関面に 3本
鋸歯文がめぐ
面に同一施文

位の櫛描き鋸歯文がめぐ
、さらに内面に同一施文
による刺突列点文がめぐ

″臣鱒

口径 (26.8)

-191-



布 田 遺 跡

口

る

る

る

ｏ
ぐ
す
せ

径口形壷生
器

弥
土

包
下

物
層

遺
含
層

・５

一

雲雪 1比き 1器 種 1法量 (勁)1 文 様 の 特 長 手 法 の 特 長

め

階頭圧痕を有
を 1条 めぐら

上

ナ

ナデO内 面上 部 ナ
部刷毛目

０
貼

ｏ
良
色

ｏ
部
が

デ
下
滅

ナ

磨ヽ

も
目
面

と
毛
内

面
刷

明ヽ

外
部
デ
不

O暗茶褐色、

クト印半犀

り

そ

り

ｏ
貼
せ

ｏ
貼
す
る
ら

鞄
色

期
廟

晴
面

ｏ
断

ｏ
良
色

Ｏ

デ

き

ナ

る
ら
す
ぐ
具
る

す
ぐ
有
め
文
せ

め
を
条
施

３
状
ぐ

１
刻
を
毛
め

を

り
く
黒

翻
多

ｏ

２
を
良
色

”
粒
不
褐

１
砂
や
黄

ｏ
微
や
暗

O頸書
方向6

毛目、

高腎識整冒注護宅告謝整爆
き。それ以下は縦方向の箆
磨き、底部近くは後ナデ。

胴部内面刷毛日、底部近く

口径(23.6)

4本単
文をめ

は粗いナデ O底 部 外 面 ナ
デ、内面粗いナデ

O ttnd部クト回慎
O胴部上半内

き、指頭圧痕が残る。胴部
下半ナデ

ともナデ 。

を含む
。焼成
、断面

物質の物質を含む。焼
ややもろい。黒色を帯
た黄褐色

む、 1肋の
含む。焼成良好 。外
褐色、周面黒色、断
黒色 O外面にスス

。1～ 2物の砂粒を含む
O焼成良好 。暗褐色～暗
黄褐色 O外面にスス

部
残
分
残
面

きヽ底醸日、部騨醐き

向
デ
上

ナ
面
デ
半
９

部
縦
は
内
ナ

胴
半
く

にヽ

ナデ、

る 、

識含量音緩雹暑豊鼻量
臣甚繋会客ξ倭蕪員猟福

ナ デ

仲引

|

F翻

ナデ、円血ナ

面ていねいなナ
方向の箆磨き

。焼成やや良
～暗黄褐色 O

スス状

ｏ
半
毛

デ
下
刷

ナ

面ヽき、内

ナデ、下 。1閉のァ

O胴部に断面三角形の突帯
1条めぐる

-2

外面ともナデ 。

毛目?、 内面積
き

口径 (18,1)

宮獄景球全再百轟努骨層写
晏覆秩芳尚あ登捲暮

粒を含む。焼成良
赤福色 O外面にス



文 様 の 特 長 手 法 の 特 長

面刷毛目後ナ

O口 外面ともナデ。

毛日、内面刷毛

O微砂粒を含む 。

目後ナデ

。淡赤褐色、表面黒
.断面灰褐色 。内外
ス ス

粒を含む O

布 田 遺 跡

JAr Oタトぼ
茶黒色、 面灰自色 。

ス ス

卜⑩

口径(17.3)

口径 (17.7)

口径 (21.

1宮拿み響亀景旨意蜃脅暑

仲引
Ｏ

¨

１
焼
断
ス

ヽ
０
　
ヽ
ス

む
む
色
に

合
含
褐
面

く
も
茶
外

多
粒

ｏ
ｏ

を

物
や

３

や

堅 い 。

黒色
Ol～ 2閉の砂粒を

を多く含む 。

内 やや不良 。黒帽色 。外面

やや良好
、断面灰

ｏ
半
毛

デ
下
刷

ナ

面ヽ

ｏ
内

デ

　

ヽ

ナ

ロ
も
毛
る

と
刷
残

面
も
が

外
と
痕

内
面
圧

部
外
頭

縁
内
指

口
部
に

ｏ
胴
面

ｏ
毛
る

デ
刷
残

ナ
面
が

と

圧ヽ

面
目
頭

外
毛
指

内
刷

ヽ

都
面
デ

縁
外
ナ

ロ
部
後

ｏ
毛

デ
刷

ナ
面

も
内
き

と

磨ヽ

面
目
箆

ｏ
内

一ア
　
ヽ

ナ
デ

も

ナ

と

の
面
向

外
方

内
縦

部
面
目

縁
外
毛

田
部
刷

ｏ
胴
面

と
毛

き、
ス ス

ｚ
焼
暗
内

”
ｏ
一
ｏ

１
む

０
釜

ヽ
ナヽ
」

や
色
面

成
掲
外

黒
黄

ｏ
暗
ス

を
良
面

ス

不
断
も

01～ 2翻の砂粒を少量
針む。焼成やや良好 。黒
掲色、断面灰褐色

158-1
-2

色

やや

略
″

含む。焼成やや良好 。黒
掲色

ス ス

含む。焼成やや不良
黄褐色 。外面にスス

。1効の砂粒を合む。焼
成やや良好 。淡赤帽色

部
面
分

縁
外
部

口
郵
叫
ヽ

ｏ
同
ヨ

-101

O焼成良好 。黒褐色～黒
色。外面はスス、断面暗
褐色

。口縁部内外面ともにナデ
。胴部内外面とも刷毛目

ぞ登(18。 4)

口径(25.0)|め
ぐ

もナデ。
ナデ、内

″ 口径 (19.2)

口径(16.7) 冒残鼻奏Fざ 1舟宅

以り概を夕 く言む °朗
やや良好 。黒褐色 O列
に炭化状物が付着ある
はススか ?

。1～ 2効の砂粒を多く
筆む。焼成やや良好 C暗
掲色 O外面及び口縁部内

夢監よ8 曽晟曇雪
乱釜冒:庵吾祠宅

1急

留

鞭引 自森Fユ 1謙き慈壇
ナデ OI。 1～ 2

ぞ&(21.3)
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包
下

物
層

遺
含
層

一

引

引

器 種 1法量 (効)| 文 様 の 特 長

文をめぐらせる

口径 (19.4

|″
『
径Qaつ

朴中
口径 (17.5)

ク障な引

幹引
。胴部に 3本単位の

列点文がめぐる
口径 (21.

O胴部に 3本単位の櫛描き
ぐ1突列点文がめぐる

彗1富珍参窯言暮患ヨ言
ナデ 。 |。 1～ 2

禽房邊遂里手民歯高邁1富!歳讐震輩越ζ寮
あ屋懲ζi碧爺躍掻剰

体にスス

ナデ 〇

層」=岳 目
をやや
好 。茶

色 。外面にス

と もナデ O

内面下部日、

外面刷毛目、
ナデ

成良好 。外
面黒色、断

含む。焼成やや」
褐色 O内外全面 I

ナデ 。 1～
面ナデ やや不良 。茶

黒色

響曇泳盟買悛

聰nJ
1手 法 の 特 長

1胎

累撰薔寮姿F島
の
ｏ
黄

肋
む
暗

１
含

”

ｏ
く
色
ス

審臨
る一家
翻
證

|″
『
径Q■ 0

O回

毛 後ナデ

-ld
|

径(25,3)卜哭謝【隻む醤年?懲誓き自曇§ヨ臀害耳芸自市雫刊喜驚轡魯をζ妄£僧殖督

1論

累擬書局箋冒:為喬デ|1食菫摺雹鶴宗貿
単糸亀注

く
褐
に

移
。黒姉

黒

ス
径
径
高

口
底
器

焼
帽
ス

含む。色”赤棘
塚聰灰色。脩

卿不良。　ヽ断面罐
ｏ成色ス

ｏ
半
面
後

デ
下
内
目

ナ

部ヽ
毛

も
目
胴
刷

と
毛

ｏ
半

面
刷
き
下

外
半
磨

ヽ

好

中
ス

鋤
が
灰
ス

２
焼
面
く

”
ｏ

１
む

ヽ
や

ｏ
含
色
や

ス

デ
ロ
磨

ナ
毛
箆

も
刷
の

と
の
向

縁
外
ナ

0口

ｏ
半
毛

デ
下
刷

ナ

面ヽ内

き

敷砂粒を合む。焼成良
。黒褐色、断面暗黄褐
。外面は全体にスス状
甘着、内面は炭化物付

刷毛目

O胴部に刺突文がめぐる O口縁部内外面ともナデ。

同部内外面とも刷毛目

O微砂粒を含む O焼成や
や良好 。外面黒福色、内
面黒色、断面暗黄帽色 。
外面にスス
。1～ 2跡の砂粒を多 く
含む 。焼成やや良好 。暗
掲色 。外面に国縁端部を

。国 綴 部 囚 外 面 と ム ナ デ O

面上半刷毛日、下半
後ナデか ?内面刷毛

辟m仁靱弊徽喜早曇辞塁會円あ甚恐ご占1魯と静讐宮亀遂写甦渓籍

部
外
方
デ
磨

縁
内
縦
ナ
箆

口
部
半
面
面

ｏ
同
下
琳
有

面
向

ヽ
き

ｏ
目
部
る

デ
毛
底
残

ナ
刷

ｏ
が

ぞき(29,9)
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-7

-8

1鬼煮

1謁

留早
1器

種

|

1護

錦
土器

ヒ纂甕形

陛‐
底径く．２．

)

ぞ旨(26.3)

文 様

O月同部に 3
点文がめぐ

長特

部に3本単位の櫛描き
列点文をめぐらせる

考備

患f姦易籍守蓼違 姦 怠
焼成良好 O白 っばい黄褐
色 。黒斑あり

。5朋 くらいの砂粒を含
み、また 1肋 くらいの河ヽ
砂粒を多く含む。焼成良
好。黄褐色、断面は暗灰
色。黒斑あり

-9 ″ 口径 (29,3)

。口縁部外面ていねいなナ

宅白凩目宅F祐眼碧徘雰刷晟鶴攣亀豊痛倉争崩
灰黒色

-10 //

1口
径(27.8)

O口縁端部に刷毛状施文具
|こ よる亥H目 ねゞめく

Ⅲ
る

ともナデ。
、内面ナデ 患:継a資砕響亀亀注合

― -1 // コ径 (25.2)
O口縁端部に刻口がめぐる O磨滅が著しく調整不明

≧ふτ娩鶴梁貿檸柔亀色

―-1 ク

|
口径(11.8)

すコ縁部下
に透孔を1ケ有 向

く
不
の勒麟挫獅

面
外
た
目

外
部
る
毛

内
胴
い
刷

部

ｏ
て
面

縁
デ
れ
内
Ｘ

ロ
ナ
ら

磨ヽ

ｏ
Ｄ
会
嘱
窺

°円 外 国 と も総 笙 9
00.5～ 1吻 位 の 小微
沙粒を多く含む。焼成良
了、堅い。胎上にぶい黄
平|  シヽ  日睦i、ヨに

一 ユ
弥生土器
底部

|

1底径 (4.6)

き
底
て

暦
”
れ

建
部
ら

の
胴
塗

阿
ｏ
く
明

カ
デ
厚
不

凝
ナ
が
整

回
面
漆
調

外
外
面
め

郎
部
内
た

胴
底
の
る

ｏ
ｏ
部
い

。内外面とも漆塗り
。0.5～ 1効 くらいの小
。微砂粒を多く含む。焼
戎良好、堅い。胎土うす
ハ苦橙、漆くらい赤

-1 弥生甕形
土器

|

1口 径 (27.6)
|

O口縁端部に刻目を施す 。
口縁部下に亥∬目を有する貼
り付け突帯を3条めぐらす

。関外面ともナデ 04～ 5初の抄極含む、
敦砂粒 も多く含む 。焼成
砲拝 o『綱角

-1 口径(30.6

。国れ
。口准
見lj‐ り4

る

る

る

ぐ
す
ぐ

め
有
め

が
を
条

目

目

３

稼
亥
わ

に
に
帯

部
下
突

端
部
け

。口縁部内外面ともナデ 。

胴部外面用」毛目 (突帯部分
はナデ)内面刷毛目後ナデ

。1閉の小砂粒含む 。焼
成良好 。淡黄福色～暗褐
色

60-1 //
口径(19.7
底径 (7.4

具
部
列
に

又
胴
突
更

施
ｏ
刺
に

状
る
き
下

毛
ぐ
描
の

刷
め
櫛
そ
る

に
が
の

ぐヽ

部
目
位
り
め

瑞
刻
単
ぐ
が

豚
る
本
め
文

口
よ
３
が
突

ｏ
こ
こ
魚
則

。口縁郡内外面ともナデ。
同部外面上半刷毛日、部分
勺に横方向のナデ、下半横
▼向の箆磨き～縦方向の箆
昏き、内面刷毛目、指頭圧
真が残る。底部外面ナデ、
指頭圧痕が残る、内面横方
向の刷毛目

1 く含み、底‘こつれ砂粒ものへと大］鱒蜘

鯵舘物る。焼色、内際

砂
近

”
な
褐
断

き

-2 口径(16.2

O口縁下に沈線文が 1条め
ぐる。胴部に3本以上の単
位の櫛描き刺突列点文をめ
ぐらせる

。口縁部内外面ともナデ。

胴部内外面とも刷毛目 発表質み∵階諮雹ヨ跡舌
課裾色

-3 口径(20.6)
部に刻目を施す 。

頭圧痕を有する貼
帯が 1条めぐる

。日 。口縁部内外面ともナデ。

同部外面刷毛目、内面刷毛
ヨ後部分的にナデ

。微抄極を含む 。焼成や
輩良好 。暗黄褐色

-4 口径(21.1)

る
り
め

す
ぐ
が

有
め
文

を
条
突

痕
１
刺

圧
が
の

頭
帯
形

指
突
爪

に
け
に

部
付
下

胴
り
の

ｏ
貼
そ

。口縁部外面、刷毛目後ナ
デ、内面ナデ、指頭圧痕が
残る。胴部内外面とも刷毛

急き継践ぐ幣呆負で
色、断面暗黄福色

-5 口径(18.E

。日豚 Ⅵ帯幹 IC亥」日ρ>の ぐる 。困外向ともナデ O微砂粒を多く含む 。焼

登ユ萬否渡望督面赤褐

-6 口径(17.9)

O口縁端部に斜格子文がめ
ぐる

。口縁部内外面ともナデ。

同部内外面とも刷毛目 暮盲,津警長登魯毎憲繕
-7 口径(17.6

。口縁部内外面ともナデ。

胴部内外面とも刷毛目 言査
τ逸駿3撃賀急憲薫

発蕉
`撃

;k負憲蓬禽雹ギ鱗-8 口径 (23.5)

横
面

面
外

内
内部ヽ

デ
胴

ナ

ｏ

面
目

外
毛
国

部
刷
手

縁
の
刷

口
向
ｈ

ｏ
方
と

-9 口径 (15,6)

。口縁部内外面ともナデ 。

胴部外面刷毛目、内面下部
ナデ

卦きτ娩践♀撃貿毎憲蓬
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魏き 1器 種 1法量(92)1 文 様 の 特 長 1手 法 の 特 長

ｏ
さ
刷

デ

面ヽ

ナ

デナ

き
目

ｏ
毛
の

1暑書揉:e:げ自擢轄是陣累僑舜審
雀で高亀菖

デ°
1亀と継aぐ

幣柴負弯祭甕Ч聰h
―■|   | ″  口径(20,0)

ぐる。国縁部に穿孔

上
縁
外

。1～ 2物の
。焼成良好 。

褐色～賠褐色、内

―
―
―
―
―
―
―
＝
「
―
―
―
―
―
―
―

一

口径 (21。 1)

ｏ
琢
内
方

ク

　

　

一　

ク

　

一
　

ク

1口
径(17. ナデ     1成 やや不良 O

卜⑩
部に刻目がめぐる |。 外

部近くに穿孔を2ケ

刊 |ク ト“
0

m引
|″ 卜納 。脚部に透子しを1ケ有する

跨盈酷会再客鵞士写日a亀 慣
O微砂粒を含む、
維?を含む。焼成

好、堅い。赤褐色

方向の箆磨き、
方向の刷毛目 O

O脚部 O小微砂粒を多く
含む。焼成やや良好、や
やもろい。外面黒褐色、
内面暗褐色

。脚部 。1～ 2肋の砂粒
を含む、微砂粒 も含む 。

院成不良 O暗赤色、断面

ｏ
め
平

１
描
る

が
箆
ぐ

-71 幹飩⑭

掛飩4

。1～ 2物の砂粒を含む
。焼成不良 O黒褐色内面径(12.つ
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1器 種 1法量(切 ) 文 様 の 特 長
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1調 査 の 経 過

昭和55年度

7月 14日  I区 に 4知 ×4"の グリッドを設定し、耕件土の除去を開始する。調査対象地区全域に

南北線を磁北にとり、これと直交する東西線を座標lllLに 10筋 ×10%の方 H艮 を組んでグリッドの 1

単位 とした。北西隅に原点を置き東へ向って 1・ 2・ 3… …、南へ向かってA・ B・ C… …とし、

グ リッド名はそれぞれ北東コーナーの交点をもって呼ぶことにした。

7月 15日  瓦、須恵器、土師器などの破片が出土する。瓦は出雲国分寺瓦 と同文である。

7月 21日  中竹矢、布田、大敷の各遺跡の正確な範囲を把握するため試trHを行なうことになったの

でしばらく調査は中止。

9月 2日 調査を再開するが、グリッドの壁面が崩れ、溜水があるので、排水と泥上の除去をせね

ばならない。

9月 16日  灰自色土の面で土壊状、溝状のプランを検出。大 きなもので70～80翻 ×40～50勁の結円

形、小さなもので50～60帥 ×30～40勁の方形プランである。濤は深さ10勤のV字形をしている。

10月 4日  幅 3物 の滞状プランを検出。土壊の広が りの範囲を示す ものか。

10月 9日  すでに42の 上墳を掘ったが、壁面、底面を確認して完掘できたものは 7ケ しかない。

10月 23日  畿内の弥生後期のものに酷似した壺が出土。

10月 27日  山本清先生、現地指導。

■月 7日  本製品が 2点出土。加工痕がみられ、形は一見櫂のように見える。

11月 17日  全体写真撮影のため排水、清掃を始める。

■月20日  全体写真の撮影 と残 りの平面図の実測を行ない、 I区の調査を終了する。

土拡の数は192で弥生前期から古墳時代前半まで。

昭和56年度

4月 6日 丘陵部 (■ ～Ⅳ区)の伐開終了。調査前の写真撮影。

4月 8日 平板測量開始。

4月 13日  Ⅳ区に トレンチを設定し、表土劉 ざ開始。

4月 15日  住居跡状のプラン検出 (S B05)。

4月 17日  Ⅲ区にグリッド設定。

表土争Jざ 開始。

5月 13日  重機によりⅣ区池の泥土除去を行なう。

50勁 ぐらい取 り除 くと、値物遺体と伴に瓦片がコンテナ 8杯出土。遺 llは ない。

5月 15日  V区 水田部を発掘する。包含層や遺llは ない。

5月 18日  2号墳地形測量。

5月 25日  3号墳地形測量。Ⅱ区雑木の除去。

6月 1日  Ⅱ区北側最上段部分で柱穴 らしきプラン検出。
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6月 2日

6月 4日

6月 5旧

6月 23日

6月 24日

7日 6日

7月 14日

7月 18ビ |

7月 20日

7,431に I

8ナ1511

8月 10日

8月 17日

8月 24 Fl

8ナ125「 |

8月 26日

9月 3日

9月 9日

2号墳表土象」ざFDltt。

3号墳表土象」ざ開始。

3号墳から近世陶磁器が出土。近世の墳墓か。方台状遺構と呼ぶことにする。

2号墳裾部に山陰第Ⅲ期と思われる須恵器が散在しているのが発見される。

方台状遣構の盛土の下から溝のプラン検出 (S D01)。

Ⅳ区池の南側の平坦面の調査開始。

K-11で滞状のプラン検出 (S D02)。

L-14で落ち込み確認 (S D07)。 須恵器が出土。

Ⅳ区で集石 された遺構検出。かわらけが多量に出土。

2号墳の主体部と思われるS K28の 発tFBを行な うが深さは 5翻 ぐらいしかない。

S D03の フ
オ
ラン検出。

S D04、 F P01、 S K01,02・ 03・ 04検出。

S K01か ら刀子出土。土壊墓か。

重機によりⅡ区の表土象Jざ 開始。

K-13で コの字状の滞を検出。

コの字状の滞の内側からS K09。 10を検出。方形周滞基か ?

S B03・ 04の プラン検出。

S B03の 柱穴には柱痕がみられるのでS B04が古 く、その後の建て変えで S B03が建て

られたがそのまま立ち腐れしたものと思われる。

S D02の 内倶1に S K27移 検出。
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9月 10日  S K27か ら礫床検出。 臼玉 2ケ 出土。

9月 17日  S K32の 発掘。多量の本成と人骨が出土。火丼墓と思われる。

9月 21日  2号墳の南側斜面で南北にのびる濤状のものを検出 (1号穴)。

9月 29日  Ⅱ区で多数の柱穴様ピットを検出。皿区のものに比べ径は小さい。

10月 2日  1号穴から馬具、鉄銘、ガラス小玉、刀などが出土。

10月 3日  1号穴の東側で 2号穴確認。相次 ぐ貴重な遺構の出現に、調査員一同非常な焦燥感を抱

く。

10月 15日  Ⅲ、Ⅳ区調査終了。

11月 10日  Ⅱ区調査終了。

■月11日  機材撤収。

2選 跡 の 概 要

遺跡は意宇平野の束北部、松江市竹矢‖∫中竹矢字水操・畑廻・寺屋敷 。大日前・中竹矢後及び馬

潟町御崎谷にあり、標高 3η の水田と27%ほ どの丘陵及びその斜面か ら成っている。

東側には出雲国分尼寺跡、出雲国分寺瓦窯跡が隣接 し、西側には谷をはさんで出雲国分寺跡があ

る。丘陵の上か らは前面に意宇川下流域の美田地帯が展開し、その南束背後には、はるかに大山の

霊峰が遠望 され、南西の意宇川沿いには出雲国庁跡 も見渡される。まさに眺望絶佳であるとともに

要衝の地である。また県道沿いの水田には束隣して法華寺前遺跡や宮内遺跡、平浜八幡宮前遺跡な

どの縄文から弥生時代に至る遺物散布地がある。

調査区は便宜上、県道竹矢―八重垣線の南側水田部を I区 とし、県道北側の菅井武夫宅跡地から

丘陵斜面の通称八幡水路までをⅡ区、丘陵をⅢ区、丘陵北保」斜面をⅣ区、その北側の水田都をV区

と呼ぶことにした。

検出された主な遺構は功1立柱建物跡 4(Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ区)、 土娘222(IoⅢ区)、 火丼基 1(Ⅲ区)、

古墳 1(同 )、 近世墓 1(同 )、 柚t穴 2(同 )、 溝14(I・ Ⅲ区)、 ピッ ト群 (Ⅱ 区)な どである。

水田部の I区からは土壊 192と これを囲むと思われる滞 1が検出されている。 土城からは弥生土

器 と土師器、本製品などが出土しており、弥生時代前期か ら古墳時代前半頸の時期のものと思われ

る。宅地跡から丘陵裾部に至るⅡ区には約 350ケ のピット群があり堀立柱建物跡が 1棟確認されて

いる。丘陵上のⅢ区では古墳時代前期のものと思われる土壊や、後期のものと思われる古墳、杖穴

などのはか14世紀頃の 7～ 8才の小児の火葬墓、方墳状の盛土を,も つ近世の遺|lfが検出されている。

土壊にはL字状の溝を伴った礫床を有するものやコの字状の滞にF/11ま れたものもあった。堀立柱建

4勿跡 も2棟検出されているが、 1憮の柱穴は柱恨の皮跡を残しており、他て変えが行なわれたこと

が考えられる。慨ね奈良H寺代の終 り嘱tの ものと思われる。丘陵北側斜面から据部の池に至るⅣ区で

は堀立柱建物跡のほか性格不明の石組み遺構が見つかっている。また池か らは多量の瓦が出上し、

出雲国分尼寺跡出上のものと同文の鬼瓦 も見つかっている。V区の水田も、池の北側付近では多量

の瓦が出土しているが、堀立柱建物跡の北側の水田では何 も出土していない。
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中 竹 矢 遺 跡

3検 出 遺 構 と 遺 物

I      区

I区は県道竹矢―八重垣線の南側水田中に立地している。

調査の都合によって I区 をさらに 2分 し、漸定道路工事分移

IA区、工事用進入道路分を IB区 と呼び調査を行った。

土層 (第 2図 )は耕作土 (約20勁 )、 客土 (約 10～20勁 )

を除去すると、暗褐色粘質土が約20～30勁堆積していた。こ

の層からは、奈良～平安時代の須恵器、瓦などが出上 してい

るが、Ⅱ区または出雲国分尼寺跡から流れてきたものと思わ

れる。以下、黒色粘質土 (約 10勁 )、 灰自色粘 質土と続 き、

さらに下層には青灰色砂礫層が認められた。出土遺構は灰白

色粘質土層の上面から掘 り込まれていることからこれが地山

と思われた。この灰自色粘質土は、南が IA区南側の用水路

付近、西が IB区の濤状遺構まで広がっている。

遺構 (第 3～29図、図版56～70)

遺構は、 IA区から土壊189、  IB区 から土墳 3、 溝状遺

lll lが 検出された。土娯は、平面形が方形、円形、だ円形な

どを呈しているが、不整形なものがほとんどである。その規

模は最小で58× 53翻、最大で192× 168財 と大小 さまざまであ

る。底面は平坦なものは少なく、多くは凹凸が著しい。テラ

スを有するもの もかなりみられる。壁は垂直に掘 り込まれる

もの、緩い角度で掘 り込まれるもの、袋状に掘 り込まれるも

のといろいろな形態を呈している。このように I区で検出さ

れた土壊は、形態、法量など規格性が認められない。またこ

れらの上漿からは、土器、本器、木片などが出土しているが

完形品は少なくすべて破損 している。出土土器は、最 も古い

もので弥生 ||↓ 代前期後半、最 も新 しいもので古式土師器の小

谷式 (S K153出 土土器、 37-10な ど)の ものなどがある。

このことから、 I区の上壊群は弥生時代前期後半から吉墳時

代前期まで長年にわたって作られたものと思われる。

IB区のほぼ中央からは膳状遺構が検出されている (第 4

図)。 検出できたものは一部であるが、 確認し得た範囲では

授さ約 3,,ι 、北 4嵩 ll約 7.8η ,、 十消耳‖lH約 5,9η夕、 深さ約0.4%

であった。この遺 |1子 を境にして西側では土墳がみられなくな

ることか ら、土漿群との関係は深いと思われる。
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第 2図  中竹矢遺跡 I区土層図



中 竹 矢 遺 跡

第 3図  中 竹 矢 遺 跡 IA区 遺 構 配 置 図

-203-



中竹矢遺跡工区出土土墳一覧表

中 竹 矢 遺 跡

(法量の単位は勁)

挿図
番号

遺構番号 平 面 形 土遺物 緯歯導留1時
期面劇上帥

5

5

5

5

5

5

5

S K01

S K02

S K03

S K04

S K05

S K06

S K07

不整円形 ?

不整だ円形

不整長方形

不整だ円形

不整方形

不整長方形

不整方形

9

130× 76

160× ?

138× 66

130× 116

192× 138

154× 96

186× 126

180× 82

101× 71

?× 76ワ米L

l10× 50

150?× 74

120× 56

110× 86

176× 110

126× 94

弥生土器片

弥生土器片

弥生土器

弥生土器片

弥生土器、本製鋤

弥生土器

30--1～ 6
9

30--7

弥生
中(?)期

弥生

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生前期

４０

４２

４６

５４

４２

７２

５４

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7

S K08

S K09

S K10

SK■

S K12

S K13

S K14

S K15

S K16

9

不整方形

不整長方形

不整円形

不整方形

不整円形

だ円形

不整円形

不整だ円形

9

120?× 90

138× 118

100× 78

100× 86

100× ?

95× 69

108× 82

156× 52

不整だ円形

だ円形

不整円形

172× 110

136× 68

96× 68

弥生土器ナ|

弥生土器

弥生土器居

弥生土器

弥生土器

弥生土器、土師器

31--3

31--4

31-5、  6

9

90×

63×

90×

98×

62×

82×

92×

132×

82

51

74

64

●9

56

54

42

43

41

45

56

34

20

36

32

58

弥生中期

弥生中期

弥生
中(?)期

弥生中期

S K17

S K18

S K19

３２

　

４２

　

７０

弥生後期

古墳前期

中 竹 矢 遺 FJlヽ IB区 遺 構 配 置 図第 4図
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中 竹 矢 選 跡

7

7

7

8

8

8

8

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

10

10

10

10

10

10

10

11

11

11

11

11

11

11

11

S K20

S K21

S K22

S K23

S K24

S K25

S K26

S K27

S K28

S K29

S K30

S K31

S K32

S K33

S K34

S K35

S K36

S K37

S K38

S K39

S K40

S K41

S K42

S K43

S K44

S K45

S K46

S K47

S K48

S K49

S K50

S K51

だ円形

不整方形

だ円形

だ円形

長方形

不坐円形

不整授方形

不整円形

長方形

不整だ円形

長方形 ?

不整円形

9

だ円形

だ円形

方 形

不整方形

不整だ円形

不整円形

不率長方形

不整円形

不整だ円形

不整だ円形

不整円形

9

t9

9

不整長方形

だ円形

113× 74?

104× 83

164× 138

116× 86

108× 104

158× 112

89× 78

148× 106

202× 90?

114× 104

9

9

t9

134× 83

120?× 94

74×  44

91×  70

148× 108

112×  83

84× 100

148× 104

71×  65

弥生上器
'i

弥生土器

弥生上器

弥生土器
'i

弥生上器

弥生上器片

上mi黙

切モL上器片

弥生上器片

土師器

弥生土器

弥生(?)土器ナi

31-10

31-11～ 13
32--1～ 3

32-4～ 8

32--12

32-9～ 11

33--1

弥生中期

弥生中期

弥生前期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

」小」二「,1)弼

古墳前川」

弥生
中(?)期

弥生中期

古墳前期

弥生
中(?)期

弥生(?)

弥生中期

82×  58  1   80)< 60 弥生土器

148?× 1051  96×  78

89× 61 1  64× 44

150× 70  1  128×  51

95× 78 1  90× 76

165× 155  1  147× 146

123×  94  1  108×  60

120×  95  1  100×  62

６８

５７

４．

５０

６６

］蜘］］申弾

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

引

劇

―

―

―

］］］］８０以．ヒ×．］

59

59

40

65

36

42

56

50

31

38

39

52

24

118× 80

171× 70?

100× 100

9

・9

9

130×

106×

36

36

37

38

33

42

52

38

弥生土器片

33--2 古墳前期



挿図
番号

遺構番号 平 面 形賀読×ぞ醜1賀読×だ醜際さ

中 竹 矢 遺 跡

出 土 遺 物
出 土 遺 物
挿 図 番 号

時 期

12

12

12

12

12

12

12

12

13

13

13

13

13

13

13

14

14

14

14

|

32 1

S K52

S K53

S K54

S K55

S K56

S K57

S K58

S K59

S K60

S K61

S K62

S K63

S K64

S K65

S K66

円 形

だ円形

|ご F]Лレ

不整円形

不整長方形

不整だ円形

不整円形

不整だ円形

58×  53

140× 50

132× 50

70× 52

132× 60

108× 84

48× 78

128× 51

42× 42

136× 74

132× 47

70× 52

132× 44

106× 80

46× 76

98× 46

122×  56

84× 76

106×  76

100×  74

120× 96

69×  58

104× 70

弥生土器片

土師器片

弥生土器

弥生土器ナi

弥生土器

弥生土器

弥生土器片

弥生土器片

弥生土器

不整だ円形

不整方形

不整円形

不整長方形

不整円形

不整だ円形

だ円形

122× 60

91× 84

112× 90

124× 88

124× 100

92× 60

123× 75

33-3

33--4h 5

弥生中jtd

古墳前期

弥生中期

弥生中期

弥生前期

３４

３２

如

４２

３４

３５

３４

３２

31

46

46

38

31

38

S K67

S K68

S K69

S K70

S K71

S K72

S K73

S K74

S K75

S K76

S K77

S K78

だ円形

不整だ円形

不整円形

不整長方形

不整円形

不整方形

不整長方形

不整長方形

不整円形

不整長方形

だ円形

だ円形

112×  61

186× 114

116×  99

156× 104

86× 82

78×  87

122× 102

204× 114

62× 78

116× 94

164× 120

126× 110

138× 111

126× 106

180?× 152

?× 158

163× 98

106× 54

170× 103

104× 86

139× 92

76×  70

96× 86

101×  68

186× 112

50×  48

106× 83

135× 112

98×  67

弥生上器

土師器(?)居

土師器

弥生土器

33--6～ 9

33-10

33--14

33--12、  13

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

古墳前期

弥生中期

40

40

38

38

43

1桂 |

悟
|

悟
|

b

46 1

６４

３４

３６

４６

櫛

３５

16

16

16

16

16

S K79

S K80

S K81

S K82

S K83

不整方形

不整方形

126× 104

114× 86

134× 112

?× 146

145× 417

不整方形
 、

|

環藝畳者ち
|

４４

２６

４０

２９

４３
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中 竹 矢 遺 跡

雲腎 1遺
構番号

1平
面 形

1賀読 ×ぜ詭
1督

醜 ×ぜ
発

と土遺物
1鶏 歯壕留1時

期

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

S K84

S K85

S K86

S K87

S K88

I SK89

S K90

S K91

S K92

S K93

S K94

不整円形

不整円形 ?

不整円形

だ円形

不整方形

不整長方形

円 形

長方形

不整方形

長方形

だ円形

不整長方形

だ円形

だ円形

不整だ円形

9

不整だ円形

不整方形

158×  45

96×  68

102X 68

158× 106

102,た _L×

130× 114

116×  84

142 X l15

98×  ?

74× 48

94× 61

68× 48

121× 35

50×  40

101× 66

65×  62

81× 50

67×  52

122× 66

90 × 66

100× 59

129× 78

78以上 ×38

118× 97

110× 79

90×  ?

70×  64

1■ × 72

64じス」ヒ×52

152× 132

66× 78

42×  52

80×  64

弥生土器片

弥生土器片

弥生上器、木製杭

土師器片

弥生土器

土師器

土師器

土師器片

弥生土器

弥生土器

土師器

弥生土器片

34-1、  2

34-3

34-7

34--4ハν6

34-8、  9

35--1、  2

35--7、  8

弥生中期

弥生
中(?)期

弥生前期

吉墳前期

弥生中期

古墳前期

古墳前期

古墳前期

弥生中期

古墳前期

古墳前期

140× 120

120×  ?

52×  86

102× 70

76×  68

141× 62

64× 54

111?× 86

76× 60

85× 69

76× 61

４４

”

４４

％

３２

３５

２５

４４

３４

４２

％

３６

４０

４９

３０

２８

４０

３８

18

18

18

18

18

18

18

S K95

S K96

SI(97

S K98

S K99

S K 100

S K101

19 1 S K 102

19 1 S K103

19 1 S K104

19  1  S K105

19  1  S K106

19  1  S K107

19  1  S K108

19  1  S K109

不整だ円形

不整円形

不整長方形

だ円形

不整三角形

|ご P]テレ

不坐円形

不整円形

106× ?

66× 64

130× 98

70以」二×60

170× 138

79×  60

64× 58ヴス」L

80× 74

128× 100

12ヴ大」ヒ×82

123× 66

66×  52

122× 101

106× 100

25

34

34

40

31

32

26

42 ―
雨20 1 SK■ 1

20 1 SKl12

20 1 S Kl13

20 1 SKl14

SKl10 1不 整だ円形

不整だ円形

ナご「 ])1杉

テイく右|フケ)|レ

不林だ円形

不整円形

114× 89

104以上 ×58

114× 52

55×  46

112×  68

67×  76

３２

４０

３８

３４

２０

３６

鉤

　

３５

20 1 SKl15
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中 竹 矢 遺 跡

不整円形

不整円形

不整円形

不整だ円形

不整だ円形

だ円形

130× 106

103× 80

110× 108

128× 88

1■ × 88

90以上 ×99

114× 100

56× 50

56×  76

98×  78

84× 69

80以上 ×71

出 土 遺 物

弥生土器

土師器

弥生土器

弥生土器

木製杭、櫂状木製

弥生(?)土器片

弥生土器

土師器

土師器

弥生土器片

弥生土器

土師器

土師器

弥生土器片

土師器

弥生土器

35--3、  4

35--5

35--9、  10

35--11、 12

37--1、  2

35-14

35--15、 16

36--1、  2

物
号

遺
番

土
図

出
挿 時 期

弥生
中期?

吉墳前期

弥生中期

弥生中期

弥生(?)

弥生中期

古墳前期

古墳前期

S Kl18

SK■ 9

S K120

S K121

S K122

S K123

S K124

S K125

S K126

S K127

S K128

S K129

S K130

S K131

S K132

S K133

S K143

S K144

S K145

S K146

S K147

S K148

不整円形

不整方形

不整形

不整方形

だ円形

9

不整だ円形

不整長方形

だ円形

不整だ円形

不整だ円形

不整だ円形

不整だ円形

不整長方形

不整円形

不整だ円形

82× 74

134× 78

111× 102

128× 106

118×  76

?× 84

130× 90

192× 118

118×  96

130×  81

108× 34

113× 64

116× 62

94× 79

86×  80

122×  96

82×  62

124× 80

102× 82

120× 112

78×  64

?× 78

122× 78

160× 80

108× 76

124× 74

４９

拠

３２

３６

％

３２

34

34

28

56

27

12

53

42

76

28

23

1  23

23

23

23

23

!  23

1  23

23

24

24

24

24

24

24

25

25

40× 32

1■ × 60

112× 52

94× 76

66× 72

114× 74

３６

３４

２４

３６

４０

３２

::::il環畳者方形
1澁

0妥
Jだ

挽 惑
甘

露
1弥

牡 絣

S K134

S K135

S K136

S K137

S K138

S K139

S K140

S K141

S K142

不整方形

不整方形

不整方形 ?

長方形

不整円形

不整だ円形

不整三角形

不整だ円形

円 形

106× 106 1 100× 98

112×  88 1 107×  80

92× 62以上 186× 62以上

192× 168 1  74× 73

140× 134 1 114×  72

106以上×127184以 上 ×90

120× 106  1   96×  80

183× 104  1  126×  71

84×  80 1  78×  66

36-3   1‡ ::3

36-4、 51古墳前期

36-6、 71弥生中期

36-8  1古墳前期
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船型

２５
２５
２５
２５
２５
２５
２５

中 竹 矢 遺 跡

S K151

S K152

S K153

S K154

S K155

S K156

S K157

遺構番号
1平
 面 形 面鰤

×下
帥面鰤×上

劇
不整長方形

不整だ円形

不整方形

だ円形 ?

不整円形

だ円形

だ円形

184× 112 1 142×  70

94×  58  1   91×  56

189× 168  1  128× 106

112×  94 1  86×  85

92,(_L× 1041722人 L× 88

9:食

fl祐

上
151乞甘:竹

上
十

５６

塾

３０

３２

４６

３８

３６

２６

２６

２６

２６

２６

２６

％

２６

％

２７

２７

２７

２７

２７

２７

２７

２７

２７

２７

２８

囲

２８

２８

２８

２８

２８

２８

S K158

S K159

S K160

S K161

S K162

S K163

S K164

S K165

S K166

円 形

円 形

不整長方形

だ円形

不整円形

不整だ円形

不整だ円形

不整だ円形

不整円形

106× 97

78×  68

122× 104

130以上 ×82

84じ共■ ×82

114× 96

120× 78

26以上×1

90 × 62

94× 90

52×  54

86× 94

112以」二×62

42ウたL× 40

116× 100

106× 50

100以上 ×84

96×  72

34

15

40

28

18

42

44

64

38

S K167

S K168

S K169

S K170

S K171

S K172

S K173

S K174

S K175

S K176

S K177

S K178

S K179

S K180

S K181

S K182

S K183

S K184

不整円形

不整だ円形

不整だ円形

不整円形

9

不整だ円形

長方形

不整円形

不整方形

不整だ円形

円 形

不整だ円形

不整方形

だ Fl」 形

不整長方形

不整円形

不整だ円形

不整方形

82× 70ウ点L

125× 86

176× 128

83×  78

?× 80

147× 74

86× 70

128× 114

72×  67

118× 78

76× 68

110ウス」ヒ×80

158× 148

171× 106

100× 58

54×  48

108× 86

136× 118

90× 70ワAL

l18× 76

168× 129

34× 54

?× 73

144× 70

72×  46

102× 102

58× 58

88× 78

44×  44

90以■ ×60

149× 144

128× 82

94×  53

50×  45

96× 73

111× 106

1 34

26

46

40

22

30

34

26

30

34

４０

３４

軽

４０

２２

３７

３７

４２

出土遺物
1擦
歯導留1時

弥生土器片、

土師器

土師器

弥生土器

弥生土器片

弥生土器

弥生土器局

弥生土器、木製建
築部材

弥生土器片

弥生土器片

土師器(?)片

土師器

弥生(?)土器ナ|

土師器

弥生土器

弥生土器片

36--10

36-11

38-1、  2

38-ケ
i

38-9、  10

39--1

39--2

|

1古

墳前期
古墳前期

弥生中期
‐
弥生中期

弥生後期

弥生
中(?)期

弥生前期

弥生中期

古墳 (?)

弥生中期

古墳(?)

古墳前期

弥生(?)

吉墳前期

弥生中期

土師器(?)片

-210-

弥生中期



第 5図 中竹矢遺跡 I tt S K01～ 07実測図 (L=2.30η )
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3.

4.

5.
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構番号 上

帥

|

灰色粘質土

仄白色粘質土 (黒色
土ブロック合)

茶褐色粘質土

黒色粘質土

灰白色粘質土

6.白灰色粘質土

1島×忌跨さ|

２９

２９

２９
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郷

”

２９

郷

S K185

S K186

S K187

S K188

S K189

S K190

S K191

S K192

だ円形

だ円形

だ円形

9

不整だ円形

だ円形 ?

方 形

だ円形 ?

98× 82

88×  75

112× 90

86× ?
74× 80ウ人生

?× 110

94×  56

?× 129

80× 60

66× 63

93× 82

94× ?
74× 60以上

?× 81

84× 46

?× 108

弥生上器片

弥生土器片

弥生土器

木製杭

弥生
中(?)期
弥生
中(?)期

弥生前期

２０

３０

３６

・４

２６

２２

３０

１６

韓
�

緯歯導留1時 期
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中 竹 矢 遺 跡
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日日日４ぶぃ、
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1.黒色粘質土

T2.黒色土恢自色土ブロック合)

・ 3.灰色粘質土

1.黒色粘質土

2.黒色粘質土

1 恢白笠ブ
Fン

ク釦

1 黒色粘質土

2.灰 白色粘質土
(黒色上プロ ック合 )

ヤ

第 6図 中竹矢遺跡 I ttS K08～ 16実測図

灰白色粘質土
(黒色土ブロ ック合 )

黒色粘質土

P            r            ?m

(L=2,30η ι)
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ユ.黒色粘質土
2.黒 色 土

(地山プロンタ合)

3.仄 白粘質土
(黒色ブロ′夕合)

中 竹 矢 遺 跡

1.黒色粘質土

Z黒色粘質土
(灰 ri也土ブロノク含)

イ＼、 郵
　
ノ
〃
か
Υ
／

4＼ 8~

1.黒色粘質土
2.灰 白色粘質土

(黒色ブロッタ合)

&黒色土(地山ブロック合)

＼、
θ

1.黒色粘質土

Z黒 色 土
(地山ブロ ノク含)

1.黒色粘質土

2.灰 白色粘質土
(黒色プロ ノク合 )

0                                 2m

中竹矢遺跡 I ttS K17～ 22実測図 (L=2.30%)

S♪
い

第 7図
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中 竹 矢 遺 跡

/)'IA''~卜
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、

Bい｀
 1.黒色粘質土

2.茶褐色土

3.灰色粘質土

ガ

牡

上

Ｔ

1.灰 色粘質土

Z灰 白色粘質土
(黒 色土、地山プロ ノタ合)

3.黒色 粘 質 土

1.茶褐色粘質土
2.茶褐色土

(地山ブロンク含)

3.灰 白色粘質土
(茶掲色プロノク含)

4.黒色粘質土

0                                 2m

S K23～ 30実測図 (L=2.30η )
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中 竹 矢 遺 跡

1.黒色粘質土

2.灰色粘質土

SK34

|

1.暗茶掲色粘質上

2.灰 白色粘質土
(灰 白色■ブロ ノク含 )

3.茶掲色粘質土

4.灰色 (灰 rI色上ブロック合)

0                            2m

歩琶子雪|:暑 とヽ
3.灰 白粘質土

(黒色ブロ ック合 )

第 9図  中竹矢遺跡 I tt S K31～ 36実測図 (L=2.30孵 )
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申 竹 矢 遺 跡

1.黒色粘質土

2.茶褐色粘質土

3.灰色粘質土

4ぞ評島彊たよチロンク斜

1.茶褐色粘質土

2.黒色粘質土

&忌見うロッタ合)

1.茶褐色土 (灰 白色土プロック含)

2.黒色粘質土

1.茶褐色粘質土

2.う す茶色粘質土

3.灰色粘質土

4甫マ昆静 ロノク斜

0             1m

第10図 中竹矢遺跡 I tt S K37～ 43実測図 (L=2.30η )
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中 竹 矢 遺 跡

甥

1.茶掲色粘質土

2.茶褐色粘質土 (灰 白色土ブロック合)

3.暗茶色粘質土

4.茶褐色粘質土 (灰 白色土ブロック合)

獄

牡

Ｆ

下

1.灰色粘質土

2.黒色粘質土

3.灰 白色土
(黒色土ブロック合)

4.茶褐色粘質土

5,灰自色粘質土

6.黒色粘質土肺
靴
靴
粗
膊
辟

削
脚
脚
脚
脚
州

騨
解
鮒
・

一
印
　

―

中竹矢遺跡 I tt S K44～ 51突決‖図 (L=2.30知 )
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2.黒色粘質上
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中 竹 矢 遺 跡

SK52

一　　　　　　　　　　　　　　　一

川

牡

⊥

千

1.灰茶色上

2.灰 白色土

1.黒色粘質土 (灰 臼色土ブロック合)

2.黒色粘質土

一 l

1.黒色粘質土
(灰 白色上ブロック合)

孔.黒色粘質土 (灰色土ブロ ノク合)

2.黒色粘質土

1灰色粘質土

2.茶褐色粘質土

3.黒色土 (灰 白色土
ブロック合)

1.灰 色粘質土

2.茶掲色粘質土

か

1.灰色粘質土

2.黄灰色土

3.黒色土 (灰 白色土
ブロック合)

1.黒褐色上  ■日音灰色土

2.白 黄色土

3.灰色土

0                              2m

第 12図   中竹矢遺跡 I tt S K52～ 59実測図 (L=2,30%)
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1.暗茶色土

2.灰白色土 (黒茶色
土ブロック合)

1.灰 白色粘質土
(細

9サラω

中竹夕(遺跡 I tt S K60～ 66突測図

中 竹 矢 遺 跡

1.灰 白粘質土
2.茶褐色粘質土
3.黒色粘質土

EEll

1.灰色粘質土

2.茶掲色粘質土

3.黒色粘質土

0           1m

(L=2,30η ,)
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憲

第13図
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中 竹 矢 遺 跡

1.灰色粘質土

2.黒色粘質土

1.黒色粘質土

2.灰色粘質土

3.黒褐色粘質土

4茶褐色粘質土
(5宮

,歩斎
色土

5,灰 白色粘質上

SK71

1,仄色粘質土

2.茶褐色粘質上

3.灰 白色粘質土 (茶褐色粘
質土ブロック含)

SK72

1.茶掲色粘質土

2.黒 色 土
(灰 白色土ブロック合)

1.灰色粘質土

2.茶褐色土
(灰色ブロック合)

0                            2m
|

中竹矢遺跡 I tt S K67～ 72実測図 (L=2.30物 )第14図

-220-



中 竹 矢 遺 跡
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1.茶褐色土 (灰色ブロック含)

2.灰 白色粘質土
(茶撮色ブロック含)

&黄灰色粘質土

4黒色土 (灰 白色ブロック合)

刀
牡
ド
十
１

ヽ

1.茶褐色粘質土

2.黒色土 (仄 白色土ブ昔ック合)

3.灰 白色粘質土 (灰 白色土ブロック合)

0                                 2m

第15図  中竹矢遺跡 I ttS K73～ 78実測図 (L=2.30%)
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中 竹 矢 遺 跡

ヽ

／
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孔.茶褐色粘質土

2.茶褐色粘質土 (灰 白
色土ブロック合)

1暗茶色土

2.暗茶褐色土

3.灰茶色土(白 色上
ブロック合)

4.灰 白色粘質土

5。 灰色粘質土

6.白 仄色粘質土

ヽ
ヽ
゛

7.黒色粘質土 (灰 白
色土プロック合)

&茶褐色土

o                         2m

中竹矢遺跡 I tt S K79～ 83実測図 (L=2.30%)
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1.黄灰色粘質土      SK8
2.灰白色土 (黒色土ブロック含)

3.灰 白色土

4.茶褐色土 (灰 白色土ブロック合)

5.白 灰色土

6.灰 白色上 (茶褐色土ブロック合)

中 竹 矢 遺 跡

＼

1.仄色粘質土

2.白 黄色粘質土

3.黒茶色粘質土

1.灰色粘質土

2.灰 白色粘質土 (黒

色土ブロック合)

1.茶褐色粘質土

Zそ
身ξ糖兌彗も:号声苫ック働
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m

第17図  中竹矢遺跡 I ttS K84～94突測図 (L=2.30″ ι)
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中 竹 矢 遺 跡

1.白 黄色土 (暗茶
色ブロック含)

2.灰茶色土 (白色
土ブロック合)

3.灰 白色土 (暗茶
色土ブロック
含)

1.茶撮色粘質土

多茶褐色土(灰色土ブロック合)

3.黒色粘質土

か

1.黒色粘質土

2.灰 白色粘質土

(黒色土ブロック含)
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ガ

鮮
1.灰 色粘質土

Z茶褐色土 (黒色粘質土
ブロック合)

3.茶褐色粘質土

4.灰 色 土ン

ぎ 0                            2m
|

第18図   中竹夕く遺跡 I ttS K95～ 101実測図 (L=2,30η ,)
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土ブロック合)   7.黒 色粘質土

3.茶色粘質土

4.灰色粘質土

1.茶褐色粘質土

1.灰色粘質土

2.明灰色粘質土

3.灰色粘質土
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第19図  中竹矢遣跡 I tt S K102～ 109実 測図 (L=2.30″ ,)
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1.茶掲色粘質土

2.茶掲色土
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(黒色土ブロック合)
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1.茶褐色土

2.灰 白色粘質土
(黒色ブロック合)

中竹矢遺跡 I tt S Kl10～ 115実 測図 (L=2.30")

-226-

第20図



中 竹 矢 遺 跡

1.茶褐色土(灰 白色土ブロック合)

2.黒色粘質土
3.灰 白色土(茶褐色土ブロック合)
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ガ
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1.黒色粘質土

2.黒褐色粘質土

3.灰 白色土 (黒色土
ブロック合)

ｆ
一

1.茶褐色粘質±  3.灰 白色土 (茶褐色土

2.黄灰色粘質土   ブロツク合)

0                                 2m

中竹矢遺跡 I tt S Kl16～ 123実測図 (L=2,30η )第21図
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中 竹 矢 遺 跡

1.茶褐色土
2.茶褐色土(灰 白色土

ブロック合)

3.仄 色粘質土

川

劇

汁

Ｉ

Ｔ

ヽ
ヽ
、
゛

/｀

川
牡
止
Ｔ

い
，

銀

　

　

　

ｏ

ｏ
修

&黒色粘質土     第22図

4.黒色粘質土(灰 白色
土ブロック含)

1.茶褐色上 (灰 白色土ブロック合)

中4な矢遺跡 I tt S K124～133実測図

(L=2,30%)
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IEl

2.黒色土 (灰 白色土ブロック合)3.黒色粘質土

6.黄灰色±  7.仄茶色土  &暗茶掲色土

中 竹 矢 遺 跡

4.茶掲色土

S(141

0                            2m

中侑矢遺跡 I tt S K134～ 142実測図

(L=2.30%)

SK142

＼

1.暗茶色土 (白色土
ブロック合)

2.灰 白色土

1.黒色土

5。 暗茶色土

レ

歩難蟹
土第器図

3.黒 色 土
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中 竹 矢 遺 跡

1.茶褐色粘質土

2.黒色粘質土

&灰色粘質上

4.灰 白色粘質土

y_

ヽ
//  y｀ ｀

SK143

八

EDI

S(146

-B

1.灰 色粘質土

2.黒色粘質土

3.茶色粘質土

4.黒茶色土 (白色
土ブロック合)

1.茶褐色粘質土

2.茶褐色粘質土 (灰

色土ブロック合)

tDL_B

1.仄 色 上

2.灰 白色土

3.茶褐色土 (灰 白色土
ブロック合)

白

中竹クt遺跡 I tt S K143～ 148実測図 (L=2.30″ ,)

|

一
　

　

　

ＳＩ

ノ

′      |

|

SK147
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＼ SK149

^

中 竹 矢 遺 跡

ー

0                    2m

中竹矢遺跡 I tt S K149～ 157実測図 (L=2.30孵 )

SK150

ガ

SK154
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中 竹 矢 遺 跡

1.茶褐色粘質土

２

刀

刑

川

Ｎ

Ｆ

Ｉ

十

Ｉ

Ｉ

Ｓκ

‐６

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＼

°
D

ヽ  ン ク

1.暗茶色±  4.灰 色土 (白 色土ブロンク合)

2.茶灰色±  5.茶掘色土

3.暗灰色±  6.茶掲色土 (仄 白色土ブロック合)

1

4｀

ヤ
3

2

■報韓MⅢドギ  ・‐‐'

1.灰 色粘質土

2.茶掲色土

3.茶掲色土 (灰 白色土ブロック合)

4.黒色粘質土

0                            2m
i

中竹矢遺跡 I tt S K158～ 166実測図 (L=2.30η )
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中 竹 矢 遺 跡

川
気
上
―

1.黒色土 (仄 白色土ブロック合)

2.黒色土

1.黒 色 土 (仄 白色土ブロック合)

了
♀            、            そm

戸 ・量鷲写サ野
髄

第27図  中竹矢遺跡 I tt S K167～176実測図 (L=2.30η )

■茶褐号;塀覇
色
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1.黒色粘質土

_2.量
1梨看ウ督

白色

中 竹 矢 遺 跡

1.黒色粘質土 (灰 白色土ブロック含)

2.灰色土 (茶掘色粘質土ブロック合)

3.仄 白色土 (黒色土プロック合)

ヽ

第28図

土

Ａ

ゝ

弐

2.黒色粘質土 (白 仄色
土ブロック合)

3.仄 白色上 (黒色土ブ
ロック合)

0            1m

中竹矢遺跡 I tt S K177～184実測図 (L=2.30%)
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中 竹 矢 遺 跡

1.黒色土 (灰 白色土
ブロック合)

ヽ
　

　

　

　

ＳＫｌ

　

一
　

　

　

２

I

2
1.暗茶色土

2.

1.暗茶色土

2.白灰色土 (黒茶色土)

1目

ヨ

1.暗褐色粘質土

健

鱚

醒

冒

|                                                                                                                                                                                        :

中竹矢遺跡 I tt S K185～ 192実測図 (L=2.30筋 )
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中 竹 矢 遺 跡

2.出 土遺物 (第30～39図、図版71～ 78)

土墳内からは、弥生土器、土師器、本器、木片などが出土しているが、図示できたのは第30図～

第39図の ものだけである。出土遺物についての詳細は一覧表に譲 り、ここでは大まかな分類をする

にとどめたい。

弥生上器 前期後半、中期中葉～後期の土器が出上しているが、ほとんどが中期中葉のものであ

る。また中期前葉の土器は出土していない。

前期の土器は、重、甕、鉢が出土している。壺 (33-4、 38-4、 39-4)はいずれも胴部が強

く張 り、最大径は上部にあると思われる。いずれも肩部、胴部にヘラ状工具による沈線文が施され、

さらに38-4は竹管文、39-4は羽状文で飾 られている。甕はいずれも
「

l縁部が短 く外反し胴部は

ほとんど張 らない。33-5、 34-1は無文だが、35-2はヘラ状工具による平行沈線文、連弧文、

竹管文で飾 られている。鉢は38-8が 1 4El出 土しているだけである。ほとんどがヘラ磨 き調整主体

であるのが特徴的である。これらの上器は、文様、形態などか ら前期後半の ものと思われる。

中期の土器は、壺、甕、高邪が出土している。重は小片が 2点出土しているが、全体を窺 うこと

はできない。30-1の肩部には凸帯文が廻っている。甕は出土土器の大多数を占める。いずれも安

定した平底を呈すが、口縁部頸部の形態から次のように分類できる。頸部が屈曲せず口縁部が肥厚

して上面が平坦なもの (甕 1、 31-9な ど)頸都は「 く」の字形に屈曲し胴部がやや張るもの (甕

Ⅱ、32-5な ど)、 頸部が「 く」の字形に屈曲し胴部が強 く張るもの (甕Ⅲ、33-3な ど)、 頸部が

「 く」の字形に屈曲し口縁端部が肥厚して凹線文が施 されるもの (甕Ⅳ、31-4)で ある。また甕

Ⅱは端部が肥厚するもの (甕Ⅱa、 32-5な ど)と 肥厚 しないもの (甕Ⅱb、 32-4な ど)と がある。

甕Ⅲには文様がみられないが甕 I、 Ⅱには胴部に クシ状工具による束U突文が 施されるものがある

(31-9、 32-4、 32-5な ど)。 また甕 Iの 頸部には指または、 ヘラ状工具による刻目凸帯文が

貼付 されている。高界は S K06か ら1点出土しているだけである (30-3)。 体部は内 湾し口縁部

が肥厚して上端は平坦面をなす。口縁端部にはヘラ状工具による刻目文、上面には格子文が施され

ている。これらの土器は形態、文様などか ら甕 I～Ⅲ、高邸が中期中葉、甕Ⅳが中期後葉のものと

思われる。なお重は小片のため詳細な時期は不明である。

後期の土器は壺が 2点出土している (34-8、 38-3)。  ともに国縁部は複合口縁だが口縁部が

5-8は 大 きく外反し、38-3は内傾している。甕は34-9の 1点が出土している。頸部が「 く」

の字形に屈曲し、日縁部が外反している。

上師器 出土した土師器はすべて吉式土師器の甕で、複合口縁のものと単純口縁のものとがある。

複合口縁の甕は、口縁端部が外反するものがほとんどだが (32-10な ど)、 内傾するものもある(32

-12)。 いずれも口唇部は平坦面をなす。胴部はほば球形で、 底部は丸 くわずかに平底の反跡が残

る程度である。単純口縁のものは胴部が球形をし底部は丸い (39-1)。 複合口縁の 土器はすべて

小谷式に当ると思われ、概ね古墳時代前期のものであろう。 S Kl13か らは複合口縁の甕 とともに

単純口縁の甕が出土していることから単純口縁の上器 もほばこの時期のものと思われる。

本製品 鋤 (30-9)、 鉢 (31-8)、 擢状木製品 (37-2)、 弓 (37-3)、 杭状木製品 (37-1、

34-2、 39-3)、 板状木製品 (35-3)な どがある。 共伴した土器か ら、鋤、 鉢は弥生時代中期

中葉のものと思われる。
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図
号

掃
番 出土遺構|器種 法量 (賜 ) 形 態 の 特 徴 文様 の特徴 手 法 の 特 徴 備  考

30--1 S K06 壷 上端径 8 肩部は「ハ」の字
形に広がり、胴部
はかなり張ると思
われる。

上部に貼付凸帯
文 。

外面 全面ヨコナ 粒

ｏ好
面
内

砂
む
良
外

ヽ
ｏ

含
　
　
色
色

土
し
成
調
自
黒

胎
少
焼
色
灰
面

30--2 S K06 奏 口径15 頸部は「 く」の字
形に屈曲し、口縁
部は複合口縁。

砂
む
好
面
面
＞
色

小
含
良
外
外
着
褐

く
　
　
ｏ
ぐ
付
暗

上
多
成
調
色
ス
面

胎
粒
焼
色
黒
ス
内

30--3 S K06 高必 口径25,8 体部は内湾して伸
び、口縁部は肥厚
して「 T」 字形に
なり、平垣面をな
す。

口縁端部にはヘ
ラによる刻目文 (

口縁部上端の平
担面には斜格子
文。

ヨ
横
へ
の
ナ
　
ヨ
ら

ヽ
へ
　
合

は
は
な
と
コ
　
は
か
横
な
　
接

部
部
さ
部
ヨ
　
部
部
て
さ
　
の

ｏ

縁
体
小
脚
は
　
縁
体
け
小
　
部
項

目

ｏ
の

ｏ分
　
口

ｏか
の

ｏ脚
充

デ
向
き
部
　
　
デ
に
向
き
と
板

面
ナ
方
磨
着

ｏ面
ナ
部
方
磨
部
円

外
コ
斜
ラ
接
デ
内
コ
底
斜
ラ
杯
は

秘棘駆財願

土
わ
む
成
調

ｏ

胎
粒
合
焼
色
色

30--4

30--5

30--6

30--7

爬
‐
‐
　
誦

S K06

S K07

壷の
底部

壷

発

壷の
底部

1口径il.6

口径 22.4

底径8.2

底部 はほぼ平坦
で、胴部は大きく
開いて伸びる。

頸部は「 く」の字
形に屈曲し、口縁
部は短く外反する。
口縁端部はやや肥
厚し、平坦面とな

1桑老翌君ぜ懲霧れ
る。顎部には円形
の穴あり。

字
縁
　
面

の
口

ｏ坦

ゴ

るヽ
平

く
し
す
は

Ｆ
曲
反
部

ｏ

は
屈
外
端
す

部
に
は
縁
な

頸
形
部
口
を

底部はほぼ平担
で、 月同菩Eは大きく
開いて伸びる。

外面 胴部上端は
縦方向のハケロ。
胴部下半は縦方向
のヘラ磨き。胴部
と底部の境はヨコ
ナデ。底部は不整
方向のナデ。
内面 胴部上半は
縦方向のハケロ。
胴部下半から底部
にかけて横方向の
粗いヘラ磨き。

外面 国縁部から
月部に力>1)て ヨコ
ナデ。肩部下半は
縦方向のハケロ。
以下ヘラ磨きか ?
内面 口縁部はハ
ケロ後ヨコナデ。
以下縦横のハケロ。
一部をその後ナデ
で消去。

不明。

外面 全面横方向
のヘラ磨き。
内面 全面ナデ。

砂
む
　
好
裾

小
含

ｏ良
黄

く
粗

土
多
や
成
調

ｏ

胎
粒
や
焼
色
色

一影

胎土 小砂
粒含む。
焼成 不良
色調 外面
黄自色、菌
面暗灰色。

粒
む
好
面
内

大
含
良
外

ヽ
ｏ

粒
　
　
色
色

土
砂
成
調
褐
黒

胎
の
焼
色
茶
面

中 竹 矢 遺 跡

中竹矢遺跡 I区土壊内出土遺物一覧表
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土遺構1器種 1 法量 (M)1 形 態 の 特 徴

胎土 やや
大粒の砂粒
合む。
焼成 やや

や
粒

ｏ好
面
面

ヨ
ハ
デ
ケ
部
て
ハ
デ

は
は
ナ
ハ
縁
け
下
ナ

部
部
コ
の
口
か
以
コ

胎土 小砂
粒含む。
焼成 良好。
色調 灰自
色。

雲薄♀奪鑽τ荒課。鋼製隻テ
位1の

分冒。辮 縁)

胴部のみ残存。胴
部はかなり張りほ
ぼ球形を呈す。

肩部に単位 3の
クシ状工具によ
る刺突文。

外面 肩部は縦方
向のハケロ、胴部
中央は横方向のヘ

忌寮募尚懇衰び遂
き。内面 ナデ。

31--3 1 SK16 口縁部は肥厚、上
端はほぼ平担。
】同吉Бはほとんど張
らない。

甕 1口径18.4

中 竹 矢 遺 跡

底部 底径7.6

蜘6砕 襲
長

長
身

1,7-0.5

文様 の特徴 手 法 の 特 徴

外面 胴部上端は

給霊早♀念姦暑尚
のヘラ磨き。胴部
と底部の境はヨコ
ナデ。底部は不整
方向のナデ。
内面 胴部上半は
縦方向のハケロ。
胴部下半から底部
にかけて横方向の
粗いヘラ磨き。

鋤身は共木から削
り出されている。

板目材使

外面 口縁部から
頸部にか

')Ч

fヨ コ
ナデ。胴部は縦方
向のハケロ。
内面 口縁部はヨ
コナデ。

顎部に力>け てヨコ
ナデ。以下縦方向

),日音|こ

含む。や

のハケロ。

底部は平担で、胴
部はやや大きく広
がって伸びる。

スコップ形を呈し
身はやや反ってい
る。

砂
む
　
好
福

小
合

ｏ良
黄

く
粗

土
多
や
成
調

ｏ

胎
粒
や
焼
色
色

粒
含
　
好
灰

砂
に
　
良
自

か
土
ず

ｏ成
調

ｏ

胎
わ
む
焼
色
色

字
縁
　
な
り
れ

の
口

ｏを
ま
わ

Ｊ

るヽ
面
あ
思

く
し
す
坦
は
と

Ｆ
曲
反
平
部
い

は
屈
外
は
胴
な

部
に
は
部

ｏら

頸
形
部
端
す
張

砂
粗
良
面
面
外
付

小

ｏ不
外
内

ｏ
ス

む
　
　

色ヽ
ス

含
成
調
色
褐
に

ｏ

粒
焼
色
黒
茶
面
着

コ
　
亀
う
コ
削
Ш

ヨ
巾明
か
ヽ
ヨ
ラ

て
不
部
て

ヘ

縁
け
は
縁
け
下

口
か
他
口
か
以

に

ｏ
　
に

ｏ

面
部
デ
面
部
デ

ｏ

ナ
内
頸
ナ
リ

く

や

内面 口縁部から
肩部にかけてヨコ
ナデ。以下縦方向
のハケロ。

粗 。

焼成 やや
不良。
色調 灰色。
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S K23 甕

S K27 壷の
底部

口径25
底径13.6
高20.4

底径 6

ラ
刻
は
刻

ｏ
２
に

へ
る
に
る
文
位
具

ｏ

は
よ
部
よ
帯
単
工
文

に
に
頸
に
凸
は
状
突

部
具

圧ヽ
付
に
ラ
刺

唇
工
文
押
貼
部
へ
る

口
状
目
指
目
胴
の
よ

部

らヽ

。字
端
に

即
碑
班
銘
駒

ヽ
上

ず力ゝ

端
て
ん
に
Ｆ
し
わ

ｏ

平
し
と
部
は
厚
で
る

は
湾
ほ
縁
部
肥
坦
す

部
内
は
口
縁
に
平
傾

底
は
肩
ず
口
形
は
府

中 竹 矢 遺 跡

外面に削り痕あり 考J物。

外面 口縁部から
貼付凸帯文までヨ
コナデ。胴部上半
は縦方向のハケロ
胴部下半は縦方向
のヘラ磨き。胴部
と底部の境はヨコ
ナデ。底部は不整
方向のナデ。
内面 口縁部から
頸部|こ力>t)て ヨコ
ナデ。胴部上半は
粗いハケロ後横方
向の粗いヘラ磨き
胴部下半は横方向
の小さなヘラ磨き
底部は不整方向の
ヘラ磨き。

と
含
　
や
　
褐

ほ
粒
　
や
　
黄

砂

ｏ
　

ｏ

上
ど
ず
成
良
調

ｏ

胎
ん
ま
焼
不
色
色

字
縁
る
し
胴
と

の
口
す
厚

ｏ
る

Ｊ

反ヽ
肥
す
張

く
し
外
や
な
り

ｏ

Ｆ
曲
く
や
を
な
る

は
屈
短
は
面
か
れ

部
に
は
部
坦
は
わ

頸
形
部
端
平
部
思

底部はほぼ平垣で
胴部は内湾して伸
びる。

外面 胴部上端は
縦方向のハケロ。
胴部下半は縦方向
のヘラ磨き。胴部
と底部の境、及び
底部はナデ。
内面 全面縦方向
のハケロの後、横
方向のヘラ磨き。

外面 口縁部から
顎部にか1)て ヨコ
ナデ。肩部から胴
部にかけて縦、斜
方向のハケロ (単
位13)。

内面 口縁部はヨ
コナデ。頸部以下
横方向のヘラ磨き。

胎土 砂粒
含む。やや
光巳。
焼成 良好
色調 外面
灰黄色、内
面 暗褐色

胎土 小砂
粒わずかに
含む。
焼成 良好
色調 黒褐
色。

形 態 の 特 徴 1文 様 の特徴 手 法 の 特 徴

頸部は「 く」の字
形に屈曲し口縁部
は短く外反する。
日縁端部は肥厚し
平坦面をなす。胴
部はかなり張る。

外面 口縁部から
頸部に力>t,~Cヨ コ
ナデ。以下縦方向
の ハケ ロ (単 位
18)。

内面 日縁部から
頸部にか t)て ヨコ
ナデ。以下ハケロ
の後ていねいなナ
デ 。

胎土 小砂
粒含む。緻
密。
焼成 良好。
色調 灰色。

口径23

外面 口縁部から
肩部にかt'て ヨコ
ナデ。以下縦方向
の ハケ ロ (単 位
6)。

内面 口縁部ヨコ
ナデ。他は不明。

ら
く
端
す

張
緩
縁
な

り
は
口
を

ま
部

ｏ面

あ
縁
る
垣

は
国
す
平

部

反ヽ
は

胴
ず
外
部

字
わ
な

の
思
か

Ｊ
と
は

く
る
部

Ｆ
す
胴

ｏ

は
曲

ｏ
る

部
屈
る
張

頸
に
れ
り

甕 ?1頸部径10.4 外面 全面縦方向
の ハケ ロ (単 位
16)。

内面 頸部はヨコ
ナデ。胴部は縦方
向のハケロ。
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中 竹 矢 遺 跡

彎1出
土 器種 法量 (勤)1 形 態 の 特 徴

S K28 甕の
胴部

胴部径26.2 胴部は内湾し張る

文様 の特徴 手 法 の 特 徴 1備

底径5.6
儲幹|ま民鱈苫弩澪
びる。

ヘラ状工具によ
る束J突文 2列。

胴部に単位 3の
クシ状工具によ
る刺突文。

胴部に単位 3の
クシ状工具によ

島樫黍護米ラ状
工具による刻目
文。

織房ノぎ;H自
.:戦
車

位18)。 下半は横

召日R字旨写民範
鍔習あて号沼意夢
またはナデ。

胎土 小砂
粒含む。
焼成 良好
色調 黄灰
色。

胎上 小砂
粒含む。
焼成 不良。
色調 自灰
色。

胎土 大粒
の砂粒多く
含む。
焼成 良好。
色調 淡灰
造堂。

砂
む
　
好
褐

小
含
　
良
黄

土
多

ｏ成
調

ｏ

胎
粒
密
焼
色
色

方
底

　

ｏ

縦

ｏ
ム
ア

きヽ
デ
ナ

部
磨
ナ
面

胴
ラ
コ
全

ヘ
ヨ

面
の
は
面

外
向
部
内

粒

ｏ　
好
面
面
外
付

砂
む
　
良
外
内

ｏ
ス

含
　
　
　

色ヽ
ス

艦気粗。触鯛絶絡離着。
蠅飴
。餅購

ん
い

土
と
な
成
調

ｏ

胎
は
ま
焼
色
色

闘治　朗諏

ん

ｏ

腿
醍ゴ
賊鯛色。

底部

字
縁
は

ｏ
で

の
口
部
る
味

Ｊ

端ヽ
く
気

く
し
し
つ
り

Ｆ
由
反
を
張

は
屈
外
面
は

ｏ

部
に
は
坦
部
る

頸
形
部
平
胴
あ

底部はほぼ平坦で

場ユ書こ3ξ B尊
は外反し端部は肥
厚して平坦面をな
す。

外面 口縁部から
頸部にか1)て ヨコ
ナデ。肩部から胴
部中程にかけて縦
方向のハケロ。胴
部中程から下半は
縦方向のヘラ磨き。
胴部と底部との境
はヨコナデ。底部
は不整方向のナデ。
内面 口縁部から
頸部にかt'て ヨコ
ナデ。胴部は縦、
斜方向のハケロ。
底部ナデ。

外面 口縁部から
頸菩БIこか t夕Чfヨ コ
ナデ。肩部から胴
部上半にかけて縦
方向のハケロ。以
下不明。

安要。夙雫黄予目
の後ナデか。

外面 頸部はヨコ
ナデ。以下縦方向
のハケロ。
内面 顎部はヨコ
ナデ。以下横方向
のハケロ。

不明。

口径23.6
底径 8.4
器高25.1

S K31 底部

甕

霧諺燒逐ι!鵠覇
はやや張る。

頸部径18

で
の

坦
ｄ

ｏ

平
ハ
る

ぼ
Ｆ
び

ほ
逆
伸

は
は
に

部
部
形

底
胴
宇

大
含
不
灰

粒
土
砂
成
調

胎
の
焼
色

S K311 甕 1口径泌 .8

頸部径14.21琵

鷲鎗ぢ,論
累憲

S K37 口縁部は外反し、
端部はわずかに肥
厚し面をなす。

周外面ともヨコナ
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粒

ｏ好
自

砂
む
良
灰

合
土
く
成
調

ｏ

胎
多
焼
色
色

蠅
む。朗醒

合
土
く
成
調

ｏ

胎
多
焼
色
色

勒
釣朗輔

土
多
成
調

ｏ

胎
粒
焼
色
色

字
縁
国
内
は
な
球

の
口

ｏや
部
を
ぼ

Ｊ

縁ヽ
や
端
面
ほ

く
し
口
は
縁
坦
は

Ｆ
曲
合
半
口
平
部

は
届
複
上

しヽ
胴

部
に
は
部
し
厚

ｏ
ｏ

頸
形
部
縁
傾
肥
す
形

砂
む
や
　
色

小
含
や
　
灰

土
多
成
良
調

胎
粒
焼
不
色

で
の

坦
Ｊ

ｏ

平

ハ
る

ぼ
Ｆ
び

ほ
逆
伸

は
は
に

部
部
形

底
胴
宇

粒
む
好
黄

大
含
良
暗

粒
　
　
ｏ

艦
鋤触鯛絶

ヘの向

　

ｏ

方
　
デ

横

ｏ
ナ

き
面
磨
面

外
ラ
内

よ
文

に
線

具
沈

工
の

状
条

ラ

ー
ヘ
る

粒
む
良
褐

大
含
不
黒

粒
土
砂
成
調

ｏ

胎
の
焼
色
色

に
他

ｏ指
の

目
は
そ

。

ケ
部

ｏり

ハ
底
圧
削

押
ラ

面
面
る
ヘ

外
内
よ
は

頸部は「 く」の字
形に屈曲し、日縁
部は複合口縁であ
る。口縁端部はや
や肥厚し平坦面を
なす。胴部は球形
と思われる。

底部はほぼ丸底だ
が、わずかに平底
の痕跡残る。

胴部ほぼ球形を呈
す。

肩部に単位 6の
クシ状工具によ
る波状文。

外面 口縁部から
頸菩Бにわ>t)三ξヨコ
ナデ。肩部、胴部
は不明瞭だがわず
かにハケロ残る。
内面 口縁部から
頸部にか t)で ヨコ

リF°
以下ヘラ削

外面 口縁部から
月部に力>t,て ヨコ
ナデ。胴部中程は
横方向のハケロ。
以下、斜方向のハ
ケロ。
内面 口縁部から
顎 部 に か 1)て ヨ コ

ナデ。肩部、胴部
はヘラ削り。

外面 全面ヨコナ

内面 口縁部はヨ
コナデ。頸部はヘ
ラ削り。

袋累1こ凧修譜隻
ナデ。以下縦方向
のハケロ。
内面 口縁部ヨコ
ナデ。頸部は横方
向のハケ ロ。 (単
位■)。 以下 指頭
による押圧の後ナ
デか。

胎土 大小
の砂粒含む。
焼成 良好。
色調 外面
黒色、肉面
茶褐色。外
面にスス付
着。

字
縁
端
わ
な

の
口

ｏく
を

ゴ

るヽ
薄
面

Ⅸ鵬購雛鞄

縦
‐こ屈麟
端
力ゝＩこ
。

頸
形
部
部
ず
す

勒
。財綿

む
土
含
成
調

ｏ

胎
粒
焼
色
色

コ
縦
下
磨
　
コ
横

ｏ
ケ
デ

ヨ
半

ｏ
ラ
　
ヨ
半
き
ハ
ナ

部
上
ロ
ヘ
　
部
上
磨
の
コ

縁
部
ケ
の
　
縁
部
ラ
向
ヨ

ロ
胴
ハ
向
　
口
胴
へ
方
部

面
４ア。鵬紡
。面
・．ア。随称
一

外
ナ
方
半
き
内
ナ
方
以
目

重胴
部

胴部径21

口径 19.2 胴部はほとんど張
らず、口縁部は短
く外反する。

器種 1法量 (勤)形 態 の 特 徴 1文 様 の特徴 1手 法 の 特 徴

字
縁
る
厚
を

の
口
す
肥
面

Ｊ

反ヽ
や
坦

Ⅸ
鵬
佛
麟騨

は
屈
短
部
部

ｏ

部
に
は
縁
端
す

頸
形
部
口
し
な



霰童 (勁)1形 態 の 特 徴 1文 様 の特徴

胴
ヨ
方
　
ら
コ
向

ら
て
縦
　
か
ヨ
方

紗
湖
パ
ロ
ｏ脚
に
甜
き
。

縁
に

ｏ
ケ
ロ
か
以
磨

口
端
デ
ハ
　
に

ｏ
ラ

瓶
維
サ瞼師期
ガ
鉢

内
ん

ｏ

なヽ

に
と
い
し
を

か
ほ
な
厚
面

ず
が
ら
肥
題

わ
だ
張
は
平

は
味
が
部
は

都
気
肩
縁
面

ｏ

胴
湾
ど
口
上
す

口縁端部にヘラ
状工具による刻
目文。頸部に指
押圧による刻目
凸帯文。

33-6 1 SK68

醍脩
ｏ餅絡離着。

砂
い
　
　
外
付

土
ど
な
成
調

ｏ
ス

胎
ん
ま
焼
色
色
ス

砂　良面内
ｏ

小
む。不外
色、絶

艦胎賊鯛縮面

中 竹 矢 遺 跡

口径 14.2

S K68 甕 口径1.5

33--9 S K68 底径4.8

壺の
底部

底径8.2

S K74

S K81 底部 底径6.8

縁ぞ偉策檀i阜尋
碧r話録顧隼軍提
る。

層識鐘苦琴濡堺青

嬌繋|ま民掻苦零濡
びる。

外面 口縁部から
頸部にか t)Xτ ヨコ
ナデ。頸部から胴

碧占落氏ケ旨F螢
下縦方向のヘラ磨
き。
内面 口縁部から
頸部に力>t)て ヨコ
ナデ。胴部上半は
横方向のハケロ。
胴部中程は縦方向
のハケロ。胴部下
半は横方向のヘラ
磨き。

手 法 の 特 徴

面
部
デ
の
面
デ
ケ
ラ

外
頸
ナ
向
内
ナ
ハ
ヘ

口縁部から
にお>け てヨコ
。胴部は縦方
ハケロ。
国縁部ヨコ

。頸部以下は
自の後小さな
磨き。

卸
膨剛鰤

し
り
部
平

湾
ま
縁
は

内
あ
口
面

ｏ

は
は

ｏ上
す

部
肩
い
し
な

胴
び
な
厚
を

胴
全

ふう

ヽ

か
び

ｏ

部
伸
い

底
に
長

な
急
細

坦
は
に

平
部
体

で
る

坦
張

平
く

ｏ

ぼ
き
る

ほ
大
れ

は
は
わ

部
部
思

底
胴
と

字
部
部

ｏ

の
縁
胴
る

Ш
口

ｏ張

く
し
る
く

Ｆ
曲
す
強

は
屈
傾
や

部
に
外
や

頸
形
は
は

吾蓄冤誓超辱隻
胴部に単位 4の
クシ状工具によ
る刺突文。

胎土 わず
かに砂粒含
む。緻密。
焼成 良好
色調 灰黄
色。

胎土 砂粒
含まない。
焼成 良好
色調 黒色

のヘラ磨 き。
ヨコナデ。

口縁部内外面ヨコ
ナデ。他は不明。

外面 胴部は縦方

県?農晶需島勇ゝ醤
底部はヨコナデ。
内面 ナデか。

寮冒の狸引芸予旱
半は横方向のヘラ
磨き。底部ヨコナ

は
き
ナ
向
　
へ
横
整

騨ヘラ磨，よヨコ櫛　破雌鱒

胴
の
半
部

ｏ金
て
底

向
下
底
デ
　
き

ヽ

ｏ
ナ
面
磨
向

の
肉
中ラ

胎土 砂粒
ほとんど含
まない。や
や粗。
焼成 良好。
色調 外面
灰黄色、内
面 黒色。

砂
　
好
面
内
色

小

ｏ良
外

自ヽ

む
　
　
色
灰

土
合
成
調
褐

胎
粒
焼
色
茶
面

砂
　
好
自

小

ｏ良
灰

む
土
含
成
調

ｏ

胎
粒
焼
色
色

S K81 底部 底径 8
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挿 図
番 号 1出

土遺構 器種 法量 (協 ) 形 態 の 特 徴 文 様 の 特 徴 手 法 の 特 徴 1備  考

33--14 S K79 甕 口径 14.6 頸部は「 く」の字
形に屈曲すると思
われる。日縁部は
複合口縁で、端部
はわずかに肥厚し
平担面をなす。

砂
　
好
灰

小

ｏ良
黄

む
土
合
成
調

ｏ

胎
粒
焼
色
色

ナコヨと面外

ｏ

｛内
ヽ
ア

34-1 S K88 奏 口径 22.6 張
緩
は

ど
は
部

ｏ

ん
部
端
す

と
縁

なヽ

ほ
口
し
を

は

反ヽ
面

部
ず
外
坦

胴
ら
く
平

粒
む
好
面
内

ｏ

大
含
良
外

ｏ色

粒
　
　
色
黒

土
砂
成
調
福

胎
の
焼
色
黒
面

ヨ
斜

ｏ斜

ｏ

は
は
き

きヽ

部
部
磨
横
磨

縁
胴
ラ
面
ラ

ロ

ｏ
へ
全

ヘ

デ
の
　
の

面
ナ
向
面
向

外

コ
方
内
万

34-2

34--3

34--4

34--5

34--6

ＳＫ８８

　

　

一
ＳＫ９２

S K99

S K99

S K99

杭状
木製
品

甕

甕

底部

底部

断面径 3
5ミ17.2

底径5.6

口径 15.2

先端は「 くさび」
形を呈す。

と
は

ｏ字
部
わ

坦
部
胴
の
縁
思

平
胴
長
Ｊ
口
と

ば

ｏ

くヽ
し
る

ほ
る
り
Ｆ
曲
す

縦
枷報縦明版
る。

底
思
や
頸
形
は
れ

頸部は「 く」の字
形に屈曲し、口縁
部は複合口縁であ
る。国縁端部はや
や肥厚し、平垣面
ができる。

底部は丸底で、胴
部は内湾して伸び
ほぼ球形と思われ
る。

底部はわずかにア
クセントをもち、
平底の痕跡がある
胴部はほぼ球形。

側辺と先端を加工

タト面 頸菩躊|ま ヨコ
ナデ。肩部から胴
部上半は縦方向の
ハケロ (単位16)。

胴部下半は縦方向
のヘラ磨き。胴部
と底部との境はヨ
コナデ。
内面 頸部はヨコ
ナデ。肩部から胴
部上半は斜方向の
ハケロ (単位13)。

胴部下半は縦方向
のヘラ磨き。底部
はヨコナデ。

外面 口縁部から
頸部に力>1)て ヨコ
ナデ。肩部に横方
向のハケロ。
内面 口縁部から
頸部に力>t,て ヨコ
ナデ。肩部は横方
向のヘラ削り。

外面 全面ハケロ
(単位■)。 内面胴
部は縦方向のヘラ
削り。底部は指頭
による押圧の後ナ
デ。

心持ち材使
用。

砂
　
好
茶

小

ｏ良
黄

む
　
　
。

土
合
成
調
色

胎
粒
焼
色
褐

］
的

密
。］

『
黒色

、
内面

的
面，こスス付
着
。

一
］
ぃ

魏
］
『
『
螂

外面スス付
着
。

砂
　
好
面

褐ヽ
に

ｏ

小

ｏ良
外
色
黒
面
着

む
　
　
褐
　
外
付

腿
脩賊鯛麟肺
色。幕

目
面
ラ
頭

ケ
内

へ
指

ハ
　
の
は

面
，

。向
部

全
１１
方
底

ｏ

面軸綸り。第

外
ぐ
胴
削
痕

34-7 S K97 奏 口径 14.8 字
縁
口
を
ぼ

の
口

ｏ面
ほ

Ｊ

縁ヽ
垣
は

く
し
口
平
部

Ｆ
曲
合
は
胴

は
屈
複
部

ｏ
ｏ

部
に
は
端
す
形

顎
形
部
縁
な
球

外面 口縁部から
顎部にか1)で ヨコ
ナデ。肩部縦方向
のハケロ。以下斜
方向のハケロ。
内面 口縁部内面
から頸部ヨコナデ
以下ヘラ削り。

勒
。餅
絶
ス付

む
　
　
ス

土
合
成
調
面

ｏ

胎
粒
焼
色
外
着
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出土遺 器種

34--8 S Kl10 壷

S Kl

ュ
６翻径４．３０．．

口
底
高

外面 口縁部から
顎部に力>t'て ヨコ
ナデ。肩部はハケ
目の後ヨコナデ。
以下斜方向のハケ
目。
内面 口縁部から
頸部にか t'Чξヨコ
ナデ。肩部はヨコ
ナデ。胴部上半は
指による横方向の

習法翫把ヨ:万光索
のハケロ。

幾雰ζ下識イとあ昆
め調整不明。

ナデ。
内面
ナデ。
り。

のヘラ磨き。底部
ヨコナデ。

内面 粗いヘラ磨
き。

胎土 砂粒
含む。
焼成 良好
色調 黄褐
色。

胎土 大砂
粒含む。米&
焼成 良好
色調 黒掲
色。

国径■ .1 ヨ
縦
胴
ラ
　
ヨ
下
り

は
は

ｏ
へ
　
は
以
削

部
部
目
の
　
部
部
ラ

縁
肩
ケ
向
　
縁
肩
ヘ

口

大

方

口

ｏ

デ
の
斜

ｏ　
デ

面
ナ
向
は
り
面
ナ

外
コ
方
部
削
内
コ

ず
形
外
の

ら
球
は
Ｊ

張
い
部
ハ

ｏ

り
長
縁
Ｆ
す

ま
細
口
逆
呈

あ
は

ヽ

をヽ

は
部
し
し
形

肩
胴
を
傾
字

粒

ｏ

砂
む
不
黄

含
土
く
成
調

ｏ

胎
多
焼
色
色

よ
沈
と

に
行
目

工
の
１

状
条

ｏ

ラ
３
文

へ
る
線

大
多

色調 自灰
色。

2条 目の間は広
く、 2列の刺突
文を施す。 2条
目の沈線文の下
から連弧文。

含む。
焼成 不良

む。
良好
外面

、内面

35-3 1 SKl

|

35--4 1 SKll 底坦は1ま ぼ
胴部はあまり
ずに伸びる。

部は平坦で、
部は広がって
る。

υ
　
好
面
面

い

ｏ良
外
内

む
　
　
ヽ

コ
ロ
コ
謝
即

ヨ
ケ
ヨ
フ

部

ハ
部

ヘ

縁
部
縁
部

口
胴
口
胴

1201 奏

|

婚
』
良好

。姉
色
、

内
黒色

。

と
な
成
調
灰

ほ
ま
焼
色
黄
面

S Kllq

|

文様 の特徴 1手 法 の 特 徴 1備  考法量 (勤)1 形 態 の 特 徴

コ
　
ｏ

ヨ
明

面
不

外
は

内
他

部

ｏ

縁
デ

ロ

ナ
S Kl12 奏

|

ISm弓
口径17.4

彩諺燒這ι!宮議
議繁桑倉早軍i巴唇
橘漁音揖悪象er。

外面 口縁部から
肩部上半にかけて
ココナデ。肩部下
半は縦方向のハケ
目。胴部上半は横
方向のハケロ。以
下不明。
内面 口縁部から
頸部に力>t'て ヨコ
ナデ。胴部は横斜
方向のヘラ削り。

秘釣朗姉脈
。外儒

く
　
　

色ヽ
ス

上
多
成
調
色
褐
ス

胎
粒
焼
色
黒
黄
面



中 竹 矢 遺 跡

挿 凶
番 号 十出土遺構 器種 法 量 (協 ) 形 態 の 特 徴 文様 の特徴 手 法 の 特 徴 備  考

35--8 S Kl13 甕 口径17.8 頸部は「 く」の字

|&屋聟旅及写露評
端部は平姐面をな
す。胴部はわずか
に張る。

面
デ
か
面
デ

ｏ

外
ナ
リ
内
ナ
リ

口縁部ヨコ
胴部ヘラ削

口縁部ヨコ
胴部ヘラ削

砂
む
好
面
面

小
合
良
外
内

＾

く
　
　

缶ヽ

腿修触鯛絶癬
35--9 S K124 甕 口径20.6 口縁部は肥厚し、

上端は平坦面をな
す。

不明。 粒
く
　
良
褐

大
多
　
不
赤

粒

ｏ

上
砂
む
成
調

ｏ

胎
の
含
焼
色
色

35--10 S Kl の
部

壷
底

底径 8 底部は平垣で、胴

甚じ奏鳥か翌戸内
外面 胴部はヘラ
磨きか。胴部と底
部の境及び底部は
ヨコナデ。
内面 ヘラ磨きか

胎土 砂粒
多く含む。
焼成 良好
色調 外面
黄褐色、内

35--11 S K125 甕 口径18.6 口縁部は短く外反
し、端部は平垣面
をなす。

口縁端部にヘラ
状工具による刻
目文。

内外面ともヨコナ 胎土 小砂
粒含む。
焼成 良好
角調 黒角

35-12 S Kl 甕 口径21.8
底径8.6
高22

胴
び
ら

。字
端

ｏ

伸ヽ
張
る
Ｊ
上
る

で
て
ど
至
Ｔ

あヽ

坦
し
ん
に
Ｆ
し
で

平
湾
と
部
は
厚
担

は
内
ほ
縁
部
肥
平

部
は
は
口
縁
に
は

底
部
肩
ず
口
形
部

状
目
押
貼
部
シ
刺

ヘラ例
略期
鋼
”崩

に
よ
部
る
文
３
に

部
に
頸
よ
帯
位
具

ｏ

唇
具

ｏ
に
凸
単
工
文

口
工
文
圧
付
に
状
突

外面 口縁部から
頸部にか t)て ヨコ

蕊雰尚蓼黄歩首伊
胴部下半は縦方向
のヘラ磨き。胴部
と底部の境はヨコ
ナデ。底部は不整
方向のナデ。
内面 口縁部から
頸部にか t,マξヨコ
ナデ。胴部上半は
縦方向のハケロ後
ナデ。胴部下半ハ
ケロ後ヘラ磨き。
底部ナデか。

胎土 小砂
粒多く含む
やや粗。
焼成 良好
色調 黄褐
色。

35--13 S K22 胴 部 頸部径■ .6 日同部はかなり]長 る 外面 縦方向のハ
ケロ。
内面 ナデか。

35--14 SK 奏 口径 16.4 顎部は「 く」の字
形に屈曲し、口縁
部は短く外反し、
端部はわずかに肥
厚して平垣面をな
す。胴部はわずか
に張る。

外面 口縁部はヨ
コナデ。他は不咲

土
む
成
調

ｏ

胎
含
焼
色
色

砂粒

不良
灰黄

35--15 S K131 甕 口径約14.2 口縁部は複合口縁
で、端部はやや肥
厚し平坦面をなす

内外面ともヨコナ
デか。

砂
　
好
面
面

小

ｏ良
外
内

ｏ

Ｌ
　
　

色ヽ

土
含
成
調
色
褐

胎
粒
焼
色
黒
黄

35--16 S K131 甕 口径16.2 頸部は「 く」の字
形に屈曲し、口縁
部は複合口縁であ
る。日縁端部はわ
ずかに肥厚し、平
坦面をなす。

ら
コ
方
　
ヨ
下
削

か
ヨ
横
　
は
以
ラ

部
て
は

ｏ部
部
ヘ

縁
け
部
目
縁
頸
の

口
か
肩
ケ
ロ
？
向

に

ｏ
ハ
　
デ
方

面
部
デ
の
面
ナ
横

ｏ

外
頸
ナ
向
内
コ
は
り

砂
む
い
　
や
　
面
面
外
付

小
合
多
　
や
　
外
内

ｏ
ス

く
孔
　
　
ｏ
　

色ヽ
ス

土
多
空

ｏ成
良
調
色
自
に

ｏ

胎
粒
小
粗
焼
不
色
黒
灰
面
着

―-245-―



中 竹 矢 遺 跡

挿 凶
番 号

出土遺樺 器種 法量 (9J7) 形 態 の 特 徴 文様 の特徴 手 法 の 特 徴 備  考

36--1 甕 口径19 頸部は「 く」の字
形に屈曲し、国縁

議繁観倉早辱絶昌
し、平坦面をなす。
肩部はあまり張ら
ず、胴部はほぼ球
形と思われる。

肩部に単位17の
クシ状工具によ
る平行沈線文。

外面 口縁部から

夢夢F緒銚憑轟基
方向のハケロ。
内面 口縁部はヨ
コナデ。頸部以下
ヘラ削り。

胎土 小砂
粒多く含むc

焼成 良好(

色調 外面
黒色、内面
白灰色。外
面スス付着 (

36-… 2 甕 口径16 顎部は「 く」の字
形に屈曲し、日縁
部は複合口縁で、
端部はやや肥厚し
平坦面をなす。

内外面ともヨコナ
ア 。

砂

ｏ良
灰

小
む
不
暗

含
上
し
成
調

ｏ

胎
少
焼
色
色

36--3 S K136 底部 底径7.6 底部は平垣で、胴
部はやや大きく広
がって伸びる。

外面 胴部上端は

請寡早♀念森昇尚
のヘラ磨き。底部

路否請慕里♀患轟
方向のハケロ。
胴部下半から底部
にかけて横方向の
粗いヘラ磨き。

胎上 小砂
粒含む。
焼成 良好
色調 黄褐
℃ヨ。

36-4 S K138 奏 口径18 字
思
は
半
ず
口
ず

の
と
部
上
わ

ｏわ

Шる縁
ヽヽ
るは
ｏ

Ⅸ麟
。口籐恥
膵鮪
縣

縦
‐こ屈艤釦
剛
‐こ外駆瞼

頸形
わ複
部
か唇
か

内外面ともヨコナ
ア 。

粒
む
良
面
面
外
着

大
含
不
外
内

ｏ付

粒
　
　

色ヽ
ス

土
砂
成
調
色
灰
ス

胎
の
焼
色
黒
黄
面

36--5 S K138 甕 口径 16.4
穆卍燒逐ι寸留議
議嬬祭倉早軍施昌
胎蔀活糧悪象疹声

外面 口縁部から
頸部に力》t'て ヨコ
ナデ。肩部はハケ

晶獣笙早忌農F蘊
方向のハケロ。以
下不明。
内面 口縁部から

誓饗r徴年天号品

砂
　
好
面
面
外
着

小

ｏ良
外
内

ｏ付

む
　
　

色ヽ
ス

土
合
成
調
色
褐
ス

胎
粒
焼
色
黒
黄
面

36-6 S K139 底部 底径9。 2 底部は平担で、胴
部はやや開いて伸
びる。

方
胴
ヨ
ナ

離
き。雛
縦

部
磨
の
底

胴
ラ
部

ｏ

へ
止ム
一ア

面
の
と
ナ

６

外
向
部
コ
デ

粒
　
好
面
内

砂
　
良
外

ヽ

ｏ　
　
色

土
む
成
調
福

胎
含
焼
色
黄

86--7 S K139 甕 口径27.4
穆諺烙這ιギ留標
部は外反し、端部
は平担面をなす。

不明。 粒
む
良
自

大
合
不
灰

粒
土
砂
成
調

胎
の
焼
色

36--8

36--9

S K14

SK

奏

部 ?

口径17.2

顎部径17.4

鉾
臨

。
頸
紐
』

Ｊ

るヽ
縁
薄

く
し
す
国
が

Ｆ
曲
傾
べ
壁

は
屈
外
比
器

部
に
は
に
は

頸
形
都
部
端

胴部はかなり張る
と思われる。

1専:秦:3:宮
ヨ

胎土 大粒
の砂粒含む
焼成 良好
色調 茶褐
色。外面ス
ス付着。

胎土 小砂
粒わずかに
含む。緻密
焼成 良好
色調 灰自
色。
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口径 19.4

√電216.8
宅恐10.4

己存長121.2
径  2.6

外面 口縁部から
月部にかt,て ヨコ
ナデ。胴部上半は
横方向のハケロの横方向のハケロの

竿旱忌議雰尚旧巽
ケロ (単位10)。

内面 口縁部から
頸都にか t夕てヨコ
ナデ。以下横、斜

ン`ヽ フ

S Kl

を稔争岳争F亀竪
|

頸部は「 く」の字
形に屈曲し、口縁
部は複合口縁。

先端を加工し、尖
らせる。

上端はホゾ状に削
り出す。

怒百コ写写ミ評7舌音
不明。

先端を削って 心持材使用

表裏面を削る。

弓筈近くを削る。 心持材を使
用。

外面 全面ヨコナ
ア。
内面 不明。

砂
粗
良
黄

小

ｏ不
灰

む
土
含
成
調

ｏ

胎
粒
焼
色
色

状
製

杭
木
品

ＫＳ

状
製

櫂
木
品

丸木
弓

すヽ

ｏ

り
工
平

な
加
属

く
に
に

広
い
体

が
ね
全

端
い

ｏ

先
て
る

８
，
４

０
ユ

勲
６”８”

存

５
．

０
．

現
幅
厚

口径29

口径17

字
縁
口
に
を
ず
れ

の
口

ｏか
面
わ
わ

Ｊ

るヽ
ず
坦
は
思

く
し
す
わ
平
部
と

Ｆ
曲
傾
は

胴ヽ
る

は
屈
外
部
し

ｏ張

部
に
は
端
厚
す
に

ｏ

顎
形
部
縁
肥
な
か
る

砂
　
良
面
内
色

小

ｏ不
外

灰ヽ

む
　
　
色
黒

土
含
成
調
自

胎
粒
焼
色
灰
面

築
材

建
部

形 態 の 特 徴 1文 様 の特徴 1手 法 の 特 徴 1備  考

頸部は「 く」の字
形に屈曲し、口縁
部は外傾する。

外面 全面ヨコナ

内面 口縁部ヨコ
ナデ。頸部横方向
のヘラ磨きか。

砂
　
好
面

茶ヽ

小

ｏ良
外
色
黒

む
　
　
褐

土
含
成
調
黄
面

胎
粒
焼
色
自
内

重 ?1口径15,2 雰徘面ともヨコナ
1魯富
む
言警

胴部径30 胴部はかなり張る。 へ
線
上
２
の
竹

ｏ
に
交
ラ
を
す

紳
紺
る
。醍
緻
卵
脇
窮
配

のへ
腑
硼

４
平
れ
条
沈
２
入
は
線
本
行
か

離
器
簿
崩
柳
陣
畿
諏
効
却
騨
陶

目
肩
ケ
　

ｏり

ケ
く

ハ
　
いア
あ

ハ
き
に
　
ナ
痕

面
磨
か
　
面
頭

全
ラ
ず
＞
。全
指

へ
わ
る
　
に

面
後
に
残
面
部

外
の
部
目
内
肩

長13
刺言5,2

-247-
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中 竹 矢 遺 跡

凶
号 出土遺構

|

器種 法量 (働 ) 形 態 の 特 徴 文様 の特徴 手 法 の 特 徴 備  考

38--6 S K17 底部 底径 7 底部はほぼ平坦で
胴部は内湾気味に
伸びる。

不明。 や
粒
　
良
面
内

ｏ

や
り

。　
外

色
、絶

土
粒
む
成
調
褐
黄

胎
大
含
焼
色
灰
面

38--7 の
都

壷
底

底径7.6 で
い
は
わ

坦
開
部
思

平
く
胴
と

ぼ
き

ｏ
る

ほ
大
る
張

は
は
び
り

ｏ

部
部
伸
な
る

底
胴
て
か
れ

外面 全面横方向
のヘラ磨き。

現軍位響ギお後F
Trlいナデ。

粒
く
　
好
面
内

ｏ

砂
多
　
良
外

色ヽ

に

ｏ　
　
色
褐

土
常
む
成
調
褐
黄

胎
非
含
焼
色
茶
面

38--8 SK 鉢 口径18。 2
底径6.9
局12.2

嬌載 |ま 烏掻U弩濡
び、口縁部に至る
口縁端部は平坦面
をなす。

外面 横方向のヘ
ラ磨き。
内面 上半は横方
向のヘラ磨き。下
半は斜方向のヘラ

朋
。朗
駅

む
土
合
成
調

ｏ

胎
粒
焼
色
色

38--9 SK 底部 底径7.3
胴部径26

底部はわずかにア
クセントをもち、
平底の痕跡が残る
月同部はほぼ球形。

的

ノ、ヶ口 ぐ単

一部ナデ
。呻

的
脇

の
＞
。　
底
ラ

面
向
１３
面

ヽ
ヘ

外
方
位
内
向
の

小
合
　
好
面

色ヽ

極
く
　
良
外
色
灰

多
　
　
　
褐
自

土
粒

ｏ成
調
茶
面

胎
砂
む
焼
色
暗
内

38--10 SK1791 底部 底径6.8
胴部径28

底部はわずかにア
クセントをもち、
平底の痕跡残る。
胴部はほぼ球形。 的ノ、ヶ口く単一部ナデ。『］鱒

の
＞
。
　
ラ
に

面
向
１３
面

へ
く

外
方
位
内
の
近

胎土 極小
の砂粒含む
焼成 良好
色調 黄握
色。

39--1 S K181 甕 口径15.7
底径3,7
高17.4

ア

すヽ

ｏ字
縁
口
つ
状

に
ち
残
形
の
口

ｏに
嘴

か
も
を
球
Ｊ

るヽ
方
口

ず
を
跡
ぼ
く
し
す
上

ヽ

齢
ハ
鏃
朧
耐
融
期
縦
ゴ
す
。

部
セ
底
部
部
に
は
端
み
呈

底
ク
平
胴
頸
形
部
縁
ま
を

外面 口縁部から
頸部にか t)て ヨコ
ナデ。他は不明。
内面 口縁部から
頸部にか t'~Cヨ コ
ナデ。胴部は横、

書票庭籍釜簑昆Ъ。
粘土紐積痕跡明瞭。

秘釣筋姉師
色。ス付

く
　
　

褐ヽ
ス

土
多
成
調
色
黄
面

ｏ

胎
粒
焼
色
黒
自
外
着

39--2 S K182 の
部

甕
底

底径7.8 上
湾

に
内

か
は

ｏ

ず
部
る

わ
胴
び

は

ｏ伸

部
風
て

底
底
し

外面 胴部はナデ
か。胴部と底部の
境および底部はヘ
ラ削り。
内面 ハケロか。

粒
く
　
好
面
面

大
多
　
良
外
内

ｏ

粒

ｏ
　
　

色ヽ

土
砂
む
成
調
色
褐

胎
の
含
焼
色
黒
黄

39-3 S K190 状
製

杭
木
品

露
縫

先端は円錐形。 先端を削る。 心持材使用
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中1/1夕く遺跡 I ttS Kll(1.2)、 16(3)、 17(4)、 18、 (5,6)

21(7.8)、 23(9)、 27(10)、 28(11～ 13)出土遺物実測図
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68(6～ 9)、第33図  中竹矢遺跡 I tt S K38(1)、 48(2)、

71(10)、 74(11)、  79(14)、  81(12、
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第34図  中竹矢遺跡 I tt S K88(1、 2)、 92(3)、 97(7)、 99(4～6)、 110(8、 9〉
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第35図  中竹矢遺跡 I tt S Kl12(1、 2)、 113(7、 8)、 116(6)、 118(3、 4)、 120(5)、

124(9、 10)、 125(■ 、12)、 22(13)、 130(14)、 131(15、 16)出 土遺物実測区
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141(8)、 146(9)、 153(10)、 155(11)出土土器突測 IXI
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第37図  中竹夕(遺跡 I tt S K127(1、 2)、 151(3)出 土木製品実測図
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172(6)、 179(9、 10)出 土遺物実測図
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土壊群の時期と範囲

以上のように I区からは土壊192、

滞状遺構 1が検出された。

土媛は複雑に重っており、すべて

の土壊が一度に掘 られたのではない。

土墳内から出土した土器をみると、

最 も首いと思われるものは S K163、

S K188な どで弥生時代 前期 後半と

考えられる。また最 も新 しいと思わ

れるものはS K37な どで古墳時代前

期 と考えられる。このようにこの土

躾群は弥生時代前期か ら古墳時代前

期まで長期間にわたって作 られたも

のである。しかしながら、弥生時代

中期前葉、古墳時代初頭 (い わゆる

鍵尾式土器の時期)の ものはなく、

全ての時期を通じて作 られたもので

はない。これらの上墳を時期別に分

けると、弥生時代前期後半 7、 同中

期中葉53、 同中期後葉 1、 同後期 3、

古墳時代前期 (古谷式期)21で 、特

に弥生時代中期中葉 と首墳時代前期

の土壊が多いことがわかる。

この土壊群は前述のとおりIB区

の濤状遺構より西には広がっていな

いことから、この濤状遺構は土壊群

の西の境界となっていると思われる。

また、 IA区南の用水路以南でも土

壌が検出されていないことから、土

城群の広が りはこの用水路付近まで

と思われる。北は、Ⅱ区から土頻が

検出されていないことか ら、県道伯

矢―八重垣線あたりが境界と思われる。東の境界は不明だが、 出雲国分尼寺の調査で I区から約

200η 離れた中竹矢集落の南側の水田中からは土壊が検出されていない。 このことから、少なくと

も土壊群はこの付近まで広がっていないことがわかる。
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0              10Cm

第39図  中竹矢遺跡 I tt S K181(1)、 182(2)、

188(4)、 190(3)出 土遺物実測図
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Ⅱ区

遺構 Ⅱ区は三段の階段状加工段があり、それぞれに大小のピット群を検出した。 1段 目は標高

4η で南にいくにしたがい低 くな り、標高 2%ほ どになる。 2段 目は標高 6物 でほば水平な加工段

である。最 も多 くのピットを検出した。この中に後述するS B01が含まれる。 3段 目は標高10%の

高さで、南側 2段 目の加工段までの間 9%ほ どが後世削られている。現在は幅 5%残存しているが

元来、遺構はもう少 し南にも延びていると考えられる。

また、 2段 目、 3段目の加工段で検出された S B01以外のピット群の多くは東側未発掘区に続 く

ものであろう。

SB01(第 41図 図版 )

Ⅱ区中央の宅地跡よリー段高いところで検出された 2間 (4.4η )× 2間 (3.2物 )の 掘立柱建物

跡で、柱間距離は桁行220初、梁間160助を測る。柱穴は平面不整円形プランで直径30～40勁、深 さ

20～60翻のもの 7個が検出されている。建物 lld方位はN-32° 一Eを 指 している。

遺物 Ⅱ区の出土遺物は、発掘区内の全域にわた り出土した。 (図版104)

図示した土師器は 6個体ある (第 42図 1～ 3、 第43図 4～ 6)。 いずれも、 Ⅱ区の中で最南の最

も低い加工段から出土した甕形土器である。

第42図 1は器高26.8勁、口径19.0翻で、胴部中央に最大径があり26.0協 を測る。底部は丸底。口

縁部は くの字形で厚 くならない。外面は頸部より下をタテ方向にハケロ調整。肉面は口縁のみハケ

によるヨコナデ調整。頸部と底部あたりはヨコ方向、その中間はタテ方向にヘラ削 り。 2も 1と 同

様な甕の破片である。 3も 1と 同様な丸底の底部片である。第43図 4は大形の甕で口径は22,0切、

最大径は胴部にあり27.5協 を測る。 5は やや小形の甕形土器で、口径17.5銅、胴部径19.5勁を測る。

丸底を呈し、内面は頸部の下をタテ方向に、中ほどから底部にかけてはヨコ方向にヘラ削 りを施 し

ている。 6は 口径28勁の大形の甕形土器である。

第44図 7は大形打製石斧、 8は敲石である。 7、 8と も2段 目の加工段の覆土から、須恵器、陶

磁器とともに出土し、遺構にはともなわない。現存部は長さ13.3勁、最大幅10.5協、 厚さ3.0勁 を

決1る 。頭部を欠いている。材質は硬質砂岩である。中央に第 1次象」離面を残 しながら、側緑部に粗

い調整象」離を加える。 8の材質は安山岩である。径は10.5× 9.7勁 、厚 さ6.7Mの楕円形を呈す。手

ごろな自然石を利用 したものである。両面中央部に径約3.0勁の浅い敲打痕を、 側面には一周する

浅い敲打痕を残 している。 7は その特徴から縄文時代晩期から弥生時代前期にかけてのものであろ

う。 8も ほぼ同じ時期と考えられる。

第44図 9～21は 須恵器である。 1段 目、 2段目の加工段の覆土中から出土し、直接遺構にともな

うものはない。 9、 13、 14、 15、 21は 好形、16、 17、 18、 19は蓋形、12、 20は 盤形、10は頸部を欠

く小形の壺である。蓋はつまみを欠 くがかえりのないもので、復元口径19,3勁 (16)、 18%(19)の大

形のものと、それより小形のもの (17、 18)が ある。不は高台のつかないもの (9)と 低い高台が

つ くもの (13、 14、 15、 21)と があり、いずれも底部に回転糸切痕を残す。これらの須恵器は 8世

紀後半から9世紀代のものと考えられる。
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第41図 中 竹 矢 遣 跡

陶磁器第44図22～30は 中・近世の陶磁器類である。このうち、確実に遣構にともなうものは24の

中国製染付片である。第44図31の 石製硯片と供伴 している。碗の胴部であろう。他の陶磁器は、表

採 と耕件土中のものである。22は 中国製青磁碗の破片である。やや くすんだ緑色青磁釉である。23

は美濃、瀬戸地方で焼成 された天目茶碗片。胎土は乳自色、茶褐色の釉。25、 26、 271よ 唐津焼の小

皿片である。25は 国唇部で縁濤はつかない。26は 高台付近の破片で胎土目当が底部に残る。27は 高

台から体部にかけてのもので内面底部に砂目当が残る。いずれも薄緑色の釉で、慶長から元和頃の

焼成と考えられる。28、 29は 伊万里系染付である。281よ 碗の底部で見入に大極圏図文が描かれてい

る。29は 砂金袋である。いずれ も、江戸末～明治初期にかけてのものであろう。30は伊万里系青磁

香炉で底部を失っている。

硯 第44図 31は 石製の硯である。現存するのは、6.0× 5.5M、 厚 さ0。 9効で、 池の部分を欠 く破

片である。黒色を呈した粘板岩製である。第44図 24の 中国製染付とともに二段目の加工段のピット

内から出土した。

Ⅱ区で検出されたビット群の年代は、中国製染付の年代が示す如 く16世紀末～17世紀初頭が下限

であり、上限は奈良時代にさかのばると考えられる。
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中竹矢遺跡Ⅱ区出土遺物実測図(1)
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第43図 中竹矢遣跡Ⅱ区出土遺物実測図(2)
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第44図 中竹矢遺跡Ⅱ区出土遺物実測図(3)
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Ⅲ区

Ⅲ区は中竹矢遺跡の中で も丘陵部にあたる。東にむかいY字状につき出た馬の背状の丘陵にあり、

標高は頂上部で約28物 。意宇平野のほば全域を見下すことができる位置と高 さである。

発掘調査区では、調査以前に、中竹矢 2号墳と、同 3号墳 (後 に方台状遺構と変更)が分布調査

で確認され、頂上部には10× 40η のかな り広い人工的と思われる平坦面があり、遺構の存在が予想

された。また、発掘調査区外では、中竹矢 2号墳の西に延びる丘陵上に、著名な前方後方墳中竹矢

首墳 (中竹矢 1号墳)が矢日られており、方台状遺構の西には、一辺10η 内外の方墳 4基を確認 し中

竹矢吉墳群 として把握することとした。さらに、発掘調査区の東側には、社 日古墳群 (いずれも、

一辺10η 内外の方墳で 2基存在)が周知の古墳として確認されていた。また、社日1号墳は、現在

でも「社 日さん」と称 され、社日信仰に関する祭耳Eが毎年春秋の社日の国に行われている。さらに、

方台状遺構の西南に隣接 して「荒神さん」と称 される神木があり、秋に付近の人々によって祭礼が

行われている。このように、Ⅲ区は原始古代の遺跡ばか りでなく、民俗学的にも興味深い丘陵であ

る。

Ⅲ区丘陵部で検出した遺構は、溝状遺構14、 土壊31、 前方後方墳、杖穴 2、 方台状遺構て石組遺

構、掘立柱建物跡 2棟であった。このうち、土壊のほとんどは丘陵の頂部平坦面に集中し、SKO

8、 SK09と それを囲む溝は方形周溝墓と考えられた。また、 S K27は 礫床で、この丘陵が後世

削平を受けていることを重視すれば、 S D02に 囲まれた墳墓の可能性がある。発掘調査以前の地形

決1量においても、わずかに盛 り上 りのコンターがみられ、築成当時は盛土を有 した古墳であったと

も考えられる。中竹矢 2号墳は、全長14,0%と いう、現在のところ全国的にみて も最小規模の前方

後方墳であることが判明した。墳丘には明確な主体は確認することは出来ず、後方部直下にある中

竹矢 1号横穴 との間に密接な関係があるように、両者の出土遺物からも考えられるにいたった。

S B02(第47図 )

Ⅲ区中央付近の丘陵部から南側斜面にかかる傾斜変換点に営まれているため、南側の一部が消滅

している。 2間 (840切 )× 3間 (800勤 )の東西棟で建物軸方位はN-11° 一 E移 示し、 柱間距離
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写勇f>苛

第47図 Ш tt S B 02・ 03実 測 o            3m

は桁行 9尺 (267翻 )等間、梁行 8尺 (237翻 )等間になる。検出した 9 1Elの 柱穴はいずれも不整形

な円形ブランですべて柱度は残っていない。規模は前表のとおりである。

S B03(第47図 )

S B02よ り北側に80Mほ どずれる)レ で重複 して検出された 2間 (480翻 )× 3問 (800勁 )の原西

棟で、建物l ll方位はN-11°一 Eを 示し、 柱間FE離は桁行 9尺 (267翻 )等間梁行 8尺 (237勁 )等

1間 になる。快出した101』 の柱穴はいずれも不坐形な円形プランで、すべて柱度を残 している。規模

は前表のとお りである。

S B03に は柱度があり、しか も建物の位置が北側の周壁に接するように建てられていることから、

S B02を 建てかえた ものが S B03で 、 S B03は そのまま立ち閃れしたものと思われる。
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S D01(第48図 )

方台状遺構の盛上の下から検出した東西

方向の溝である (第 48図 )。 長 さ約6.0筋 、

幅1.5～ 2.0″ 、深さは30～70勁、第93図 の

13、 14の土層がこの溝の覆土であると考え

られる。性格は不明である。この溝の中よ

り弥生式土器片が出土した (第 97図 、137、

図版92)。 復元 した口径は約19.0勁 で口縁

部に浅い三条の沈線が入る。甕形土器片で

ある。内面は頸部より下はヘラ削 りが施さ

れている。 弥生時代 後期前半の もので あ

る。

S D02(第 74図 、81図 、図版87)

S K27の 礫床の東側に、それを凹むよう

に検出された滞状遺構である。 S K27の 束

端とS D02ま では約 1″
'あ

る。恐 らくこの

溝は S K27の 礫床に伴 うものであろう。Ⅱ

区全体が後世削平を受けている為、調査以

前は発見できず、測量図にも表われてこな

かったが、あまり盛上のない方墳であった

可能性が強い。しかしながら、この濤内で

検出された遺物は必ずしも礫床の時代を示

すものではなかった (第 81図 )。 滞 内 の上

器はかわらけで、まとまって濤内の上層よ

り検出された (第 81図 35～ 41)。 ほとんど

が 1～ 2切の細片となっている為、復元は

困難であったが、図示できたものは 71111体

あった。いずれ もロクロ使用による成形で

邪形を呈す。国径は11.5～13.2勁、器高は2.5～3.3勁 、厚さは約 4朋ほどである。赤掲色を呈 し、

焼成は良好。lJR都がほば水平で、
「

1唇部にむかい直線 t向 に開 く。日唇部に黒い付牙i物 がみられるも

のもあるので、燈明皿として使用されたものであろう。 S D02を 利用した祭下じか、あるいは、他の

場所での祭に後投棄されたものと思われる。時期Iは 不明である。

S D03(第 46図 )

Ⅲ区南側加工段を東西に走る東高西低の濤で、幅50～60勁、深さは北側で20～30翻 、南側で 4～

12翻 ある。調査区を東西に走 り抜けており、検出された長さだけでも60″ ほどある。標高は中央で

日
０
中

絶

第48図

Ｗ
　
　
朗

段工加

曾

］
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Ⅲ 区 S D 04・ 09実 測 図
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9          1m

第51図  Ⅲ 区 SD 06実 測 図
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第52図  Ⅲ区S D07・ S K26実測図

中 竹 矢 遺 跡

約24.2%の 高さを測る。

さらに東西に延びるもの

と考えられる。

S D04(第49図 )

S B02,03の 上層で検

出された長さ10η ほどの

濤で、幅45M、 深さ2勁

～ 6勁を測る。

S D05(第50図 )

Ⅲ区丘陵上をほぼ南北

に走る濤で、 S K15と 西

側の S K07～ 14を区分す

るように丘陵を切ってい

る。 幅40～80勤、 深さ8

～23勁で長さ5.6物 を測

る。

S D06(第51図 )

S B02・ 03の上層で検

出された長さ4.5%ほ ど

の濤で、 幅 80～ 140M、

深さ5～ 14伽 を測る。覆

土には炭化物が混入して

いた。遺構の南側は崖面

の為削失 している。

S D07(第 52図 )

Ⅲ区東端、社日 1号墳

西側墳裾に位置 す る幅

170働、 深 さ30ハ彰40勁ほ

どの南北に長い濤である。

南側が S K26と 重複 して

いるため、長さは約2.8η 検出された。

遺物は S D07内 とその上面より須恵器が出上した。(第 53、 54図、図版107)。 図示できた須恵器は

高台のつかない邪 3点 (第54図 1、 2、 3)、 高台付邸 (同 7)、 盤形 (同 4、 5)、 舌 (同 6)、 壼

(同 8)である。このうち、第54図 、(及び第53図 )の 2、 3、 4、 5は 口縁を下にしたすなわち

伏せた状態で出土したことが注目される。

0          1m
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―

Ocm

第53図 Ⅲ 区 SD 07土 器 出 土 状 態

第54図 1、 2、 3は 日縁が12翻以下、器高が4.5翻 以下の不である。いずれも外面底部は回転糸切

皮が残 り末調整である。体部はやや内湾しながら立ちあが り、日唇部は「 く」字状にわずかに外反

する。内外面とも回転棋ナデ度が明瞭につ く。それぞれ若千はあるものの同一技法、規画による成

形と考えられる。備541� 4、 5は盤で、十J径は17.8翻、 器高は3.7勤 ある。両者とも全 く同一技法、

規
'Jに

よる成形である。外面成部には明際な回転糸切痕が残 り未調整である。高台は約 1勁の高 さ

〃
∞
珍悪
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0                   10Cm
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第54図 Ⅲ 区 SD 07出 土 遺 物 実 測 図
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中 竹 矢 遺 跡

9           1m

第55図 Ш tt SK 01実 測 図 測

があり貼 りつけている。第54図 7は低い高台のつ く邸である。

体部は逆「八」の字状に直線的に立ち上る。外面底部には回転

糸切痕が残 り未調整で、高台は貼 りつけている。第39図 6は宝

珠状つまみをもつ邪蓋である。日唇部を欠 く。 7の 郷とセット

になる可能性がある。第54図 8は壺で器高は18.0翻 を測る高 さ

約15物の突った高台がつ く。外面底部は回転糸切痕が残 り末調

整である。これらの須恵器の不、盤類には使用痕が認められず、

焼成後、あま り時間のたたないうちに一括して S D07に 入れら

れた可能性が強 く、いずれも、同時期のものとしてとらえられ

よう。

S D09(第49図 )

S B02の 上層で検出された長さ3,8η ほどの東西に走る溝で、

幅45～65翻、深さ4.9～ 12.4勁 を測る。 西側は S D04に接 して

いたのか切 り合っているのか同時のものかは不明である。

S D10(第48図 )

南側加工段の東よりを東西に走る濤で、 S Dll、 12と 重複 し

ている。また中央付近ではS K32に より切 られている。幅約70勤、

を測る。

SD■ (第48区 )

Ⅲ区 S K02実測図

深 さ 2～ 33勤で、長 さ15%ほ ど

S D10の 北側に接 して東西に走る溝である。幅70～ 110勁 、 深さ17～ 39勁で、 長 さ約29%を測る。

S D12(第 48図 )

S D10の 中央付近から東南へ向って延びる濤で、幅50～80切、深さ 1～ 7切、長さ4η 移測る。

０５。中　期
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第57図  Ⅲ区S K03・ 04実測図

おいて刀子が出土した。

刀子 (第 81図 42)は 8.2勁、刃部 は約 5勁で

関の部分で幅1.5翻 を測る小形 のものである。

中枢の部分に本質が残っている。

S K02(第 56図 )

S K01の 北 9物 の所に位置し、主軸をN-34
°
一 Eに むけた土墳である。220働 ×70切 の歪ん

だ長方形プランを呈 し、深さは一番深いところ

0     50cm

―Ⅲ区 S K06実測図

働を測る。床は平坦で、床面中央に

で20Mを測る。

遺物は検出され

なかった。

S K03(第57図 )

S K02の 東側に隣接して位置し、S K04と 重複している。主軸を

K-7°一Nに とり、210勁 ×45勁の細長い長方形 のプランを呈して

いる。

深さは10勁 ほどで床面は平坦であるが、西側へ傾斜 している。 S

B04と の新旧関係は、 S K04(古 )→ S K03(新)と 考えられる。遺物

は検出されなかった。

S K04(第57図 )

S K03に より中央部が消滅している。 主車由をN-46°一Wに とる、

115勤 ×45勁の長方形プランの土墳で、 深さは 5働 はどである。遺

物は検出されなかった。

中 竹 矢 遺 跡

S D13(第48図 )

南側加工段の東端に位置するL字

状の濤で幅40切、深さ20勤ほどのも

のが長さ4"は ど検出されている。

S Dll、 12よ リー段低 くなったとこ

ろに位置する。

Ⅲ区

S K01(第 55図 )

丘陵上Ⅲ区西端に位置し、主軸を

E-15°一 Sに とる土城である。325

M× 110勁の隋円形の 平坦 プラン考

と 一
十 ~卜 十

一 」

m呈 し 、 深 さ は 東 側 で 55勤 、 西 側 で 40

m

第58図  皿区 S K05実測図
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ヽ
鯵

o             10cm

第60図 Ⅲ 区 出 土 遺 物 実 測 図 (1)
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0                  20m

皿 区 出 土 遺 物 実 測 図 (動
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S K05(第 58図 )

Ⅲ区丘陵上中央部に位置し、E-12°一 Sに主軸移とる土墳である。不整長方形プラン を呈し、

二段に掘 り込まれている。規模は上縁の長さ196翻、幅88翻、墳底の長さ150勁、幅20切ある。深さ

は床面まで17勁 あるが、このうち下段の深さは12翻 ほどで、床面は西から東へ傾斜している。遺物

は検出されなかった。

S K06(第 59図 )

S K05の東側、 S D01の 北側に位置し、主軸をN-0°一 Eに とる土拡 である。 175勁 ×75防の不

整形のプラン移呈 し、深さは10勁 ほどである。床面はほぼ水平である。遺物は須恵器片がフク土上

面 と周辺から多 く検出された。 (第 60、 61図 9～34、 図版105)

S K06内 出土の遺物は、郷が 2点 ある。 (第60図-16、 第61図-33)他は S K06周 辺K-12グ リ

ッドから出土している。第60図 9は、皿で底部回転糸切 りを施 している。10～ 18、 21、 23は 、高台

の付かない郷である。10～ 18は、 同じように 口縁が くびれてお り、底部は回転糸切 りを施してい

る。21は 、底部が上げ底気味で、日縁が直縁的に立ち上る。必23は 、器高が高 く、日縁に比べ底部

の器肉が厚い。 底部外面は回転糸切 りを施している。 221よ 、高台の付 く壺の底部の破片である。

24、 25は 、蓋で両方ともつまみ杉欠いており、器高が低い。 26～28は 、高台の付 く郷である。 26

は、外方に開 く低い貼 り付け高台を持ち、口縁はやや外方に直線的に立ち上る。29～33は 、高台の

付 く盤状のもので、低い口縁に高台移貼 り付けている。34は 、直口広口の甕で、口縁下に把手が付

く。外面には平行タタキ、内面には向心円状のタタキが施される。これらの須恵器は奈良時代後半

のものと思われる。

S K07(第 62図 )

Ⅲ区東側に位置し、「 コ」字状の濤に直交するように穿たれている。主軸をN-16°一 Eに とり、

プランは長方形を呈し二段に掘 り込まれている。

規模は上縁の長さ210勁、幅100勁 、鍍底の長さ170翻、幅30勁を測る。深さは床面 まで50勁ほど

あるが、このうち下段の深さは約35勤である。木棺の小日板と側板の痕跡が検出された。遺物は発

見できなかった。「 コ」字状濤、S K13と 切 り合いになる。

S K08(第62図 )

「 コ」字状の濤の中に位置し、主軸をE-12°一 Sに とる土壊である。 全容を把握するのは難し

いが、180切 ×60M程度のものと考えられる。遺物は発見できなかった。

S K09(第 62図 )

S K10と ともに「 コ」字状の濤に囲まれた土疲で、主榊をE-13°一 Sに とっている不整長方形

プランを呈し、二段に掘 り込まれている。規模は上縁の長さ154勁 、幅74M、 壊底の長さ106勁 、幅

24勁である。深さは床面まで44翻 あるが、このうち下段の深さは28例で床面は平坦である。遺物は

検出できなかった。

S K10(第62図 )

S K09の 南側に隣接して穿たれた土墳で、主軸をE-16°一 Sに とり、 不整長方形プランを呈 し
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0                 2m

第62図 Ⅲ区 S K07～ 10・ 12～ 14・ 21
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ている。規模は長 さ185勁、幅80Mで 深さ40勁 を測る。 覆土上面で検出された16勁 ×8勁 ×9効ほ

どの石は墓標 と考えられる。遺物は検出できなかった。

S Kll

E-27°一Nに主軸をとる土娯で、長方形プランを呈 している。規模は長さ140勁、幅55Mで 、深

さ17切 を測る。‐遺物は検出できなかった。

S K12(第62図 )

S K07と 直交するように位置し、E-18°一 Sに主軸をとる土壊である。 長方形プランを呈 し、

S K13と 重複 しているため全容は明らかでないが、規模は長さ290M、 幅115働で深さ35勁 と思われ

る。床面東側には40× 25× 13勤 の枕状の石が置かれていた。Ⅲ区の土壊の中では比較的大 きなもの

である。

S K13(第62図 )

S K07に 中央部分が切 られているため全容が明らかでないが、 E-18°一 Sに主軸をとる長方形

プランの土墳である。規模は長さ310勤 ×幅105勁で、深さ35働 くらいと思われる。土墳内部の西側

よりで、40× 27× 20Mの 偏平な石が床から7翻ほど浮いた状態で発見された。

S K14(第62図 )

S K13と 重複 して一部を残すのみであるが主軸はE-10°一 Sになると思われる。残存部は幅65

翻で深さ15勁 を測る。

S K15(第63区 )

S D05と S D07にはさまれるように位置する不整形の土墳でE-19°一 Sに主軸をとり、 規模は

長さ250勁、幅68翻、深さ33勁 を測る。

S K16、 S K20(第 64図 )

S K20と 重複する不整形の土壊でE-13°一 Sに主軸をとり規模は長さ175翻、 幅100協深さ12協

を測る。土媛内より土師器壺が出土している。 S K20は 、不整形でE-28°一Nに主軸をとり、長

さ100M、 幅50初、深さ6例を測る。土師器 (第82図 52)は 、 土師器の壺の破片で底部を欠 く。口

縁は、外反気味に立ち上る複合口縁である。頸部から胴部にかけてココ方向に櫛目を施す。

S K17(第65図 )

S K16の 北側に位置し、E-7°一 Sに主軸をとる長方形プランの土竣で、 規模は長さ180勤、幅

62勁、深さ13勁 を測る。

S K18(第66図 )

S K17の 南隅に接するように位置し、E-30°一 Sに主軸をとる不整形の土壌で、 規模は長さ80

翻、幅40M、 深さ15切 考測る。

S K21(第62図 )

S K10の 南側の丘陵端に位置する円形の土媛で崖のため南側は一部欠損 しているが、径65勤、深

さ40Mほ ど1こ なると思われる。

S K22(第67図 )
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第64図 Ⅲ区S K16・ 20実測図

0          1m

第63図  Ⅲ 区 SK 15実 測 図

|

牲 一
十

一 一 ~~」 m 
を とる長 方 形 プ ランの土 竣 で 、二 段 に掘 り込 ま

―
碑
調
為
‐

れている。規模は上縁の長さ302勁、幅152勁、

墳底の長さ190翻、幅42勤 を測る。 深さは床面まで60勤ほどあ

るが、このうち下段の深さは24Mで ある。東南隅で刀子が発見

されている。

S K23(第69図 )

S K22の 東側に位置する長方形プランの 土墳で E-13°― S

に主HIIを とる。規模は長さ190翻、41ti180M、 深さ54翻を測る。

S K24(第67、 68図 )

S K22の 東側に接 して位置する径55勁の円形プランの土壊で

ある。土墳内には、一個体の土師器、甕が半載し覆せてあった。
中学期

Ⅲ区 S K18実測図
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第67図 Ⅲ 区 SK 22・ 24実 測 図

土師器、甕 (第 81図 43)の 完形で、口径22.2勁 、器高34.7翻 を測る。日縁は、外傾気味に立ち上

る複合口縁で、頸部は屈曲し内面に稜ができる。胴部は、なで肩である。底部は、平底がわずかに

残っている。胴都同面は、ヘラ削 りが施され器肉が薄い。時期は、小谷式の時期に含まれると思わ

れる。

S K25(第 70図 )

S K23の 南側に位置する土壌で主軸をE-11°一 Sに とり、長さ188協、幅68初の長方形プランを

呈 している。深さは浅 く4勁ほどで床面は平坦である。

S K26(第 52図 )

S D07と 重複する不整形プランの土城で、主鞘をN-2°一 Eに とり規模は225× 120勤深さ35勁移

測る。

S K27(第 73図 76図 、図版87)

Ⅲ区のほば中央部に、主軸を丘陵と同じ方向にむけた 礫床で主軸杉E-21°一 Sに とっている。

遺構検出面での土墳の全長は3.80η 、中央での幅1,05%で ある。 土壊の床は長さ3.2%、 幅40～60

切で、高さ5勁ほど、地山を加工 し棺床を造 り出している。床面は東倶」が西倶」に比較 して約13M高

い。礫は径1.OM～8,0翻で、主として頭部と周辺に大 きな ものが多い。礫が敷かれているのは東側

の頭部で幅約50勁、束側で40M、 長さは2.8勁の範囲で棺床より若干猟い。また、厚さ も頭都側が

5～ 7Mと 厚 く他は 3翻内外である。また礫床の中央削
`が

、長さ2.lη 、幅0.2%の銅囲で凹みがみ

られた。遺物は土師器と臼玉 2個がある。土師器はこの礫床検出以前に土竣上面で発見されたもの

(第75図、81図 43)と 、礫床内で検出されたものとがある (区版106)。 土壊上面で 発見 された土

″
黒
】
蕊
い
ト

〕
遷
堺
議
い
ト

0         1m
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第68図 Ⅲ区 S K24実 測図 中
OCm

S K32(第 77、 78図 、83図 )

丘陵南側加工段に位置する長方

形プランの上壊である。規模は長

さ120翻 、幅88翻、深さ35Mを 測

る。底部は平坦であるが、中央部

に13× 16翻から30× 46翻で厚さ10

翻 ぐらいの 64刊 の人頭大の石が並

べられ、その上及び周囲には人骨、

炭化物、鉄釘などが散在していた。

火葬場を即そのまま墓に利用した

ものと思われる。叫は火を受け赤

変していた。

人骨は鳥取大学医学部井上晃孝

助教授によれば、 1体分が埋葬さ

師器 (第 81図 43)は胴部下半を欠 くが復元

すれば胴部径31.0勤、日径22.5切 、 くびれ

部径 14.51こ なり、現存する器高は23.0勁 あ

る。外面は頸部より下はハケロ、内面はヘ

ラ削 りが施される。日縁は複合口縁の形態

をとり、肩部に竹管文が入る。風化がすす

み、長い間風雨にさらされていたと考えら

れる。また 礫床内から検出された 土 師 器

は、皆 2～ 3勁はどの細片であり、故意に

打ち欠いて散布されたと考えられる (第73

図)。 日玉は淡黄緑色をした 碧玉 製で、礫

床内の南側中央部に 2個検出された (図版

106)

S K31(第48図 )

S D14に 囲まれた随円形プランの土壊で、

主車由をN-18°一 Eに とり、 規 模 は 150×

110勁、深さ50Mを 測る。周辺 より須恵器

大甕の破片が出土した。

第69図 Ⅲ区 S K23実 測図
O          im

彰
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れたものと考えられ、完全焼骨の所見を呈 している。性別は不明であるが、死後まもな く茶毘に伏

された小児のものと考えられる。また病変などの異常は認められないとのことである。
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中 竹 矢 遺 跡

黒色土には多量の炭化物がブロッ

ク状に混入 していた。覆土中より

須恵器の破片 5が出土している。

界は 2点 ある。第60図 19は 、高

台が付かず、第60図 20は高台部を

欠 き口縁部のみの破片である。24

は、蓋のつまみを欠 き、器高は低

一

申
Cm

25ЛOm 第72図 Ⅲ区 J-10区遺物出土状態

い。いずれも二次焼成を受けも

ろい。

F P02(第 79図 )

Ⅲ区丘陵束端に位置し、80勁

×80勁の不整形の平面プランを

呈している。深さは23翻ほどあ

0       509n  り、覆土には炭化物が混入して

第71図  Ⅲ区石組実測図            いた。

F P03(第79図 )

Ⅲ区中央付近南側に位置し、 S B03の 柱穴に隣接 して穿たれている。直径45初の円形プランを呈

し、深さは18Mほ どあるが南側壁は崖面のため損なわれている。底面は火を受けたようで一部焼土

化し、赤色、黒色に部分的に焼けている。ピットの底は楕円形であり、覆土は、黒灰色で中に炭化

物、灰等を含んでいる。

9         1m

第70図  Ⅲ区 S K25実測図
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中 竹 矢 遺 跡

第76園 Ⅲ 区 SK 27実 測 図
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中 竹 矢 遺 跡

第74図 Ⅲ

0          20cm

―区 SD 02土 器 出 土 状 態

F P04(第 79図 )

S K14の 北側にあり、67翻 ×55勁の不整形な平坦プランを

呈している。深さは一定せず浅いところでは 6勁、深いとこ

ろでは14翻 となっている。覆土は、灰褐色で中には炭化物を

含んでいる。

石組み遺構 (第71図 )

石組み状遺構はS D13の 南側、尾根から急斜面に移る手前

の比較的緩やかな斜面に位置している。石組みは、斜面の尾

根側に径20M程の石を半円形に並べている。石で囲まれた中

に須恵器の邪 4個体が、あたが も置かれたような状態で出土

している。

び⊃⑦

第75図 Ⅲ区K-11区土器出土状態

(第 105図 187～190)は 、不蓋である。1871よ 、天上部が比

較的平坦で、国縁はやや開き気味である。天上部と口縁部の境には低い稜をなしている。天上部外

面は、回転ヘラ削 り、内面は直線方向のナデ、その他はヨコ方向のナデを施す。189は 、187と 同じ

ような調整である。天上部と口縁部の境の稜線は不明陳となる。188も 形態は似ているが、 口縁端

部はするどくなっている。190は 、邪身である。底部は丸 く日縁へ 向けゆるやかに広が り、 たち上

りは内傾したち上る。底都外面は、 llほ ヘラ削 り、内面は直線方 lr」 のナデ、その他はヨコナデを施

している。これらの不は、山陰Ⅲ期に含まれると思われる。

J-10グ リッド出土須恵器 (第72図、第110図 191、 192、 図版115)

第110図 191、 192は Ⅲ区 J-10グ リッド内、 S K01と S K03の中ほどより検出された須恵器であ

”

生

―

―
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中 竹 矢 遺 跡

る。 191は 小形の壺で器

高は12,9勁、最大径は肩

部にあり11.0例 を測る。

頸部は比較的短 く、口縁

は径5。 4翻で口唇は垂直。

底部は回転糸切痕が残 り

末調整。高台は短 く貼付

である。胴部下半にヘラ

記号「 ×」が施されてい

る。192は 高台付の 郷 で

ある。口径は17.0勁、高

台径■ .5勁 、器高は6.6翻

を測る。底都には回転糸

切痕が残 り末調整。高台

は貼付で短 く外にやや開

く。体部は逆八 ノ字状に

直線的に開き口唇にむか

い器肉は薄 くなる。

この二つの 須 恵 器 は

192の 邪を北側に、 その

南に壼を並べて地山の上

に据置かれた状態で出土

した (図版90)。 郷 は逆

位で、その中に鉄津が入

れられていた (図版115)。 これに伴 う土躾、その他の遺構は検出することが出来なかった。部の中

に入れられていた鉄津を重視すれば、これに関する祭llE跡 とも考えられよう。

遺構に伴わない遺物

第82図 50は 、土師器の甕でM-14区から出上している。器形等は、 SK-24出土の土師器に似て

いる。口縁と底部の破片で胴部を欠いている口縁部は、外反気味に立ち上る複合口縁で底部はやや

平底気味の丸底である。時期は小谷式の時期であると思われる。

第82図 51は 、土師器甕でL-12区 で須恵器の甕とともに 出土している。「 く」 の字形の口縁で、

肩はなだらかで底部に至る。口縁部内外面、内面頸都以下にヘラ磨 きを施 している。

第81図 46、 47は 鉄斧で L-13区 の覆土中より検出された。 46は 上部を欠 き、 現存長8,4翻、 刃幅

4.2勁、中央部で 3.2勁、厚さは 1.5財を測る。 上部は中空となっており、 袋部を作る。 断面は長

方形でその厚 さは約 3脇である。刃部がやや擬状に開 く。 47は 現存長 8,8切。 頭部での幅 3,0協 、

第77図 Ⅲ 区 SK 32実 測 図  o      20cm
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第78図 Ⅲ 区 SK 32遺 物 分 布 区

中 竹 矢 遺 跡

刃部幅は3.8翻 と

広いが直線的であ

る。中央部での厚

さは1.2勁 。構 造

は46と 同様である。

46、 47い tドイ化も多春

造品と考えられる。

元来土壊群に伴っ

ていたものと思わ

れる。

第81図 44は 埴輪

円筒片である。表

土除去中にⅢ区南

倶」斜面で、表土中

から発見された。

内外面とも風化し

ていて細かな調整

等は不明である。

タガの部分で、赤

褐色を呈す。復元

径は21,3翻。円形

透しが一部残っており、中段と下段の間の夕がであることが分る。この破片の限 りでは黒斑はみら

れない。丘陵上の中竹矢古墳群、社日古墳群からの流出と考えられる。

石鏃 (第 81図 49)は 、Ⅲ区の中竹矢 2号墳の墳丘上で表採されたものである。脚のつくタイプの

もので黒曜石製である。先端の脚の一部移欠 く。復

元すれば企長2.5勁、最大 lD「 il.5勁 、中央での厚さ4

肋を測る。

石斧 (第 81図 48)は Ⅳ区の池の東側斜面で検出さ

れた。遺構には伴わない。基部と刃部の一部を欠 く

が、現存するのは、7.0× 5.0勁、幅 2.OMを 沢1る 磨  W

製石斧で、比較的偏平な形状を呈す。

第81図 45は 用途不明鉄製品である。長さ6.3勁、

幅1.8勁 、厚さ0.5勁 を測る。N-14グ リッド内の夜

土から検出された。遺構には伴わないが遺物として

扱った。

骨

炭

△ 上器

X 鉄釘

Ocm

S

中竹矢遺跡Ⅲ区土娯頭位一覧

■チ

°
。もd ぎ

Hヂ ?o
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中 竹 矢 遺 跡

I 仄掲色土

Ⅱ 褐色土

Ⅲ区検出の土墳頭位

Ш区丘陵部では合計29の 土頻を検出した。その頭位は中竹矢遺跡Ⅲ区土墳群頭位一覧として表に

あらわした。これによれば S K04以 外はN― E付近に集中していることが分る。

土墳のうち、明らかに土壊墓と考えられるのは、礫床の S K27、 刀子を出土した S K01、 22、 石

製の墓標、または石枕があるS K10、 12、 13、 さらに、 S K23で 皆、ほば東にむけている。但し、

0     50cm

―第80図  Ⅲ区 P01実測図

S K071よ 北にむいており、例外的存在である。土壊墓は、概ね束

頭位を指向していると云えよう。これに対 し、北指向のものは、

例えば、 S D07、 S K06の ような奈良時代の須恵器を出土するか

遺物がなくとも、土壊墓に比較 して、不整形であることが云える。

P01(第80図 )

S K15の 南側約 1%の ところに位置する。平面プランは約80,0

×70,0物 のダ円形であるが、深さは約 2.0%と 深い土壊である。

土壊の中に充填していた土は黄褐色地山層が崩壊したやわらかい

ものであった。遺構検出面より約50M、 土墳のほば中央で、少量

の赤色顔料と思われる物質を検出した。検出した赤色顔料は鳥取

大学医学部法医学教室井上晃孝助教授のもとで化学分析を行った

水銀と鉛元素の含有量が著しく多 くみられ、水銀朱、及び鉛丹様

物質の可能性が高いことが指摘された。土壊内からは、他の遺物

は何 ら発見することはできなかった。土媛の形状、出土遺物をⅢ

区丘陵部の他の土頻と比較すると、このP01の みが極めて異質な

存在であることが分る。とすれば、この土墳は近年のものか、若

しくは特殊な性格を有したものと考えられよう。

S K32出 土の鉄釘 (第83図 75～99)

鉄釘は、合計22個体ある。完形のもので計測可能なものは、長

さ6例である。いずれも角釘で断面は、正方形と長方形である。

頭部は、「 L」 字形に曲 り、途中や先端で折れ曲る もの もある。
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0        2 5Cm

0                   10Cm
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中 竹 矢 遺 跡

Ⅲ10

0                    10cm

第82図 Ⅲ 区 出 土 遺 物 実 測 図 僻)
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中 竹 矢 遺 跡

中竹矢 2号墳

中竹矢吉墳群は、全容は不詳であるが、少なくとも6基以上の古墳で構成されている。中竹矢古

墳 (註 1)は北西に延びる丘陵尾根上に位置し、早 くから所在が知 られていた前方後方墳で長さ22

η、後方部幅14″、前方部長 9η を測る。 後方部の高さは、2.5″ あり周囲か ら墳丘が明確に判断

できる。後方部の東側には切削濤がみられるが、後世山道に使われ一部削られている。前方部北側

には、幅 5%の平坦面がある。中竹矢首墳は、墳丘の先端に位置しており、 2号墳はその東約15η

のところ、 1号墳より3"ばか り高所に位置している。 2号墳の南側にも、尾根が続きそこに 4基

の古墳が確認されている。いずれも10η前後で墳形は不明である。また同じ尾根上でⅢ区東側には

社日吉墳 (註 2)が ある。一辺10η の方墳であり墳頂部に社 日の石積みと石塔がある。中竹矢 2号

墳は、Ⅲ区の丘陵が西側の低丘陵へと下る斜面にあり、ほば東西に主軸をもつ前方後方墳である。

調査は、この主軸上 と前方部、 くびれ部、後方部でそれぞれ、これと直交する3本のセクションベ

ル トを設けて行った。

(註 1)山本清「出雲国における方形墳と前方後方墳について」島大論集第 1号 1951

(註 2)「松江市の文化財」遺跡分布調査報告 1980

0          5m

第84図 中 竹 矢 2号 墳 墳 丘 実 測 図
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第87図 Ⅲ区 S K28実測図

中 竹 矢 遺 跡

墳丘 (第84図、86図 )

南側 と東側の丘陵尾根側を削って周濤を穿ち、丘陵と切 り離 し

ている。墳形は、前方後方形で、全長14%、 前方部長 4%、 後方

部長10η である。周溝側は、全体的に丸味を持ち、くびれ部 も明

確でない。後方部、北狽Iは 、地形に制約されており整っていない。

全体的に前方部へ向けて傾斜して下っていく。墳丘は、熱面に周

濤を掘った土を盛 り上としている。盛土の順序は、北側斜面の低

い方に盛土をし高い方の地山面 とレベルを合せ平坦面考なした後、

さらにその上に盛 り土をし墳丘を形成している。

周溝 (第84図 )

周濤は、半円形にめぐっており、上端幅 4%、 下端幅 1～ 2%
で底はゆるやかに孤状を呈 している。後方部南東コーナーには据

り残 し部分があり多少高 くなっている。

S K28(第87図 )

墳丘盛土中から検出した もので、長辺 2η、短辺60助の長方形

プランの呈 している。深さ5勁 と浅 く、土墳主軸方向も吉墳とず

れることから、主体部とは考え難い。

込
　
短
　
凹

卵
仏
‐乙‐ょ、

面

ｉ

面

底

辺

底

基

長

拡

の
　
で
　
墓

墳
　
ン
　

ｏ

本

ラ

る

た

プ
　
測

＞
　
い
　
形

を

図

除

整

躍

８８

り

不

１５

第

取

　

ヽ

さ

く

を

り

深

２９
　
土
　
お
　

ヽ

Ｋ
　
り
　
て
　
初

Ｓ

盛

れ

７０

ま
　
辺

川

Ｑ

ギ

ー一

第88図 Ⅲ区 S K29実測図

のと考えられる。

S K30(第89図 )

周藩底面に掘 り込まれた長方形プランの 上 墳で長 辺

1.lη 、短辺0,85%、 深さ30勁 移測る。土墳の堅は垂直

に近 く立ち上っている。これらの上壊からは、遺物が出

土していない。

遣物出土状況 (第90図 )

くびれ部北狽」より須恵器の邪14、 高郷 3、 壺 1が 2×

凸がみられる。この土壊は、吉墳築造前のも

第89図 Ⅲ区 S K30実測図
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中 竹 矢 遺 跡
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第90図 中竹矢 2号墳墳裾土器出土状態
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中 竹 矢 遺 跡

中竹矢 2号墳出土土器突淑1図 (1)
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0            10Cm
引

第92図 中竹矢 2号墳出土土器実測図(2)

1.5η の鞄囲から出土している。須恵器の不は 2類 に分けられる。 I類 (第91図100～105)と する

ものは、邪、蓋の口縁部と天上部の境に低い稜をつくり、全体に薄手である。身は浅 く、立ち上 り

が内傾気味に立ち上る。Ⅱ類 (106～ 113)と する郎、蓋は日縁部が広が り気味で、口縁と天上部と

の稜が不明瞭となり、天上部が丸 く、「 ノ」 のヘラ記号を施す。 身は立ち上 りが内傾気味で低 く、

器厚 も全体的に厚手である。底部に「 ノ」のヘラ記号を施す。 I類、 2類 とも分散 して出土するも

のの一部ではⅡ類の上器が I類の土器に被っている。 2類の上器があることは、 2回供献 したもの

か、 1回 に 2類の上器を供献 したものであると考えられる。 2回の供献があったとしても、層位的

な観察からは各々に時期的な隔たりは少ないと思われる。

遺物 (第91図92図 )

須恵器の郷は上述のように、 I類 (第 91図 100～ 105)、 コ類 (第91図 106～ 113)に 分ける ことが

できる。 I類は 3セ ット、Ⅱ類は 4セ ット出土している。高界は 3点 あり、■4、 ■5は受部、たち

上 りをつくっている。邪部が内傾気味にたちあがり、邪部は浅い。脚部に三角形の透しが上下 2段

ちどりに穿たれている。■6は 、邪部口縁部が外方に直線的に立ちあが り、 端部はするどい。脚部

に細長い長方形の透しを上下 2段に 3方穿っている。壺 (第91図 117)の 口縁部 は直立し、体部外

面にカキロを施 している。 2号墳出上の須恵器は、郷の特徴より山陰Ш期に含まれると思われる。

邪 I類 に比べ、不Ⅱ類は、時期的にやや下る様相 もあると思われる。
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方台状遺構 (第93図、94図、95図、96図、97図、図版92)

Ⅲ区の西南隅に築かれた方台状の遺構である (第93図 )。 丘陵の南側斜面にあた り標高は 約20η

ほどである。土壇の北側は約ウなを後世の山道の為削られ失っている。東西長は 9,8%を 測 り、南北

長は復元すれば8.0切 ほどになると思われる。土壇頂は方墳のように明確な平坦面 はみられない。

高さは南側の裾より1.25"あ る。土壇の東と西には幅 4～ 5η の平坦がある。盛土は版築されたと

ころはなく皆しまりがない。盛土の中には旧表土と考えられる土層はみられなかったので、土壇を

築 く前に地山を一度ほば水平に整併とした可能性が強い。

2200m
B

::::i:i::|:::::|:i:|:!:::::|::::!|:!::|!:|::|:

1.表土

2.暗茶褐色土

3.明茶褐色土

4.明茶掲色土

5。 掲色土

6.黒褐色土

7黒茶色土

8.明茶掲色土

第93図 皿 区 方

9責4FI色 土

10.明茶掲色土

11.暗茶色土

12.暗褐色土

台 状 遺 I憶 実 測

-303-

13H吉茶掲色土

14.茶掲色土

15,赤掲色土

区
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Q)寛永通宝

0         20cln

―第94図 Ⅲ区方台状遺構土器出土状態

遺物は土壇全体と、その周辺から須恵器の大甕が、破細し散布した状態で、第 1層、すなわち、

表土から出土した (第93図 )。 このうち図示できたのは 6個体である (第95.96図 )。 第95図 の、118、

119は ほば完全形に復元できたもの丸底である。いずれも外面は平行叩き痕、内面は 青海波文 であ

る。口縁外面にはクシ描波状文はみられない。青灰色を呈 し、焼成は良好である。完形のものは胴

部が球状になるもの (第95図 118)と 、いくぶん楕円形になるもの (第95図119)が ある。これらの

須恵器はこの土壇の年代を直接示す ものではなく、何 らかの事情で使用された ものと思われる。直

接この上壇の年代を示すと思われるのは、第 3層 中より検出された遺構、遺物である。表土か らは

約50翻を測る (第94顕 1～ 3)。 最初に7.0～8.0翻の自然石を20× 30初の範囲に置き、 次にその上

に伏せたかわらけと自然石を交互に重ね、最後に口縁部を欠いた悟鉢を伏せた状態であった (第94

図)。 かわらけは合計12個 あり (第 97図 125～ 136)、 いずれも、ロクロを使用しないで成形 し、外面

底部近 くには指頭圧痕が認められる。底部は内側にやや凹み、内面には、底部で一周し口唇にむけ

てにげるナデが施される。国径は11.5～12.2翻、器高は2.8～3.3翻でいずれも同一人によって作成

されたと思われる。福鉢 (第 97図 124)は 口縁部を舶意に打ち欠いたものである。 口縁部の内外の

みに黄褐色の和をかけている。他の部分は全て無和である。内面に 7本を一単位とした条を入れ、

使用疲がみられる。外面底部は碁笥底風に削 り出している。内側に 5ケ 所、外倶」に 4ケ所の重ね敷

きの度が残るが、これらは、 5× 4翻ほどの二枚貝を使用している。唐津糸の橘鉢で慶長～元和の

焼成のものであろう。また、この悟鉢の付近より寛永通宝 2枚が発見された (図版108)。 これらを

囲む施設、あるいは、土娘状のものは検出されず、当初からなかったと考えられる。方台状遺構の

年代は少 くとも寛永年間以降である。

この方台状遺構の性格であるが、盛土の下には墓拡のようなものは検出されなかった。盛土中よ

り発見された、自然石、カワラケ、悟鉢の出土状態 も墓制に関係するものとは思われない。とすれ

ば、この遺 |1子 に近い伊lと しては、松江市乃白町松本で調査されたことのある松本修法壇跡を上げる

ことができよう (杖 山純大、近藤正「松江、松本修法壇跡『島根県埋蔵文化財調査報告書』第 3集

島根県教育委員会 昭和46年 3月 )。

＝
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0            10Cm

第95図 Ш区方台状遺構出土遺物実測図(1)
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o                  20cm

第96図  皿区方台状遺構出土遺物実測図(動
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Ⅲ区方台状遺構出土遺物実測図(3)
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中竹矢 1号横穴 (第 98図 、100図 、図版97)

地形測量の際に 2号墳の北側斜面に濤状の落ち込みが認められたため、幅 3物の トレンチを設定

し掘 り下げ、プランを確認した。

墓道は、全長7.1物 あり、北向に開口している。 茨門から1%の部分は平担で、そこか ら前方は

緩斜面になっている。 墓道の中ほどでの上端幅1,66η 、下端幅0.56物 、羨門部では上端幅1.2η 、

下端幅0.64ηである。墓道は、茨門か ら中ほどにかけて広が り、先端にかけては緩やかに狭まって

いる。墓道の横断面は逆台形を呈 してお り、床面は丸 くくばむ。 羨門より1.5η の所か ら前面は 2

段掘となる。墓道には、地山上に黄褐色の土が30翻の厚 さ程敷かれてお り、遺物 もその上面から出

土している。墓道の最下層、すなわち、地山上に敷かれた黄褐色土は、地山加工時にできたもので

故意に敷かれたものである。

羨門は、縦1.13η 、杖0.82η、深さ10初 の枠をtPHり 込み開塞石等を受けるようにしている。茨門

の前側部分は、閉塞石を受けるように一段低 くなってお り、更にその前面には幅40切 の段状の高ま

りを削 り出している。羨門の規模は、幅60勁 を測 り、高 さは推定で lη である。

茨道には、長さ50～ 80財 の細長い石を茨道と平行に 3段 に積んでいる。石積は茨道の高 さの半分

残ってお り、上部の石は墓道上に散乱していた。茨道に積まれた石は、閉塞石か塞門に穿たれた考」

り込みに蓋をする際の肉側からの支たと考えられる。羨道は、長さ60初、幅50勁で玄門に至る。高

さは天丼が崩落してお り、推定で約 1%程と思われる。幅は玄門の方がやや広 くなる。

玄室は玄門上部と天丼部が崩落している。平面形は、台形の短辺が丸味を持った形で、その側面

に玄門を穿っている。玄室長は左壁で2.4%、  右壁で1,2%、 玄室幅2.95%、 右袖幅10勁 、左袖幅

1.38η を測る。床面周囲に幅10翻 、深さ5側の排水藩が巡 り、羨道から玄門に至る。床面は、中軸

線上やや左壁寄 りの部分から約10翻高 くなり平坦をなしている。主鞘に沿って断面をみると、床面

はほぼ水平で、天丼部は崩落しているが玄門より奥壁が高 くなり、1.05%あ る。断面形は ドーム形

を呈している。玄室内には、天丼部、右 l旺 にはノミ痕がみられる。ノミ痕は浅い「 U」 字形の断面

をしている。

遺物の出土状況 (第 100図 )

玄室内からの出土遺物は、馬具の轡 1、 鮫具 2、 飾金具 4、 剣 1、 刀子 2、 鉄鏃 6、 鉄斧 1、 須

恵器の邪 3、 提瓶 1、 ガラス玉90で ある。

馬具は、轡と鍍具が左tШ壁に沿って出土し、飾金具が玄室中央から2点出土している。鉄剣は、

主 4111と 平行するように切っ先を玄門方向に向けている。刀子は一本が切っ先を剣と対立するように

出土しており、もう一点剣の近 くで鹿角装具の刀子が出土している。鉄鏃は、奥壁の中央部の提瓶

の下か ら3点出土し、そこか ら左壁に寄った所で 1点、左要の中央で 1点出土している。左壁のコ

ーナー近 くより鉄斧 1が出土している。鉄鏃は、動かされた可能性がある。須恵器は、奥壁中央か

ら提瓶が口縁を上向に出土 し、右叫近 くからは郷の身が 1点は正位、 1点 が逆位、好蓋が正位で出

土している。ガラス王は、玄門の延長上で奥壁の少し手前から出土している。

墓道からは、須恵器の蓋辱、高郎、魃、脚付増 2、 壺 3が 出上し、その内茨門付近の短頸壺 1点
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を除 くと、他は墓道の中間地点 2%の範囲内に集中している。石の下になり壊れたものもあるが、

ほとんどが完成品で墓前祭祀に使用されたものと考えられる。

遺物 (第101図 、102図 、103図 、104図 、図版111～ 114)

鉄器 (第101図 )

剣 (第101図 138)鋒先を欠 くが、全長63勁、刃幅3.3勁、身厚は1.0勁、 鋒先の方は0.7勁 と薄 く

なる。剣身の鏑は不明瞭で、本質が全面覆っている。輌 関をなしてお り、茎の断面は長方形である。

幅は、1.5～2.3翻 あり、関の部分には柄木が付着している。刀子 (第 101図 139)は、現存長23,7切、

刃幅2.0勁、厚み0,7切 ある。本質が残 り、関の作 りは不明である。鹿角装刀子 (第101図 140)は、

現存長16.3初、刃幅1.5勁、厚み0.4Mあ る。茎に鹿角装具が着装されている。鏃は、 6本出土 して

いる。細根式は 2本 あり現存長は、11.9翻、鋒幅1.2銅 、厚み0.2翻である。広根式 4本あり143は 、

全長 9.4勁 、鋒幅2.3勁で、逆刺が付 く。144は全長9.8勁、鋒幅2.3勁、厚み 0。 2勁 で逆刺が付 く。

145も 144と 同型式で全長、9.5M、 鋒幅 2.4肋、箆被 1.OM、 厚み0.2勁で逆刺が付 く。146は 現長

6.0初 、鋒幅2.7翻、厚み0.2効である。147は 、剣 138の 輪部分と思われる。長さ 3.4、 厚み0.2効で

ある。鉄斧148は 、全長10.3勁、幅3.8勁 ある。3.5× 2.3Mの袋部を有する無肩式である。

馬具 (第101図 149～ 154)

馬具は玄室肉左袖床に密着して轡が、轡に伴 うと考えられる。飾 り金具四個は散供 した状態で出

土 した。轡は保存状態が比較的良好で、引手を玄室右壁にむけ、鏡板とその西側で検出された銭具

との距離は約25,OMである。恐 らく鏡板と鍍具との間は革帯によって結ばれていたと考えられる。

従ってこれらは、ほば原位置を保っていたものと考えて良いと思われる。

轡は街、引手、鏡板が残 り第98図 はその復元図である。

街は長 さ15。 1勁、引手は長さ14.5翻、鏡板は8,0× 7.8勁で、断面は5,0× 6.0財の方形で検出時に

は銹化が著しかった。鍍具は長 さ5。 9勁 、幅3.7Mで ある。

須恵器 (第 102図 、103図 、104図 、105図 )

不は、玄室、墓道合わせて18個 出土 している。郷身は、同形である。立ち上 りは内傾気味に立ち

あが り、受部は水平にのび底部外面はヘラ削 りを施す。黒灰色で焼成は良 く、焼けひずみのあるも

の (第 103図 160、 162、 166、 169)がある。

好蓋 (第 103図 160、 169)は 、天丼部と口縁部の境に沈線を入れ 稜を作 り出している。口縁は内

傾 し、端部内面に沈線を入れる。

提瓶 (第102図 159)は 、正円形で、肩部に鈎形の把手が着 き、体部外面には同心円にカキロが施

される。

高郷 (第 103図 165)は、口縁が外反気味に立ち上 り、外面に 5条 の凹線を入れる。脚部には上下、

3方に長方形の透 しを入れる。上段の透 しは内面まで 貫通 していない。磁は、 2個体ある。176は 、

日頸部に櫛目を施 し、 体部上部に櫛摘列点文が施 される。 1771よ 、口頸部に櫛描波状文を入れ、体

部には櫛描列点文を施 してお り、多小大 きく作 られている。壺178～181は 、ともに短い口縁を持つ。

178は 、体部外面に櫛描列点文を施す。180は 、体部外面のナデが残 るのみで全 く文様は施 されない。
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1.褐色土

2.灰褐色土

3.黒色土
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第98図 中 竹 矢 1号 穴 実
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フイ

0                2m

第99図 中 竹 矢 2号 穴 実 測 図      F

181は 、日縁部が外反気味に立ち上 り、体部外面下半にカキロを施す。底部外面に「一」のヘラ記

号を施している。182、 183は 、脚付の靖で、182は 、日縁郡が短 く、一部成形時にゆがんでいる。

体部外面に櫛描列点文を施す。脚部には、3方に 2個方形、 1個三角形の透しを入れる。183は 、

日縁部が外反気味、体部が折曲し稜が付き、脚部は裾が広がり、上下段合計 7個の円形の透しが入

る。郷の蓋には陽確な稜が付いており、身の立ち上 りも低い、これらは、山陰Ⅲ期の特徴である。

2号墳の墳裾出上の不、蓋には稜が付 くものと、そうでないものの 2種類があった。 1号穴出上の

ものは、 2本の沈線により明確に稜を作 り出しており、三者には蓋の形態によリバラ■ティがあ

る。
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第101図 中竹矢杖穴群出土遣物実測図(1)
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第100園 申 竹 1矢 1号 穴 遺 物 出 土 状 態

ガラス小玉
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Cm

中竹矢横穴群出土遺物実測図(2)第102図
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第103図 中伯矢横穴群出土遺物実測図(3)
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10cm

第104図 中竹矢杖穴群出土遺物実測図律)
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第105図 中竹矢杖穴群出土遺物実測図(5)
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ガラス玉 (図版114)

ガラス玉は、90個 あり、径は、2.78M～5,90朋 と比較的小形のものである。厚さ0.91翻～3.66翻

で径に比べて多少薄 くなっている。孔径は、O.6効～2,86効である。 25。 26・ 34～36・ 38・ 40は、

側面に孔と平行に気泡が並んでおり、管切法によるものと思われる。両端面とも平端面となってい

る。断面が方形杉呈するものには、40・ 63が ある。色調は、41が黄色、30～32が濃いコバル トブル

ー、10。 24～26。 33～ 40が スカイブルー、他は、コバル トブルーである。

2号穴 (第 99図 、図版101)

地形測量の時点で 1号横穴と同様に濤状の落ち込みを確認していた。 1号横穴の検出により横穴

の存在が予想されたため、幅 3物の トレンチを設定、遺構を検出した。 1号横穴と2号横穴の墓道

先端でのレベル差は、 2号穴の方が1.5η 程高 くなっている。

墓道

墓道は、全長3.9%あ り、北向に開日している。墓道の傾斜角は 5° で玄室から同様の傾斜が続い

ている。墓道の中間部分での上端幅1.0物 、下端幅0.42%で ある。 上端の幅には変化が少 く、下端

の幅は、中間部分から先端部にかけてやや広がっていく。断面は逆台形状を呈 してお り、底は丸味

を持っている。羨門の部分だけは二段掘となっている。

羨門は、長さ80勁 、幅40Mあ り、高 さは推定で70翻程度と思われる。 1号穴のような奢」り込みは

なく、羨門下部に閉塞用の掘 り込みがある。

玄室は、玄門から天丼部にかけて崩落 している。平面形は、長方形の二隅が丸 くなった形で、玄

門の位置が右に寄っている。平面プランは、右側が狭 く、孤状に回 り、左側が広 く方形のコーナー

を作ってお り、 1号横穴と共通している。玄室長1,85η 、玄室幅1.4″ を測る。床面は、羨道の左

側の延長線上より左側が約 5勁程高 くなり、平坦をなしている。主4111に沿って断面をみると、床面

は玄門の方が低 く、約5° の傾斜をなしている。天丼部は崩落しているが、 ドーム形を呈 していると

思われる。

遺物の出土状況 (都99図 )

玄室内からは、須恵器の蓋郵が床面上より出土している。玄室の右側で、蓋と身が正位で45M離

れて出土している。茨門前から、須恵器の直日壺が、国縁を上にし床面から30勁浮いた状態で出土

している。

遺物 (第 105図 、図版112)

玄室内出土の須恵器の蓋は、口縁部と天丼部の境にわずかに低い稜があり、天丼部がかなり丸味

を持っている。口縁部内外面はヨコナデ、外面は、回転ヘラ削 りを施 している。身は、立ちあが り

内傾気味で低 く、端部は丸い。底部外面は回転ヘラ削 りを施す。蓋 と身ともにヘラ記号は「 ‖」で

ある。墓道出土の壺は、日縁外面と肩から胴部下半にかけてカキロ、底部に回転ヘラ削 りを施 して

いる。底部のヘラ記号は「 ‖」である。須恵器の時期は、山陰Ⅲ期に含まれると思われる。
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血
1径

肋

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

4.23

4.24

3.71

3.1

2,97

3.04

3.15

3.09

3.03

2,78

3.79

3.55

4.08

4.64

3.9

3.76

4.01

4.08

3.68

3.55

21  1  3.98

22  1  3 71

23  1  3.41

24  1  4.77

25  1  4.25

26  1  3.57

27  1  3.5

28  1  3.41

29  1  4.47

1,04

0.94

0.81

0.49

0.63

0,88

0.88

0,73

0 66

0.82

0.75

0.8

1.14

0.85

1,04

0.81

1.18

0,93

0.64

0 71

0.89

0,78

0,83

1.36

1,16

0,73

0,73

0 69

0.9

1.1930  1  4.42
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孔径 1 厚 1重
さ孔径1 厚 1重さり‖ No.1径 肋

中竹矢 1号穴出土ガラス玉計測表

3.15

2.78

2.16

2.31

1.88

2.09

1.95

1.56

1.82

1.26

1.94

2.25

2.61

2,46

2.66

2.31

2.59

2.88

1.89

2.06

80

65

49

33

25

29

26

23

21

14

38

40

66

64

58

50

62

69

41

39

73

43

30

101

90

35

29

30

69

81

31

32
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34

35

36

37

38

39
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43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

4.14

4.06

4.81

4.31

4.54

3.55

3 19

4.81

3.5

3.59

3.52

3.65

3.56

4.11

3.26

3.19

4.48

3.52

3.16

4.18

1.2

1.23

1.41

1.06

1.26

0.95

0,85

1.12

1.17

1.19

0.81

0.79

0,79

0.89

0,85

0.89

1.4

0.89

0.69

1.2

0.89

0.83

1.32

0。 91

0.6

0.68

0,64

0.86

0.82

1.24

3.05

2.71

2.75

3.66

2.88

2.26

1.55

4.1

2.56

3.39

63

64

89

116

81

39

21

121

44

60

33

41

43

57

31

28

43

37

30

61

35

34

47

26

30

28

38

51

54

66

61

62

63

64

65

66

67

68

69
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72
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74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

87

90

2.45

2.5

3.21

2.41

2.68

2.8

2.51

2.41

2.7

2.4

50

59

69

53

57

55

44

43

49

72

53

52

76

18

87

60

94

100

61

64

61

62

77

62

54

69

69

94

94

60

3.64 1 0.99

3.88 1 0,73

3,84 1 1.3

4.22 1 0.9

3.84 1 0.96

4.1610.8

3.48 1 1.07

3.54 1 0.81

3.64 1 0.78

4.6  1 1.06

3.04

2.24
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3.34

3.5

1,96

1 98

1.92

2.8
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1,94
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1.99
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2.6
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3.8

4.4
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5,09

4.94
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4.04

3.79
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4,3

4.51

4!86
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1.04 1 3.01
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1.36 1 2.66

0,93 1 1.41

1.26 1 2.63

1.%12.59

1.97 1 2,91

1,2  1 3.07

0.8113.11
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Ⅳ区

S B04(第 109図 、図版103)

丘陵の北側裾部に位置し、大半は

崖面のため消滅している。残存する

のは南側周薦の一部とピット5個で

ある。南側周薦は直線的で現存長は

3.0%を 測る。東倶Jで隅を丸 くして

いて、北側に続いていたと考えられ

る。周濤の幅は10～ 20翻、深さは約

10勁である。ピットは径16～36M、

深 さ10～ 35勁 を測るが、東西に一列

に並ぶ 4個のピット間の距離は不均

―で、東側の間隔が6.5尺 (193切 )、

中央が5,5尺 (164翻 )、 西倶」が 8尺

(237勁)あ る。遺物はピット内、床

面、及び周溝内から出土した。

打

竿

―

中 竹 矢 遺 跡

第106図 中竹矢遺跡Ⅳ区地形沢1量図

S B04出 土の遺物 (第 110図 )に         Om

は、好形の土師質土器が 5点 ある。       第106図 中竹矢遺跡Ⅳ区地形沢1量図

その中で 1、 3は床面直上から出土してお り、他は覆土中からの出土である。 1、 2、 3、 5は、

高台が付 く。 1、 2は貼 り付けの高台で、 3、 5は脚台を付けている。 1の底径は5.6M、 2は 4,3

例で、両者とも内外面にナデを施している。 3は、台付の野で脚台端部を広げ、底都は回転糸切 り

を用いる。邪部内外面ともヨコナデを施している。底径7.4翻、口径13.7勁、現存高5.1勁を測る。

5は、脚台部の破片で、底径4.4翻 ある。表面の風化は著しく、調整は不明ある。 4は小形の邪で、

底径3.4勁 と小さくで、器肉 もうす く、底部は回転糸切りを施す。

これらの上器は、当地方において類例が少なく、編年もすすんでいないので速断は出来ないが、

さF安時代から鎌倉時代にかけてのH↓ 期と思われる。

石組遺構

丘陵の北側に上幅15"、 深さ約 6η の揺鉢状に扶 られた地形のところがある (第 106図 )。 底にあ

たる部分は幅約6.0%の平坦面 となり、その北側は、後述する池である。 地山までの堆積土は、斜

面で50M、 平坦面で60勁、最 も厚いところで約120勁 を測る。 石組遺構は、 この堆積上の中ほど、

すなわち地山から約15勁浮いた状態で検出された (第 108図 )、 平坦面から約 2.0筋 上の斜面には、

径10M、 高さ25翻の自然石を正F立 させ、その周囲にかわらけを配し (区1版 103)、 さらにその前面に

径10～ 30勁 、厚さ5翻ほどの扁平な自然石がニタ」に並べられていた。平坦面には60× 45勁の範囲で

かわらけが集中して出土したところがあった。その周囲には自然石や古瓦が散乱した状態で検出さ

れた。これらの石組遺構やかわらけは、恐 らく池に関係した祭下E的 性格の ものであろう。とすれば
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トキ

ヤぃ 第107図  中 竹 矢 遺 跡 Ⅳ 区 遺 構 配 置 図

斜面と平坦部のニケ所に祭肥の中心的場所があったと考えられる。

出上したかわらけは、そのほとんどが細片となっており、復元できなかったものが多い。第83図

54～ 74の 21点の資料は比較的残存状態の良好なものである。 いずれも郷形を呈 し、大別すれば糸

切度のあるものとないものの二種がある。後者は、体部が直線的に外にひらくものと (55、 64、 65、

69、 71)、  内湾しながら立ち上るもの (57、 58、 63、 70)、 さらに、それらの中間的なもの (62、 56)

砕
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？
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/。

冨華亀

かわらけ 韓 0

0  Q修

働 3

やや小形のものである。

池 (図版102)

池は悟鉢状地形の中にあり、調査当時にはその北にある水田にも水が引かれており、自然の湧水

を塞止めたものである。南西都は6.0× 4.0%にわたり、後世、堀削をうけ広がっている。北側の幅

16物 、南北4"の広がりを有する。池の中からは多量の瓦、須恵器、陶磁器、木質等が出土した。
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図示した第110図

197ハヤ203は /c6D――

部である。

193は 須恵器の

邪で底部は高台が

つかなく、回転糸

切痕が残る。口径

は11.7勤、器高は

4.4例。194は陶垂

で長さ4.5勁、 径

9   1  ?m l,8M。 195は須恵

第 109図 中竹矢遺跡Ⅳ区 S B04実 沢1図 器界の底部に「寺」

と読める墨書土器片である。1961よ 中国製自磁碗で日径は15.5翻、器高7.3勁 を測る。13世紀頃のも

のと考えられる。197と 1981ま 鬼板瓦片である。198は 池より、199は 池のす ぐ南にある平坦面より出

土した。1971よ やや焼成不良、198は 須恵質である。197は左脚部で左目と鼻、 牙の一部、 また、珠

文が残る。198は右目と鼻の一部、類、珠文、牙が残る。両者は別個体で鬼の表現方法に違いがある。

198は 出雲国分尼寺に同文の資料が 3個体出土しているが、 それらのいずれとも同一個体は見出せ

なかった。また、絶型による成作である。

その他の遺物

第110図 193、 194、 195、 196、 1971ま 遺構に伴わない遺物である。 194は 中竹矢 I区 より、他は■

区からの表採である。

200は 軒平瓦片である。瓦当面の幅は7.5Mを 測る。瓦当文様は四弁の花文と華麗な唐車文を配 し

たものである。顎部は比較的明瞭で曲線顎である。平瓦部の厚さは4.0協 ある。 凹面は瓦当面より

約6.OMの 幅でヘラ削 り調整、それ以外は糸切痕と布目痕が残 り未調整である。 199と 203は 軒丸瓦

の瓦当部片である。瓦当面径は15勁 を測る。これら3点の軒平、軒丸瓦は出雲国分寺創建期の一群

のものである。いずれも、 須恵質に焼成されている。 202は 中心飾 りがハー ト状をしていて左右に

3転回する均整唐車文を配する文様を持つ軒平瓦で、これはその中心飾の一部である。同じものは

国分尼寺からも出土していて、平城宮瓦の6664、 または、6732系 の流れをくむものと考えられよう。

201は瓦当面径16勤 の軒丸瓦片である。 瓦当文様は松江市山代町四王寺廃寺出土のものと同文で、

また絶にみられる傷か ら同絶であることがわかる。

中竹矢遺跡が、出雲国分寺、同尼寺の中間に位置し、出雲国分寺瓦窯跡が隣接していることを考

えれば、これらの遺物はこうした遺跡に関係するものであろう。特に、山代町四王寺系軒丸瓦の出

土は、国分二寺のいずれかに使用されていたか、もしくは、この種の軒丸瓦を出雲国分寺瓦窯跡で

焼成した可能性 も示す ものとして注目される。

(広江耕史、内田宿と雄、宮沢明久)
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中 竹 矢 遺 跡

業 種 1法 (勤)量 1 形 態 の 特 徴 1 胎 上、焼 成 1 手
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か

聴稀頚勅　好

細
小
淡
自
　
良

こ

一　

９

　

一　
　
　
郷

Ｒ

　

一　

　

　

Ｒ

Ａ
　
一　

　

Ａ

Ｎ

　

一
　

　

Ｎ

土
む
調
色
成

胎
　
色
　
焼

や
立
　
外

る
ら
　
に

ゆ
が
　
か

で
な
　
ず

い。口唇辞
、鋭 く尖っ

内外面と

か

　
も

て

かった灰色、
は暗灰色

良好

を合む
色

む
青灰色

密 、 少

小石を

焼成は良好

中 竹 矢 遺 跡

ナデ
|

INAF

ナ
切
貼

コ
糸
は

ヨ
疏
論

は

ｏ
醐
ガ
ｔす。　一駐

ｏ後
付

デ
リ
リ

回
整
直
　
も

は
調
は

ｏと

回

面
り
面
デ
面

外
ズ
内
ナ
外

ｏ

部
ケ
部
の
内
デ

井
ラ
丼
向
は
ナ

天

天

他

く

顧

力

た

任

っれる。外的螂鞭

の
わ
は
ず
の

状
思
部
わ
蓋

と
井

て

ｏ
ｏ

る
天

つ
る
い

―
IⅡ

区包合と
1蓋

杯(蓋

【ガ翔　繭帥曽

少
　
内
外
や

が短か (

ている。

ＡＮ

へ
　
　
士
刀
　
　
コ

線

　

ヨ

ぞ乙 14.6
(1.7)
1,0

ナ

INAF

テ
」径

高
厚

口
器
器

蓋杯蓋層含包区Ⅱ
一 韓ユ履を]徐彦尋員謹と

土
粒
調
都
る

ぞ登 17.2 井部から口唇部に
けてゆるやかに広 色
る。

るやかに肉彎 し
ら立ち上 が る

(1,7)
0.7

Ⅱ区包含層

1蓋

杯

Π区包含

ヨコナデ。

り付け。を粒

も

砂
　
と

の
　
面

量
　
外

少

内
む
　
色

土
含
調
灰

胎
　
色

あ
で
が

ち
ら
上

立
平
ち

に
は
立

直
部
に

重
底
か

は

ｏ
や

台
る
る

ｏ

高
が
ゆ
る

とも回転ナデ

NAF

INAR4
深ヽん だ

に
す

色
くすよ

INAR5

彎
る

内
が

に
上

か
ち

ず
立

わ
ら

ｏ
を

無
金

み
砂

の
に

分
部縣函『

の青
|

やや灰色を
びか自色、

粗い砂粒を合

やや暗い青灰

良好

出土遺構 1器 種 1法 (勤 )量 1 形 態 の 特 徴 1 胎 上、焼 成 1 手 法 の 特 徴 1備 考

⑭層砂ほ理
引
Ⅱ熙色

¬
杯

F母
覇

匪 鈴
鶉

杯m陰
目 路?『

台をもつ。

Ⅱ区
 1原

口
器
器

津
皿

11.8
(1.5)
0.4

ム四
�酬

高
ラ

の
ヘ

面
で

外
釉

近

ｏ 面
目引駆

1原
孟

|

土 青
黄緑の

い
る

＾

薄
か
ス

で
か
入

削り出し高台

引駆赳跨舛墜)

高ヽ台をもつ。

刊Ⅱ環引(湊昇墜)

中　　一ω呻　中整。

帥て無釉。　一的デ。そのデ。蜘『

』一］Ш【中反する。-327-
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|こ

痕が残る。
下半はヘラ削り。
の他は回転ナデ。
体的に調整ナデえ

101Ⅲ区K-121  杯
を 微

縁
立
近

ｏ

国
に
部
る

か
縁
く

や
口
に

る

ｏか

ゆ
る
ず

か
縁
れ

や
口
び

て
が
わ

け
上
で

ｏ
げ
る

ｏく

上
ゆ
る
や

や
け
が
や

や
む
上
で

底
む
ち
く
る

・１
４
０

径
高
厚

国
器
器

の
含

下
に

1‖Ⅲ区K一

IⅢ

区K-121 杯

口径 11.5
器高 4,0
器厚 0.8

色

.5ヘッ1″閉
む。
庚色

0.5～
し
色

黒色粒子を

は ヨコナデ

方向のナデ。

口径 12.2
器高 4.5
器厚 1,0

平底で、口縁にむ
てゆるやかに立ち
がる。口縁部近く
少しくびれる。

色
好

灰
良

1肋 の

杯
口径 (11.0)
器高 4.4
器厚 0.6

1出土遺構 1器 種 1法 (効)量 1 形 態 の 特 徴 1 胎 上、焼 成 1 手 法 の 特 徴 1備 考

-471Ⅲ 区 S

畷部は平底でゆるや
かに内彎しながら立
ち上がる。
口唇部はわずかに

青`灰色、1向のナデ。その他は
面底部に茶褐色1回転ナデ。    INAR
がある。  1底部は回転糸切り

Ⅲ区SD詞 杯 瞑審
Qと

プ

医部は平底。ゆる
かに内彎しながら
ち上がる。
口唇部はわずかに

ほとんど
向のナデ。そ
回転ナデ。

土 細かな砂粒を1底部内面には

B且
きξ三拿

g繊
暮
十三宮:g嚢

に
し
立

直
彎
に

垂
内
か

は
は
や

き
が
上

付
な
ち

5‖Ⅲ区SD071 蓋

 1器
高 2.8「索督8晨示争

を

のナデ。そ
転ナデ。累讐鳩:【 1啓τきち|が

る。

魯

まばら

|

521Ⅲ区 SD071 杯

ひ
台
　
線

へ
昔画
　　
苦惇
　
ｏ

方
い
　
て
る

含恐∫らに砂粒1層ψttF攘単■薄い青灰
1曇事会子魯gぞ尋ξlNAR

輔曾監早

累讐撒創筆糧憩霊霰欝監、:
径きia層嬉黒写琴ぇか夏言

底部は平底。口縁
むけてゆるやかに
がる。端部は丸い。

や
む
ち

０
７
７

径
高
厚

口
器
器

杯

底
る

ｏ

げ
ゆ
る

上
て
が

や
け
上

０

０

　

６

４
１

径
⑫

高
厚
台

器
器
高 9馨督榛f暮督lξよ

悟富
む キ

他
夕
の

夕
そ

は

ｏ
ｏ

言
円
デ
デ

内

ナ

ナ

部
後
コ

底
の
ヨ

を

立

ζ撃

以下 の

1曇

:路房尼層警台71NAH

-328-
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60--16

出上遺構 |

ШttS K06

器 種

杯

亘皇法

１
４
０

径
高
厚

口
器
器

象貴屎手乙亀F普1と察
|

くびれる。    |

徴特の態形 胎 土、焼 成

胎土 細かな砂粒カ
多く密

色調 暗灰色
焼成 不良

手 法 の 特 徴

底部外面は回転糸切
り
底部内面は直線方向
のナデ。
その他はヨコナデ。

備 考

NAH35

60--1 Ⅲ区K-12 杯
径
高
厚

口
器
器

部は上げ底。口縁
むけて内彎気味に
ち上がる。端部は
い 。

胎土 細かな砂
し

色調 赤茶灰色
焼成 良好

多 底部外面は回転糸
り
底部内面は直線方
のナデ。
その他はヨコナデ

NA H39

60--18 Ⅲ区K一 杯 宗壕F熱塁層|ヤ
つ
ｈ

Ira土 細かな砂粒多
し

色調 青灰色
焼成 良好

り
底部内面は直線方向
のナデ。

切は

その他はヨコナデ。

NAH49

60-1 Ⅲ区F P01 杯
０
４
０

径
高
厚

口
器
器 景拿ぞ奪言写最apl

|

胎土 細かい砂粒を
多く含み密

色調 灰色
焼成 良好

底部外面は回転糸切

底部内面は直線方向
のナデ。
その他はヨコナデ。

NA H47

60--20 Ⅲ区F P01 林 鑓嘲
ｏ彎

ｏか

味
内
る
ず

気
て
が
わ

底
け
上
で

げ
向
ち
く
る

上

へ
立
近
れ

は
部
に
部
び

部
縁
味
縁
く

底
口
気
口
に

胎土 細かな砂粒を
含み密

色調 茶灰色
焼成 良好

底部は上げ底気味。
日縁へ向け周彎気味
に立ち上がる。日縁
部近くがわずかにく
びれる。

NAH32

60--21

IШ

ttK-12 杯

径
高
厚

口
器
器

一げ
内
調
「
‐―

理へ向ｔ，て坤恥

わ
縁
に
部

は
口
味
端

醐
底。頸
る。

胎± 2肋程度の砂
粒を含み密

色調 暗茶灰色
焼成 良好

底都外面は回転糸切

ヨコナデ

り
底部内面は直線方向
のナデ。

NAH33

区K-1 林
・１
４
０

径
高
厚

口
器
器

縁へ向けて雇
立ち上がる。 み密

青
良

ヨコナデ

N AH29

60-― K-1 杯

０

３

０

径
高
厚

て
色

め
白
好

極
灰
良

土
調
成

胎
色
焼

縁
立
丸

口
に
は

ｏ的
部

底
線
端

け
直

ｏ

上

るヽ

は
け
が

部
向
上

ｏ

囁
へ
ち
い

底部外面は回転糸切

底部内面は直線方向
のナデ。
その他はヨコナデ。

NAH4C

60--2蹴 Ⅲ区 F P01 蓋

天丼部は平坦で、縁
端部は粗い。

胎土 細かな砂粒を
含み密

色調 暗灰色
焼成 長好

天丼部外面はヘラ削
り
天丼部内面は直線方
向のナデ。
その他はヨコナデ6

NAH3C

肛区K-12 蓋
(18.21

(1.21
0.9

天丼部は平坦で緩く
瑞部へ向 けて広か
る。縁端部は低い。

治土 細かい砂粒を
含み密

≧調 茶灰色
尭成 良好

天丼部外面はヘラ削
り
天丼部内面は直線方
向のナデ。
その仙はヨコナデω

NAH税

Ⅲ区K― 杯

Ｇ
Ｏ

径
１０

高
厚
台

器
器
毒

底部は平底、外方に
開く。低い高台をも
つ。口縁へ向けて内
彎気味に立 ち上 が
る。

胎土 細かい砂粒多
し

色調 暗灰色焼
成良 好底

部外面は回転糸切 り
後高台貼 り付け
底部内面は直線方向
のナデ
その他はヨコナデ。

NAH5(

匝区K-12 杯

・４
７
１

径
１．

径
高
厚
口

口
器
器
高

に

も

遵

ｏ

方
を
て
る

外
台
け
が

高ヽ
向
上

ｏ

底
い
へ
ち
い

平
低
縁
立
丸

は

ｏ国
に
は

部
く

ｏ的
部

底
開
つ
線
端

土
し
調
成

治
　
色
斃

細かい砂粒多
密
青灰色
良好

底部外面は回転糸切
り後高台貼り付け
底部内面は直線方直
のナデ。
その他はヨコナデ。

NAH4

ШttT一 杯

平底、外方に
低い高台をも

NAH51

土 細かい
含み密
調 茶灰色
成 良好

(1.8)
1.0

径
(7.8)

高
内
デ

後
部
ナ

リ
底
の

::3::INAH46

き気味の高台を も1含む
ら戸

味の高 台 を も

1駐婁

む

質辱
色
   1自争昌F態

砦

その他は ヨコナデ
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挿図
番号 出土遺構 器  種

法  量
(効 )

形 態 の 特 徴 胎 土、焼 成 手 法 の 特 徴 備 考

,1--30 IⅢ 区K-1

|
盤

口径 (17
器高 3
器厚 1
高台径

(13

底部は平底、外万に
開く高台をもつ。口
縁へ向けて内彎気味
に立ち上がる。口縁
は外反する。

胎土 細かい砂粒を
含み密

圭調 茶灰色
尭成 良好

低 那 分 回 は 回 鉱 糸 ソ

り
後高台貼り付け、底
部内面は直線方向¢
ナデ。
その他はヨコナデω

NAH4〔

―-3

IШ

ttK-1 盤

径
高
厚

口
器
器

底部は平底、直立す
る高台をもつ。口縁
へ向けやや内彎し立
ち上がる。国縁はや
や外反する。

胎土 細かい砂粒を
含み密

色調 暗灰色
院成 良好

底部外面は回転糸切
り後高台貼 り付け、
底部内面は直線方向
のナデ。
その他はヨコナデ。

NAH

1--32 Ⅲ区K-1 盤

口径 (19.6)
器高 4.2
器厚 0.8

直立する高 台 を も
つ。口縁へ向け内埋
気味に立ち上がる。
口縁はや や 外 反 す
る。

窪み合を
色

粒
灰
好

砂
暗
良

土
調
成

冶

色

男

高台は貼り付け
その他はヨコナデ。

NAH3E

1-33 Ⅲ区 S K06 盤

径
高
厚

口
器
器

底部は半ほ、画立す
る高台をもつ。

細かい砂種を
む

暗灰色
良好

目肇喪魯悟極層2替|
のナデ。

N AH31

1-― Ⅲ区K一 口広
口径 (38,0)
器高 28,7
器厚 1,4

る。口縁部は直
る。胴部上半に
が付 く。

自
良

灰
不

ヽ

ヽ
き

き

　

き

デ
け
叩
叩
　
叩

ナ
付
行
弧
　
弧

後
り
平
円
　
円

ｏ

の
貼
は
は

ｏ
の
デ

目
手
半
面
す
面
ナ

き
把
下
内
施
内
後

叩
に
面

をヽ
縁
の

行
更
外
目
目
口
目

NAH所

Ⅲ区SD骸 0ゝわら1)

径
高
厚

口
器
器

曇醸与1綴
由尼量含

|

含
　
一

し

　

ぐ

少
　
色
＞

を
　
褐
着

極
　
黄
付
好

抄
密
灰
ス
良

ヽ
　

ス

土
む
調
部
成

胎
　
色
　
院

底部外向はナデ。
その他は回転ナデ

NA F09

Ⅲ区 S わゝらt,

口径 12.8
器高 2.9
器厚 0.5

底部は平医、口縁ヘ

向けて直線的に立ち
上が る。

胎上 砂粒をわずカ
に含む、密

色調 灰黄褐色 (―

部スス付着)

氏部外面はナデ。
その他は回転ナデ

NA F08

Ⅲ区 S わらけ
径
高
厚

口
器
器

へ
ち

縁
立

口
に的ヽ

底
線

平
直

ｏ

は
て
る

部
け
が

底
向
上

し少
　
色

を
　
褐

粒

黄

砂
密
灰

底部外面はナデ。
その他は回転ナデ。 NA Fl

Ⅲ区 S D02卜剪
径
高
厚

口
器
器

底部は平底、口縁ヘ
向けてやや内彎気味
に立ち上がる。

胎土 砂粒を少し
む、密

色調 灰赤褐色
院成 良好

底部外面はナデ。
その他はヨコナデ NAFl

Ⅲ区 S かオ)ら t,

径
高
厚

口
器
器

底部は平底、口縁ヘ

向けて直線的に立ち
上が る。

土 砂粒をわずか
に含む、密
調 灰黄褐色 (ス
ス付着)

底部外白はナデ。
その他は回転ナデ。

NA Fl

-4C Ⅲ区 S D02 わゝらt)
口径 (11.4
器高 2.8
器厚 0.5

重部は平底、口縁ヘ
旬けて直線的に立ち
とがる。

白主 少量のゆ41/を

含む、密
≧調 灰黄褐色 (―

部スス付着)

蕪虚  陶解

畷部外面はナデ。
その他は回転ナデ。

NA Fl

-4 区 S わらけ
径
高
厚

口
器
器

部は平底、口縁ヘ

けて直線的に立ち
がる。

砂粒を含む、

灰掲色
良好

底部外面はナデ。
その他は回転ナデ。NA Fl

区 S 壽

口径 22.4
胴部
最大径

28.6
器高 35
器厚 0.4

日豚は分反アる優宿
国縁。屈曲部の稜イ」
勇い。口縁端部は平
咀。頸部は短か く、
胃はややなで肩、底
部は丸底 気 味 の平
寅ハ器酵 l■ 薄い。

りの
密

肋
み

２
含
色

”
く
褐
好

１
多
黄
良

を

上

粒

調

成

陰

　

当

完

口縁部の困外曲はヨ
コナデ。頸部から胴
部上半の外面 は ナ
デ、下半部は刷毛目
頸部以下の内面はヘ
ラ削り。

NAF

―-330-
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ガ
呈

ｏ

径
高
厚

口
器
器

灰橙色
良好

砂粒をあ
まない、密

はタテ
目の後ナデ。タ
は貼 り付け。
面はナデ。

その他はナデ

AF

ШttM-1

-511Ⅲ 区 L一

Ⅲ区 S Kl

国径 18.0
暑浄〒訴 29,4
器厚 0.4

径 (13,0)
干き(10.3)

0.5

縁端部は丸い。
ま短かい。

明灰黄褐色
良好

橙褐色
良好
細力>く 密
明灰橙色
良好

L」 1/9

呈し、
まり張

の 口

肩

ない。

]外面はヨコナ

口縁力>ら 顎部にかt,

ての内外面はヨヨナ

外
部
刷
以

円
体
の
部

聴

ア^。加
顧

ＦＡＮ

ナ
コ
面
削

コ
ヨ
山
い
ラ

ヨ
は

ヽ
ヘ

は
面
目
の

面
外
毛
下

０
は

颯
部

る
平
体

は

ヽ

反
部
く

ｏ

外
端
長
る

は

ヽ
は
張

縁
縁
部
が士霊

ＫＳ区
近

Ⅲ
付

口
口
頸
肩

似
径
３７
２５
１

径
部
　
一局
厚

口
胴
　
器
器

土 少量
含む、密

黄灰自色
良好 体部外面は刷毛目

後ナデ。上半に竹
の刺突を施す、内
は頸部以下にヘラ

密く
色

か
橙
好

細
灰
良

へ
立

縁
に

口
味気ヽ

底
彎

ｏ

平
内
る

は
て
が

郡
け
上

底
向
ち

６

８

８

１

・１

３

０

４

土
調
成

胎
色
焼

へ
立

縁
に

口
味気ヽ

底
彎

ｏ

平
内
る

は
て
が

部
け
上

底
向
ち

１

４

０

７

密く
色

か
橙
好

細
灰
良

高
厚
径

外

他

部

ｏ
の

底
り
そ

ＦＡＮ

切

　

ｏ
転ナデ

421ＮＡＮ

切
　
も工

⊆面外内

ｏ

は
デ

部
ナ

ｏ
縁

コ

リ
ロ

ヨ

は

　

回は

-611Ⅳ区

33-6‖Ⅳ区池の南
1 
杯
 信昆 :i二 仁≧揉彦写

導凧厖金
1撓
ま 督ぞ

色
密

  1盪§≧揉彦写導凧厖金
1撓
ま 督ぞ色

密
  1盪啓佑[哲曇子会!INAF

魅恒≧擦きF議綾 曇啓俗:哲曇写会!INAF

を含む
色

(勁 )量 1形 態 の 特 徴 1胎 上、焼 成 1 手 法 の 特 徴 1備 考

1露
豚祀|ま昇勇ま

デ。
淡褐色   |そ の他はナデ。  INAN

10.8医部半坦で、口
かわらけ1器高 2.31向けて広がる。

わめて細力引 口縁部は ヨコナデ。
密     |そ ら他はナデ。羽)屡曾凝躊慕駈

半坦で、口
てゆるやか NAN41

細かな砂粒を1底部外面は静

彗橡肉ラ〒醤なコЪナINA色   1口縁内外面はヨコナ封Ⅳ区池の尉杯儀曾職:i:|ロヱ添写F気味
に

錮
赫

蜂 曾軽 尾弾
誦濯 ギ警生筆粒

を
1写

褐色  1考 あ他は回転ナデ。INAN

Ⅳ区池の南

1 
杯

(12,7)1底 部は平底、日

志:'|ロヱ添塚F気味に

3.81向けて直線的に
i:BI里暴琢F線的に立ち

1最調 餐好
色
   12ぁ他は回転ナデ。

もib l~″
～°     |

―-331-―



中 竹 矢 遺 跡

挿図
番号

出土遺構 器 種
法 量

じ協レ)
形 態 の 特 徴 胎 上、焼 成 手 法 の 特 徴 備 考

13-64 Ⅳ区池の 林

３

０

４

高
厚
部

居

器

隻

武部は平底、口縁ヘ

向けて直線的に広が
る6

細か く
―

灰橙色 り

そ

面は回転糸

は回転ナデ
A F49

,3-651 Ⅳ区池の 杯

倍

器

争

０

６

８

３

０

４

へ
ち

縁
立

口
に的ヽ

底
線

平
直

ｏ

は
て
る

部
け
が

氏
旬
上

医部外面は回転糸切
り。
その他は回転ナデ。

NA F48

Ю-6qⅣ区池の 杯

高
厚
径

器

器

気

2.0
0,7
5,1

氏部は平底、日縁ヘ

向けて内彎気味に立
ち上がる6

合土 細か く密
色調 灰橙色

底部外面は回転糸切
り。
その他は回転ナデ。

NA F53

Ⅳ区池の南 杯
高
厚
径

岳

器

交 邑離と言標由
尼量含

|
細力>

淡灰
良好

嵐部外面は回転糸切
り。
その他は回転ナデ。

NA F5Cう0~~O

Ⅳ区池の南 杯
高
厚
径

器

器

表 ]≧損彦5羊凧綾金f

密く
色

か
橙
好

細
灰
良

上
調
成

台

色

尭

底部外面は回転糸切
り。
その他は回転ナデ。

NA F54

〕3-691Ⅳ区池の南 杯

４

５

２

局
厚
径

昏
器

甍

襲沖ほ半底、日豚ヘ

葡けてゆるやかに立
らにがるぃ

土
調
成

個か く密
灰橙色
実好

底部外面は回転糸′
り。
その他は回転ナデ6

NA F4(

〕3--70 Ⅳ区池の南 林

一覇
一符
一

１

０

４

へ
け渉

豚
に

日
かゃヽ

底
る

半
ゆ

は
て

＾

幹
け
ス

全土 細か く密
ヨ調 灰橙色
岳成 長好

底部外面は回転糸切
り。
その他は回転ナデ。

NAFを

〕3--71 V区池の梓 杯

も

７

２ :E景壱Fお凧優金|

上
調
成

台

亀

寿

佃か く密
天橙色
表好

底部外面は回転糸切
り。
その他は回転ナデ6

NAF葛

〕3--72 Ⅳ区池の南 杯

■

０

４ :E捜詈F羊暴縁金1縁議
密く

色
か
橙
好

細
灰
良

底部外面は回転糸切
り。
その他は回転ナデ。

NAF51

B3--73 V区池の南 杯

高
厚
径

器

器

黄

２

０

４

へ
広

縁
に

口
かゃヽ

底
る

平
ゆ

は
て

ｏ

部
け
る

甍
向
が

土
調
成

台

ヨ

発

か
橙
好

細
灰
良

く密
色

面
　
は

外

他

部

ｏ
の

底
り
そ

は回転糸切

回転ナデ
NA F52

B3-― Ⅳ 区 杯

高
厚
径

器

器

武

噴部は
向けて
ち上が

底
彎

ｏ

平
内
る

ヽ口
気味

へ
立

縁
に

陰土 細かく密
当調 灰橙色
尭成 良好

底部外面は回転糸切
り。
その他は回転ナデ

NA F57

B3--75 T-8 釘
嚢

辱
さ (6.8)

0.4
L字形に頭を曲げる
断面方形。 INAN29

83- 釘
さく

A:?情
|ま逆 L子形に朔
げる。 INAN蛋

83--78 T-8 釘
さ (3.5)

0.35 署評は
L字形に曲t¬ No15

'3--79

火葬墓
T-8 釘

６

０

さビ唾
娼

娼-80 墓
８

葬

一

火
Ｔ

釘
昆さ
疇

頭部は不明、断面売
形。

NAN野

B一
B】

火葬墓
T-8 釘 置

さ
 8i41琴謎俸蓄:字

形に折
|

NAN3コ

13-圧 欠葬曇
T――P 釘

さ 5,0
0.5

部は逆 L宇形に
曲げる。

NAN3〈

火葬墓
T-3 釘

民さ
幅

7.0
0,3

顕部は小切。四T画 万
形。

T-1

,3--86
火葬墓
T-8 釘

罠さ (6.1)
幅  0.4

頭部は逆L字形に折
り曲げる。

T-16

;3--87
火葬墓
T-8 釘

さ (3.r)
0.5

部 小 明 、 跡 回 尤 NANl

ノくアP塁
T― R 釘

さ 0.3
0.4

字形に折 T―-17

,3-89 火葬墓
T-8 釘

民さ 7.2
旧  0.3

頭部は折 り曲げる。 T-5

,3--90
火葬墓
T-8 釘

民さ (5.6)
届  0.4

頭部は折 り曲げる T-4

13-91 火葬墓
T-8 釦

^ 最さ
旧

イよ逆 L宇形に挽
げる。

NAN

33--92
入弄曇
T-8 釘

さ(B:ど
F

部は逆 L字形に折
曲げる。

NAN閉

〕3--93 火葬墓
T-8 釘

４

０

さ長
隔

頭部は折 り曲げる。
使用により曲がる。

NAN2(

火葬墓
T-8 釘

さ罠

一娼
(4.8)
0.4

頭部を折 り曲げる。 NAN憂

-332-



ＨＡＮ

キ
は
部
の
転

ビ
面
底
向
回

ズ
外

方ヽ
は

ミ
部
り
線
他

井ヽ
削
直
の

ゲ
天
ラ
は
そ

ア

米

面

ｏ
ｏ

キ
形
転
内
デ
デ

マ
成
回
の
ナ
ナ

密
　
か

ど

、

　

・う

中 竹 矢 遺 跡

出土遺構 1器 種 1法
量

1形 態 の 特 徴 1胎 土、焼 成 手 法 の 特 徴 備 考

損、断面方形

|

T-8 1釘
さ(3::)1頭部欠 断面方形

|

口縁部は
り、 端

2号墳 杯(蓋)
る。端部内面わず
に凹み、九い。天
は平底を星した
下方へのびる。

2号墳

2号墳

2号墳 杯(身 )

ぞ登 12.6
部径

14.4
4.9

厚 0,8

髄州
６

３

０

が
上
受

ｏ外
部

上
ら

ｏ
い
く
受

ち
が
る
か
近

ヽ

立
な
が
短
に
び

８

　

０

５

９

Ｑ
径
ｌ
Ｇ
。

径
部
　
一島
厚

口
受
　
器
器

身杯

キ

ヘ
は
そ

ビ
転
面

ｏ
ｏ

ズ
団
出
ｎ
デ
デ

ミ
発
部
ナ
ナ

部ヽ
底
の
転

ゲ
底

ｏ向
回

ア

ｏり
方
は

キ
形
削
線
他

マ
成
ラ
直
の

１

回巧

Ｈ
記

Ｊ

Ａ

ラ
Ｎ
へ
Ｆ

キ
は
面

ｏ
ｏ

ビ
面
内
デ
デ

外

ヽ
ナ

ナ

ミ
部
り
の
転

井ヽ
削
向
回

ゲ
天
ラ
方
は

ア

ｏ
へ
線
他

キ
形
転
直
の

マ
成
回
は
そ

カ細粒
色
好

砂
灰
良

カ細
色帥款朗

口径 13.2
器高 3.9
器厚 0。 9

口縁部は内彎気味t

広がり端部に至る。
端部は丸い。天丼書
は平底を呈した後、
外下方に延びる。

臆
さ輛ゼ脂部抑曲げ拓。

|

さ 5,41頭部を折 り曲げる。

空斐吾 1 釘

-9イ
 答斐憲

-981 
な歪

2号墳 1杯 (身 )

ち上がりは内傾モ
がら上方に立ち」
り、端部は丸い。

。ヽ郭部は浅 く
ξ外方に延び、
と至る。

NAHH

ＨＡＮ

キ
は
面

ｏ
ｏ

ビ
面
内
デ
デ

ズ
外

ｏ
ナ
ナ

ミ
部
り
の
転

井ヽ
削
向
回

ゲ
天
ラ
方
は

ア

ｏ
へ
線
他

キ
形
転
直
の

マ
成
回
は
そ

３

４

０

１
４
０

径
高
厚

口
器
器

杯(蓋)1器高 4.5

径
さ
厚

口
高
器

杯 (身 )2号墳

を含み密
内面は明
良好、自

部ヽ
底
線
他
ナ

ゲ
底

直ヽ
の
転

ゲ
底

直ヽ
の
転

ア

ｏり
は
そ
回

キ
形
削
央

ｏも

マ
成
ラ
中
デ
と

端部は丸い。天丼
は丸底を呈し、外
方に延びる。

土 細かい砂粒を
含み密

口縁部は内彎気味
広がり、端部 に
る。端部は丸い。
部は丸底を呈し、
下方に延びる。

Ｈ
記
Ｊ

Ａ
ラ
／

Ｎ
へ
Ｆ

キ
は
面

ｏ
ｏ

ビ
面
内
デ
デ

ズ
外

ヽ
ナ
ナ

ミ
部
り
の
転

井ヽ
削
向
回

ゲ
天
ラ
方
は

ア

ｏ
へ
線
他

キ
形
転
直
の

マ
成
回
は
そ

く

自
か
灰

細
は恥

姉
財

土

に

み宮宮各砂粒を
lgz:Rttζ

:ξ:

―-333-
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中 竹 矢 遺 跡

遺  構 器 種 法  量 形 態 の 特 徴 1胎 土・焼 成 手 法 の 特 徴 備 考

2号墳 杯 (身 )

・２
径
１４
４
０

径
部
　
一局
厚

口
受
　
器
器

砂粒細か く密
灰色
良好

土
調
成

胎
色
焼

し
上

ｏか
底
受

蜘
ゆ
鰤
鞭
呻

‘こ延び
、

。

が
上
端
水
部
方
る

上
ら

はヽ
底
上
至

ち
が
り
部

ｏ外
に

立
な
が
受
い
で
部

マキアゲ、ミズビキ
成形。底部ウち回転ヘ
ラ削り。
底部内面は直線方向
のナデ。
その他は回転ナデ。

NAH8
ヘラ記う

「 ///」

l-110 2号墳 杯(蓋)

径
高
厚

口
器
器

砂粒細か く
灰色
良好

土
調
成

胎
色
焼

に

ｏ部
外

味
る
井
後

気
至
天
た

６

彎
に

ｏし
る

内
部
い
呈
び

は
端
丸
を
延

部
り
は
底
に

縁
が
部
平
方

口
広
瑞
は
下

ビ
面
内
デ
デ

ズ
外

ｏ
ナ
ナ

ミ
部
り
の
転

井ヽ
削
向
回

ゲ
天
ラ
方
は

ア

ｏ
へ
線
他

キ
形
転
直
の

マ
成
回
は
そ

NAH4
ヘラ記号
「/」

2号墳 杯(身 )

２

　

２

４

８

２

　

４

４

０

１
径
１

径
部
　
一局
厚

口
受
　
器
器

砂粒を含み名
灰色
良好

土
調
成

胎
色
焼

‐―判
，↓‐矧甥例割

帥脚郵
ｏ底牡蔭

嘘
牡
』沖康鄭

が
立
丸
短
丸

ヽ

乳
溺縦
々
Ж印

立
な
端
水
は
に

マキアゲ、 ミズビキ
成形。底部ウち回転ヘ
ラ削 り。
底部内面は直線方向
のナデ。
その他は回転ナデ。

NAH7
ヘラ記婦
「 /」

2号装 蓋杯(蓋

口径 14.2
器高 4.2
器厚 1.1

砂粒細か
灰色
良好

キ
は
　
ナ

　

６

ビ
面
　
の
　
デ

ズ
外

向ヽ
　
ナ

ミ
部
り
方
　
転

井ヽ
削
線
　
回

ゲ
天
ラ
直
　
は

ア

米

は

仙

キ
形
転
面

ｏ
の

マ
成
国
内
デ
そ

NAH3
ヘラ記号

「 ///」

l

一　　　　　　螂　　　　　　一　　　　９２．．．６

伝.

2号墳

2号墳

1 2号墳

2号墳

高 杯

高 杯

高 杯

‐‐一　
　
一鷲

マキアゲ、 ミズビキ
成形。底部%回転ヘ
ラ削り。
底部内面は直線方向
のナデ。
その他は内外面回転
ナデ。

アキアゲ、 ミズビキ
成形脚部は貼 り付け
杯部内面中央は直線
方向のナデ。
その他はヨコ方向の
ナデ。

NAH6

NAH

NAHl

NAH
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中 竹 矢 遺 跡

形 態 の 特 徴 1胎 土・焼 成 1手 法 の 特 徴 1備 考

体部外面は平行叩き
目、内面は同心円の
叩き目

(笠 :息)呈ほ歪祭書仔気味
に

口径 17.4
器高 29.9
器厚 0.8

ξζξ會]ξ阜]31sAHl
と
さ

カ

デ
叩
の

宇写サ具あ占|

曾
識咎層僑き何 I:き

INA毛Oz

B§そ:::|:3啓ま:写営ξ鳥1撓哀
口縁困外面は ヨコナ

門岳忌陶鶴語ぎ目をINAF

-12劉方台状遺 格撃攘曾紐嘲
ち上がり、日縁部

く外反する。

粒を含む
淡黄褐色
良好

ケ

ケ

当

　

構

７

碁
四
五
目
　
鉄
に
る

る
に
に
る
　
み
面
入

よ
部
部
よ
　
の
内
が

に
底
底
に

ｏ面

ｏ条

し
面
面
貝
る
外
る
の

出
外
内
枚
残
内
け
位

り

ｏ
ヽ
二
が
縁
か
単

削
底
所
所
痕
口
を
本

ＡＮＭ
痕
ｏ

Ｎ
閥
用
り

3.01口縁へ向けて高湾

口径 12.41底部はやや上 t

-12J方台状遺構 カワラケ1累讐
1あ

:31
1方

台状遺構 カワラケ
1葉目 急i,

引方釧遺呵カフラJ曇曾種
-12η方台状遺構カワラケ 3.31口 縁へ向けて内

0.7 味に立ち上がる。

灰橙色   1頭圧痕が残る。
良好    |そ の他は回転チデ

が残る、  INA F

写啓鵞層轡蜜Fュ「INAF41

万台状遺構
|カ

ワラケ 3.21へ向けて内彎気味に
12.3 1底 部′よLげ底、 口

0.81立ち上がる 督磨色
密
  1写

堺彊轡怪再騨層
む1予

1冒戸
味1こ 立ち上

部はや や 上 げ
で、丸味がある。国
縁へ向けて内彎気味
に立ち上がる。

０
そ

ア^
　

　ヽ
。

ナ
る
デ

は
残
ナ

面
が
コ

外
痕
ヨ

部
圧
は

底
頭
他

部はやや上げ底
味がある。日縁
けて、内湾気味

―-335-―



中 竹 矢 遺 跡

凶
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引
「
ヨ

・・３４
‐
‐

万台状遺構

|

7」

‐
台状遺構

|

万台状遺構|

カワラケ

カワラケ

カワラケ

持魯畳宦協曇磯1糧議

唇聖
1撓

喜 啓毎省
なく密

|

口径．２
．
２

器高 ２
．
８

器厚 。
．
６

一
口径．２

．
２

器高 ３
．
０

器厚 ０
．
６

一
口径．．

．
６

器高 ２
．
８

器厚 ０
．
７

や

しヽ

や
り
湾

は
あ
内

ｏ

部
味
て
る

底

へ
ち

げ
縁
立

上
回

ヽ

や

ｏ
し

や
り
彎

は
あ
内

ｏ

部
味
て
る

ミ
屯
ナ
が

密な少
色

粒
橙
好

砂
灰
良

ほ部外山はナデ
圧痕が残る。
その他はヨコナデ。

呻
一蝉
一］

)7-1351 方台状遺構 カワラケ

|

９
２
７

径
高
厚

口
器
器 貫鵞堡ヨ三奈彗耳氏

|

:畜

くぞ魯Eま
す細

|

底部外白はナデ、千
頭圧痕が残る。
その他はヨコナデ。

NAF3〔

)7-13( 石台状遺標 カワラケ
口径 ■,7

器高 2.9
器厚 0.6 員書Sヨ三点彗冨

氏
中

み含皇皇少
　
色

粒
　
橙
好

砂
　
灰
良

土
密
調
成

陰

　

≧

葬

指

　

ｏ

　ヽ
　
一゙ア

デ

ｏ
ナ

ナ
る

コ

は
残
ヨ

向
が
は

翻靡軸

底
頭
そ

NAF3`

)7-1371方台状遺構

|

カワラケ
(19.2)
(3.0)
0.6

密く
色

多
褐

粒
責
好

砂
灰
良

土
調
成

口縁部は外方 に
き、直立する。 §鵞念真与ξ∩ヨ塁|NAF17

一
弱

1号 杯(蓋)

０

７

８

・４

４

０

径
高
厚

口
器
器

ｏ
凹
を
に
綴
線
く

鱒拗蝉”坤柳婚

ヽ
端
師
琳
睦

る。
―ま、れ

、す
。

り
縁

しヽ
び
境
入
出

が
口
む
塁
延
の
を
り

細かい砂粒を
み密
暗灰色
良好

キ

巨

は

そ

ビ
は
面

ヽ
ｏ

ズ
面
内
デ
デ

ミ
外

ヽ
ナ
ナ

部ヽ
り
の
転

ゲ
井
削
向
回

ア
天
ラ
方
は

キ
形
へ
線
他

マ
成
転
直
の

¶AH21
「 /」 の

ラヽ記号

一
Ｖ

1号穴玄 杯(身 )

口径 11.3
受部径

13.5
器高 3.8
器厚 0,9

ながら上万に立ち」
がり、端部に至る。
端部は丸い、受部は
水平で短い。底部h

平底で多少凹み、歩
上方に延び、受部Ⅲ
至る。

細かい砂
み密
暗青灰色
良好

キ
ヘ
は
そ
回

ビ
転
面

もヽ

ズ
国
内
デ
と

ミ
％
部
ナ
面

部ヽ
底
の
外

ゲ
底

向ヽ
内

ア

りヽ
方
は
デ

キ
形
削
線
他
ナ

マ
成
ラ
直
の
転

NAH23
「/」 の
ヘラ記号

102- 1号 杯(身 )

口径 ■ .9

受部径
14.4

器高 4.7

立ち上がりは困傾し
ながら端部に至る。
端部は丸い、受部は
水平で短い、底部は
平底、外上方へ向け
てゆるやかに立ち上
がる。

土 微砂粒を含み
密
調 青灰色
1成 良好

マキアゲ、 ミズビキ
成形底部拷回転ヘラ
削 り、底部内面は直
線方向のナデ、その
他は周外面とも回転
ナデ。

NAN3C

一

・５ 1号穴 提 瓶

９
．維
５
，２３
，１
．

径
頸
　
一局
厚

口
口
　
器
器

反して、上部で万
して立ち上がる。

部か口

青灰色
良好

み密

を
外
キ
ナ
け

部
力
転
付

体
の
回
り

ｏ状
は
貼

る
円
部
は

け
心
径
手

付
同
国
把

り
は

ヽ
ヽ

貼
面
ロ
デ

NAH4こ

103-―

160
穴
部

号
庭

１
前 蓋杯(蓋)

ぞζ 13.3
高 4.3
厚 1.0

叫醇　韓瀬勒孵抑

り、脚
。縦郷跡
勅知

が

ｏ
む
井
後

ヽ
２

ヽ

一ム
る
コ
天
た
る
は
れ

冶土 細かい
含み密

色調 暗灰色
碗成 良好

へ
面

ヽ

をヽ

転
内
デ
デ
ロ

凶
部
ナ
ナ
み

は
井
の
転
刻

回
天
向
回
に

外

方ヽ
は
面

ｏ

那
り
線
他
外
る

升
削
直
の
縁
れ

大
ラ
は
そ
口
入

NAHД

103-―

161
穴
部

号
庭

１
単削

杯(身 )

・

騒

・３

４

０

し
上
受
底

がヽ

傾
ち
る

ｏ
で
上

ｏ

内
立
至
い
底
ち
る

は
に
に
短
げ
立
至

渕
サ
棚
々
枇
江
縦

上
ら

水ヽ
や
や
受

ち
が
り
は
は
る

ヽ

立
な
が
部
部
ゆ
り

自色砂粒をわ
かに含み密
青灰色
良好

底部は%回転ヘラ削
り内面は直線方向の
ナデ、その他は回転
ナデ。

NAN5(
「/」 C
ヘラ記提
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天丼部外面は回転ヘ
ラ削り、内面は直線

憲目察茅雰:そ
の他NAH

縁ヽ
天
が
る
口
く

り
口

上ヽ
び
と
つ

103冨
J 嘉甚纂

口径 ■ .5

島擢曇 1杯
(身)匡

瞥
行
よ志

端部は丸い、
受部は水平で短し
底部は丸く、や囁
上方にゆるやかに
ち上がる。

杯(蓋)1器高 4.9

がり、端部に
、日縁部内面は
凹む。
井部は平坦 を
、外下方に延びる

と口縁の境には

ＨＡＮ

へ
方
は

転
線
他

回
直

の

は
は
そ

疎爛　　一　　　嗽爛

み部分的に
の粒子を含む。

３
４
１

径
高
厚

口
器
器

蓋杯

は

部ヽ
天
た

はヽ
つ

部
り
端

しヽ
る
境
を

期離薩脚嚇雑触

ラ削り、内面は直線
方向のナデ、その他
は回転ナデ。

細かい砂
む密
黒灰色
良好

底
り
の
転

回転ヘフ
は直線方
その他は

杯
1曇魯:専 :!

味ヽ
端
４
脚
る
端
段

叫気

ヽ
へ

ｏ
ゆ

ヽ
２

Ｔき
り
面
る
て
り
下

口
に
部
本
部
や
部

ヽ

斡坤鵬呻；裾へ向螂イこ至る。中堪嫌

杯部 ;口縁部肉
はヨコ方向の回
デ、底部内面は

再界客たσ浄伊菖
残る。ヨコ方向の

を粒砂い
　
色

か
　
灰
好

細
密
青
良

み
土
含
調
成

胎
　
色
焼

開
を
け
が
の
入
る

触
蝉

口縁へ向
螂
蜘
勢
効

直
井

ｏ
や
井
線
線

は
天
る
る
天
沈
突

縁

びヽ
ゆ

ｏは

ヽ

口
く
帯
て
る
境
れ

口径
器高
器厚

一

・７

1号穴
前庭部

杯 (蓋)
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杯 (身 )

彎

はヽ
広

ｏ延

内
り
部
に
る
く

は
が
底
か
至
短

り
上

やヽ
に
に

が
ら
い
る
部
平

上
立
丸
ゆ
受
水

ち
に
は
で

はヽ

ｏ

立
味
部
底
り
部
る

・２
径
１４
４
０

径
部
　
一島
厚

口
受
　
器
器

形 態 の 特 徴 土・焼 成 1手 法 の 特 徴

細かい砂粒を
み、密
青灰色
良好

底部はウち回転ヘラ
り。内面は直
のナデ、そ
コ方向の回転ナデ。

―
留

颯

びヽ
ゆ
天
２
突

く
帯
て

ｏ
に

ヽ

期
蝉

へ向ｔ， て
』
勒
的

現する。

肉
丼
縁
に
口
流
表

は
天
口
か
と
の
を

縁

ｏ

やヽ
部
本
線

は
面

ヽ
ｏ

面
内
デ
デ

外

ヽ
ナ
ナ

部
り
の
転

口径 ■ .6

受部径
14.2

器高 4.3
器厚 0.9

底部は外面%回転ヘ
ラ削り。内面は直線
方向のナデ。その他
はヨコ方向の回転ナ
ラ
ゞ

。

庭圭ぴ上祭η写目胎善 微秒を含
み

:

外
リ
ナ
万

部
削
の
コ

ｏ

席
？
フ
帝
円
ョ
一ア

卵的ｏその他螂

面
内
デ
向

部は平底でゆるやか1色調 外面は
に広がり、受部イ
る。受部は水平

‐

径
部
　
一局

口
受
　
器

・２
径
１４
３

部から国縁部の境
段がつく。体部は

乙譜亀舞召肇會盈写INAN

薩 1晶
簸径

;::

縁
開
あ

口
く
が

ら
き
味

か
大
丸

部
で
は

頸
け
部

９
径
３
２

２
，大
９
．２
．

口径 6.3
最大径

11.3
器高 8.3
器厚 1.6

三§旨:g3i目gl撓哀 旨好 り。その他はヨコ
向の回転ナデ。

:暮
|:|:1言量旨::Bξ尋毒

み
旨孝哲
砂粒を

13阜

臓写解 格
卜
を望
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短
部
に
か
る

に
体
部
や
至

万

ｏ脚
る
に

外
る
ち
ゆ
部

は
が
持
都
端

部
上
を
脚
り

縁
ち
味

ｏが

日
立
丸
る
広

NAN

NAN

ヘラ記号
「 //」

ラ記号

］^ア。唖突文。下拗呻　憐嬢。ヨコ方・アｏ

国
ナ
半
刺
へ
向
　
貼
直
る
ナ

転
上
る
転
方
　
は
に
れ

卿螂
は嗣
コデ躙功
独

島尾曇 1脚付Jtr

口径 8.2
器高 12.2 ヽ

そ
脚
部

ｏ

コ
後

ｏ
ｏ脚
し

コ
の
デ
デ

透ヽ

も
デ
ナ
ナ
け
形

と
ナ
の
転
付
円

肉
転
向
回
り
の

縁
回
方
は
貼
個

日
の
め
他
は
７

け、直線的に立ち
がる。 体部は肩が
曲し、ゆるやかに
部に至る。脚部は
るやカメに広がり

口縁部はやや広が

曇曾
11::1号

書損B享贅写ξ二
を含む
淡灰色
良好

カ細の
む
色

色
含
自
好

白
を
淡
良

粒
土
砂
調
成

胎
　
色
焼

気
端
平
広

ｏ延

立
味
部
底
が
受
び

１

径

１

底部外面は拷回
ラ削り、内面は
方向のナデ。そ

105冨
月2号穴玄室1直口重

ヘラ削り、内面は直
線方向のナデ。その
他は回転ナデ。

ヨ滋暴尋ぞゞ愁後と|、ゥ羊

口縁外面は櫛北
によるカキロ。
力>ら 体部 L半にかt,

買|こ笙払売羊甘r｀藤|「
/」

部下半と底部は
ヘラ削り。内面はヨ
コ方 向 の 回 転 ナ デ

杯⑬燦唐群
争と蚕争葵患薯

塔監

立ち上がる。
は平垣で口
てゆるや か に

ヘラ削り。内面は直
線方向のナデ。その
他はヨコ方向の回転

105「愚81石
(;:と :ヨ

構
1杯

(蓋 )

石組み遺構1杯 (身 )

径 13.2
高 4.3 で、国縁へ向けて

るやかに広がる。
井部と口縁の境に
突ヽ線をつ く り

ξ啓憲ヨ専号三尋1旨富
を宮鼻含
憲の砂 回

は
そ

拷
面

ｏ
ｏ

津は
山い
ア^
一ア

面

ｏ
ナ
ナ

外
り
の
転

部
削
向
回

井
ラ
方
は

天

へ
線
他

Ⅲ 区
石組み遺
M-14 曇曾

li::1阜

骨凄捺写暑票揺
天丼部外面は
ヘラ削り。内
線方向のナデ、そ
他は回転ナデ。

底部外面はウち回転ヘ
ラ削り。内面は直線
方向のナデ、その他
はヨコ方向の回転ナ

± 1物以下
粒を少量含む
調 淡青灰色
成 良好

ち上がりは内湾う
に立ち上がる。厄
は丸味を帯びて、
るや力>に広カドリ
に至る。受部は
に短く延びる。
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考

::与暮哲そ慧骨髯INAR

1遺  構 1器 種

口縁部 はゆ るや力)に

立ち上がる。端部
屈曲する。体部は
が張り、底 部 に

の自

|

内

りヽ
回
高

縁
デ
削
は

ヽ

ロ
ナ
ラ
部
後

巨
転

りヽ

り

』脚ゆ細醐

外
体
の
転
台

む含
色

を
灰
好

に開く。外面
やや内側に凹
高台は短く、
んばり、外面
ほぼ同じ高さ

ュ 0.5"″
`よ

I
さヽな砂粒を
]やや薄い

魯
11::1層

識ぢ髯最Eζ3!

外
を
転

部
痕
回

底
り
は

曇言1:::|ヨζ:書ヨζ::怠

覆
1星住

1 
杯

は
　
ナ
に

面

ｏ面
面

ｏ

外
デ
内
外
書

切

　

ｏＦ

系
　
（ア
は

杯卜
得彗怒吾線鵞]最FINAR■

。貫入は内外面と
みられない。

に開く低い高台
イラ 。

剤鳩
1星

引かわ引,

督晋厖屯むfI乙
胎土 極細かく徹密

15ξ

日外面はl甥】Ⅳ覆1豆

の砂1底部外面は回
を含む、密  |り 、その他はヨコナ11甥』Ⅳ髪

1
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I区

I区か らは土鍍192と 濤状遺構 1が検出された。比較的狭い鞄囲でこれほど多 くの土墳が検出さ

れた例は県内ではな く、その性格については判断しがたい。そのためここでは土墳群の特徴考整理

した上で、その性格について若子の検討を加えるにとどめたい。

検出された土壌の特徴を整理すると次のとお りである。

①いずれ も平面形は不整形である。

②底面は凹凸の著 しいものが多い。

③埋土はほとんどが自然堆積によるものと思われる (最上層がレンズ状に堆積しているものが多

い )。

①埋土中に木葉、本の実、自然木などが含まれているものがある。

③出土遺物のうち、完形品は3個体のみで (34-8・ 35-3・ 38-8)、 破片が圧倒的に多い。

③遺物は、土娯内に据え置かれた状態で出上したものはなく、無作為に投げ込まれるか、または

転がり込んだ状態で出上したものがほとんどである。

①各土壌は複雑に重複している。同時期の土壊 2個～ 3個が重複している箇所もある (S K03・

04・ 06・ 63・ 64な ど)。

③これらの土鍍は弥生時代前期後半から古墳時代前期にかけて作られたものであるが、弥生時代

中期中葉と吉墳時代前期に特に集中して作られたものである。また、弥生時代中期前葉と首墳

時代初頭 (鍵尾式期)の ものは検出されていない。

③方位、規模など、各土竣間の規則性は認められない。

一般に土媛の性格については、 I土媛墓、Ⅱ貯蔵穴、Ⅲ落し穴、Ⅳごみ捨穴などが考えられてい

るこのうち、 Iと Ⅱ～Ⅳとは本質的に違う性格を持つ。すなわち、 Iには当時の人々の死生観が表

現され、Ⅱ～Ⅳには生活そのものが現われていると考えられる。また、埋土の状況を考えた場合、

Iは人工的に埋めるのであって、自然に埋没することは考えられない。反対にⅡ～Ⅳは、廃棄され

た場合、自然堆積によって埋没するのが普通と考えられる。さらに、土壌墓の場合出土遺物は「供

献遺物」であり、基本的には完形品を「供えた」ものであると言えよう。

I区の上頻群についてみると、各土墳は無作為に掘 り込まれた状況であり、方向性、規則性は全

くみられない。また、埋土、遺物出土状況 (特徴③、⑤、⑥)な ど土墳墓として認められない点が

多い。むしろ貯蔵穴、ごみ捨穴のような生活に係わる遺構と考えたほうがよかろう。

このように、 I区の土壊群が生活に密着した遺構と考えるなら、当然周囲に集落跡の存在が予想

される。しかしながら、中伯矢遺跡周辺で当該期の集落が検出されていない現段階では、あくまで

想像にすざず、今後の調査研究に期待したい。

遺物については、出土数はわずかながら注目すべきものがある。まず、本製品は、S K06出上の

鋤 (30-9)、 S K21出土の鉢 (31-8)が 、弥生時代中期中葉の上器に伴って出上していること

結/j、
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が注意される。近年、県内では木製品の出土例が増加 しているがマ任期のわかる資料はほとんどな

かった。わずか 2点であるが、本遺跡で時期のわかる木製品が出土したことは、今後木製品を研究

する上で重要な資料 となろう。

次に、土器はSK■0(34-8)。 S Kl13(35-8),S K181(39-1)出 土土器が注目される。

特にSK■0出 土の霊 (34-8)は 、形態が畿内V様式に似てお り、 当地方 と近畿地方 との交流移

考える上で好例 と言えよう。また、SK■3(35-8)。 S Kl18(39-1)出 土の 単純口縁の甕 も

当地方ではあまりみないもので、他地方の系統のものと考えられる。このように I区出土の上器に

は他地方の影響を受けたものがあり、各地 との接触がかな りあったものと思われる。

(柳浦俊―)

Ⅱ区

Ⅱ区で検出された遺構は堀立柱建物跡である。その覆土には石器が、表土には近世陶磁器が含ま

れていた。

堀立柱建物跡には、およそ8世紀後半代か ら17世紀代の遺物がともなっている。このことは、出

雲国分寺 (僧寺、尼寺)と 共通し、この遺跡が出雲国分寺 と深い関係にあったことをうかがわせる。

国分僧寺は二町四方、国分尼寺は一町四方が推定されているが、この遺構はそのどちらの推定寺域

か らもはずれている。既に「出雲国分寺」『出雲・隠岐』で指摘 されたごとく講靴 区で検出された

堀立柱建物跡 (S B02・ 03)も 含め、出雲国分寺の寺域外の調査、研究 も必要であり、これ らの堀

立柱建物跡は貴重な資料を提供することになった。Ⅱ・Ⅲ区の建物跡については出雲国分寺関連遺

跡としてとらえることができよう。そして、あえて国分二寺のいずれか と結びつけようとすれば、

202の 軒丸瓦 と同文の資料考出土している国分尼寺との関係がより深いと云えよう。 特にⅡ区で検

出した遺跡は、さらに東側、すなわち国分尼寺の方向に広がっていることが予想され、宅地化の進

行しつつあるこの地域の保護対策が急がれよう。

石器については、これに伴なう遺構は検出されず何 ら確証はないが、隣接するI区の弥生時代の

遣構と関係するものであろう。

近世陶磁器類のうち、伊万里系染付については、大極圏図文にみられるごとく、九州有田地方の

江戸末期の磁器 と共通するものである。大極圏図文は中国明時代の赤絵 。染付にもみられるが、現

在のところ日本では有田を中心とする地方で江戸末期の皿・碗類に知 られている。中竹矢遺跡出土

資料 もほば同時期 と考えられよう。江戸末期においても肥前有田地方の生産力がしのばれるのであ

る。

Ⅲ区

Ⅲ区で検出した遺構は土墳、礫床、前方後方墳、横穴、堀立柱建物跡、方台状遺構、及びこれ ら

と関係する溝であった。

土竣は、合計32あ り、このうち土鍍墓 と考えられるのは、 S K01、 03、 07～26で、 S K07を 除き

いずれ も頭位は東方を指向している。このうち鉄器を出土したのはS K01と S K22の 2基で、土師

器がともなうものは、 S K16、 26と S K22の 付属施設と考えられるS K24で あり、全体に遺物の量
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は少ない。また S K10、 12、 13は石枕あるいは墓標と考えられる自然石があった。

土墳の中で注目されるのは、墓標のあるS K10、 S K09と S D08と の関係、 S K27の 礫床 とSD

02と の関係である。前者は、南側は崩れているが、東西北側にコの字状の周濤に 2基の土壌が囲ま

れてお り、周辺よリー段低いところに作 られていることを重視すれば、一辺約 4物のいわゆる方形
註 3

周濤墓の可能性がある。県内では確実に方形周濤墓の例は知 られておらず、ここではその可能性を

指摘するのにとどめてお くことにする。後者については、発掘調査後、調査以前の測量図と照合 し

たところ、わずかに土の盛 り上 りのコンター (標高30.0筋 )がみられ、 S K271よ もともとい くらか

の盛土を持ちS D02を 周溝とした一辺約 6%の方墳であったことが推定できよう。礫床遺構を主体

部 とした古墳は、八東郡東出雲町寺床 1号墳、松江市西川津町管田丘古墳、同金崎 6号墳、同法吉

町月廻古墳群 (5基 )、 八束郡鹿島町奥才古墳群 (8基 )力 知ゞ られてお り、 出雲でも特に東部に集

中した分布を示 している。 S K27も そうした中におさまる。さらに、土師器の小片 (図版106)が、

礫床の構築にあた り故意に入れられたと思われるムしのある出土状態を示したのは前述の寺床 1号
註 7

墳 も同様で、礫床の墳墓祭祀において共通性があると云えよう。この礫床の時期については、付近

で出上した竹管文を有する吉式上師器 (第82図53)の時期である小谷式をあてておきたい。さらに

S K15と S D05・ 07も 今少し穿ったみかたをすれば、これ も周濤墓 とうけとれる。またS K36は 、

床に扁平な自然石 (通称大海崎石)を敷いた火葬墓で、熱残留磁気測定によれば、14世紀の年代が

与えられた。さらに日本アイソ トープ協会のC14測定によれば490± 70yB.P。 との結果がでている。

この類の火葬墓 も県内で類例は今のところない。今後この種の墳墓の類例を待ち他の中世墳墓 とと

もに検討してい くことが必要であろう。

Ⅲ区には中竹矢古墳として夙に知 られる全長24%の 前方後方墳が存在 し、その東側の発掘調査区

内で発見した前方後方墳を中竹矢 2号墳と呼ぶことにした。既に述べたごとく中竹矢 2号墳は全長

14%で 、全国的にみても、最小規模の墳丘の前方後方墳である。この古墳には主体部 と認められる

ものは発見できなかった。しかし、中竹矢 2号墳の後方部直下には、中竹矢 1号横穴の玄室があり、

あたか も中竹矢 2号墳の主体部かのように思わせるものがあった。それぞれの遺構、遺物は概説し

てあるので、ここでは両者の関係をもう少し積極的に考えてみたい。

まず、中竹矢 2号墳の墳丘は丘陵の北端によって築かれていることが上げられよう。すなわち、

全長14η の墳丘であれば、それを築 く余裕は十分あり、横穴を意識した計画的な築造と考えられる。

次に、墳丘上に明確な主体部が発見 されなかったこと、また、横穴の玄室が後方部の下に位置 して

いること、両者か ら出土した須恵器は、大づかみにみて、山陰第Ш期の範囲内に収まることが根柳

になる。

しか しながら、後方部には実測図でみるか ざリコンターの乱れがみられ、後世若干の削平をうけ

ていることが考えられること、また、中竹矢 2号横穴の上には墳丘、 もしくは濤はみられないこと

などここで推測する 1号杖穴 と2号墳との関係を否定する要素 も認められる。

ところが、山口県朝田墳墓群では、中竹矢 1号横穴 と同様な墓道を有 した横穴の上に周濤をもつ

方形の盛土がある例が報告 されてお り、また、福岡県行橋市竹並遺跡の横穴墓にも知 られている計
4
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さらに最近、鳥取県米子市陰田遺跡でも同様な横穴が数基発見され、出土する須恵器の時期 も山陰

第皿期のものであり、中竹矢例に近い。また、未発掘ではあるが、陰田遺跡に近い、能義郡伯太町

井戸苗墳群、安来市矢田町椿谷古墳群 といった島根県でも東端部にそれと思われる横穴群 も存在 し、

中竹矢 2号墳と同じ1号横穴 も以上の諸例と同様に考えられよう。山陰地方では現在のところ、横

穴出土の須恵器は山陰第Ⅱ期に遡 りうるものは発見されてはいない。とすれば、遺物か らみるか ざ

り、この類いの墓制は今のところ、山口県地方、さらには九州北部 との関係を考えなければならな

いであろう。

Ⅲ区には中竹矢 2号墳の他、一見 して方墳状を呈す遺構があり、これを方台状遺構として苗墳と

区別した。この遺構の北側は後世の山道により約ウなが破壊されていたが、復元すれば一辺10%、 高

さ1%になる。墳丘の表土中か らは須恵器甕が破細され散乱 した状態で発見 された。墳丘か らは、

いわゆる墓壊状の遺構は検出できず、盛土の様子は苗墳のようなしっか りしたものではな く、全体

に軟弱であった。盛土中か ら検出したこぶし大の自然石、かわらけ、錯鉢、寛永通宝を埋納した遺

構が、この方台状遺構の性格と時期を表わすものである。こうした土壊を伴わない塚は、勝負遺跡、
註5

松江市乃木町松本修法壇跡、また、松江市東津田町喰ケ谷 2号墳 もその可能性が指摘されている。

これらの例を参考にすれば、この方台状遺構は中世以降にみられる修法壇遺構の可能性がある。 し

か しながら、古代の須恵器の利用など理解できない問題が残ることになった。

Ⅳ区

Ⅳ区の中心的な遺構は、池とその南側に池を囲むようにあった鋸鉢状の遺構である。

池か らの出土遺物をみると、 8世紀以降か ら中世まで認められる。遺物は、多量の平瓦、丸瓦、

鬼冗、埠、須恵器、土師器、中国磁器があり、須恵器の中には「寺」と読める墨書土器 もあった。

鬼瓦は、出雲国分尼寺で使用されたものの廃棄物とも考えられるが、「周 り六里あり。鴛鴛・見・

鴨・鮒あり。四邊に算・蒋・菅生へ り。養老元年より以住には、荷葉自然に叢生ムること太多な り

しも、二年より以降、自然に失せき。都べて茎なし。俗人の云えらく、共の底に陶器・薩・瓢等の

類多にあり。古より時時に人賜れ死ぬ。深き浅き″知 らず。」という『出雲国風土記』 秋鹿郡「恵

雲陵」の条を想起させるものがある。仮に、古代か ら何 らかの祭llEの意味で、この池が意識 されて

いたならば、それは、池の周辺斜面でみられた石組やかわらけ、また西に隣接 して検出された堀立

柱建物跡 も、池、もしくは水に対する祭lE関係のものとしてとらえられよう。

(広江耕史・内田律雄・宮沢明久)

註1 松江市西川津町西川津遺跡、同タテチョウ遺跡

2 石田茂作・山本 清「出雲国分寺」『出雲・隠岐』昭和38年

3 出雲市教育委員会『天神遺跡』昭和52年

4 山口県教育委員会『朝田墳墓辟』V昭和51年 竹並遺跡調査会『竹並遺跡』昭和54年

5 杖山純夫・近藤 正「松江・松本修法壇跡」『島根県埋蔵文化財調査報告書』第Ⅲ集 昭和46年 松江

FF教育委員会『喰ケ谷古墳辟』昭和56年

6 加藤義成『校注出雲国風上記』 llg和56年

7 松本岩斉t氏の御教示による。
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才 ノ峠 遺 跡

I調 査 の 経 過

昭和55年度

5月 30日  水田部を 1、 Ⅱ区、丘陵部をⅢ区とし、10%方眼のグリッドを設定 した。Ⅱ区から発掘

開始。

6月 10日  Ⅲ区地形測量。

6月 17日  I区にて木簡 らしきもの出土。

6月 23日  皿区にグリッドを設設定し、発掘を始める。

8月 25日  柱穴様ピット検出 (S B01)。

8月 28日  S B09、 10検 出。

9月 19日  第Ⅲ加工段の遺構検出、実測。

9月 28日  I・ Ⅱ区写真撮影。

10月 2日  Ⅱ区調査終了。

10月 3日  I区にて縄文土器出土。

Ⅲ 区

Ⅲ

I

第 1図 調 査 区 配 置 図
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才 ノ 峠 遺 跡

10月 17日  I区調査終了。

10月 18日  第Ⅱ加工段実測。

10月 22日  第皿加工段実測。

10月 23日  第Ⅳ・ V加工段実測。

10月 28日  Ⅲ区各遺構レベル読み。

10月 29日  皿区写真撮影。

10月 31日  調査終了。初雪。

2遺 跡 の 概 要

I区、Ⅱ区

才 ノ峠遺跡の調査区は、東側の水田部を I・ Ⅱ区、西側の丘陵部をⅢ区としている。 1・ Ⅱ区は、

現在 も水田に使用してお り低湿地となっている。

I区

I区は、Ⅲ区の丘陵と東側にみられる丘陵との間の水田に設定 している。 I区の土層は、上層か

ら標高5.5%に耕作土、その下層は明灰色土、灰色土、黒灰色土、青灰色砂、 青灰色粘土と続 いてい

る。青灰色粘土層の標高は 4効 である。西側では、自色粘土までの深さは50勁で東側へ行 くに従い

厚 くな り1.5%の 深さでも至」達しない。灰色土の厚さも西側では30翻、 東側では 60財 と厚 くなって

いる。遺物は、陶磁器が表土下から出土している。灰色土層下の黒灰色土と青灰色砂から、木製器、

石器、土師器、須恵器、瓦 といった遺物が出上している。木製品は、 I区東側において黒灰色粘土

層中から集中して出上してお り、木簡、下駄、曲物がある。本製品が出土した土層は、植物が多 く

含まれ、黒 く粘性が強い土である。須恵器、瓦は、 I区西側青灰色粘土上からまとまって出土して

いる。北西コーナー部分においては、青灰色粘土層が福鉢状に落ち込み、その中に粘土層と砂層が

交互に堆積している。その砂層中から縄文式土器の破片が多 くの本片 とともに出土している。青灰

色粘土層は、西側から東側に向け緩かに傾斜 している。耕作土下には、調査区を南北に走るように

暗渠が埋設されていた。現在でも水が流れている。

Ⅱ区

Ⅱ区は、Ⅲ区の丘陵とⅡ区南側の丘陵に袂まれた谷部に設定している。現在、この谷の奥は池と

なっている。基本的な層序は、上層から耕作土、灰褐色土、黒色土、黒褐色砂質土、茶褐色砂質土、

黒褐色土層、黒灰色砂 と続 く。Ⅱ区 もI区 と同様に、西から東へ向け緩やかに傾斜 している。層序

は、 I区 と同様の堆積状況を示しているが、 I区より多 く砂が混入 している。灰褐色土層上面から

は、陶磁器が出土している。灰褐色土層より下層か らは、瓦、須恵器、土師器、木製品、手糧土器、

土錘が出土している。下層に行 くに従って遺物の出土点数 も多い。礫群の北側からは、黒帽色土層

より上馬 2体が出土している。この 2体 は、間隔をおいて、同じような高さから出土している。手

担土器は、Ⅱ区だけでも総数24個体出上している。土玉、土錘は、Ⅱ区からの出土数が最 も多 く70
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個出土している。木製品には、曲物、琴柱、火鑽臼等がみられ、中には木片の一部に火を受けたも

のがある。瓦の出土 もⅡ区が最 も多 く、平瓦の大 きな破片 もある。土師器は甕の破片と思われるも

のが多 く出土しているがいずれも小破片で、復元は不可能であった。土師器の破片には、カマ ドの

破片 も含まれている。土製支脚の破片 も突起部分で折れたものが出土している。

I区、Ⅱ区とも元は、沼 もしくは池であったと思われる。そこに粘質土が堆積し、その中に遺物

が含まれたものと思われる。遺物は、何 らかの理由で混入 したものである。遺物の出土数は、特に

Ⅱ区の方が多 く調査区全域か ら出土しているが、 I区 は西側か ら須恵器、瓦がまとまって出土して

いる。各種の遺物以外にも種物種子等の自然遺物 も多 く、中でも桃の種子が多 く出土している。Ⅱ

区で遺物の点数が多いのは、Ⅲ区か らの流れ込みとも考えられる。また、瓦の出土数が多いのは、

Ⅱ区南側丘陵を隔てて出雲国分寺址があることから、そことの関連 もあると思われる。

(広江耕史)

Ⅲ区

才 ノ峠遺跡Ⅲ区は丘陵部である。今回の発掘調査では、主 として才 ノ峠 1号墳の西側とその南側

斜面が対象区域であり、第 1加工段から第 7加工段まで 7つ の加工段が検出された。発jFB調 査区域

内には部分的に丘陵北側斜面が入っていたが、遺構、遺物は発見することはできなかった。

加工段は丘陵の最頂部の平坦面を第 1加工段 とし、Л贋次南へ最下段の第 6加工段まで名称をつけ、

第 3加工段の西で検出したS106を 第 7加工段とした。 (第 3図 )

遺構は、 7つ の加工段に、堀立柱建物跡16、 土拡 2、 住居跡状遺構 6があ り、特に第 2加工段に

堀立柱建物跡が集中していた。堀立柱建物跡はその大小彦間わず 2間 ×3間 を原則としてお り、第

4加工段、第 6加工段では南側が消失している。第 4加工段 と第 6加工段ではS B12・ S B13,S

B14・ S B15。 S B16の 他、多数の柱穴状ピットが検出されたが、堀立柱建物跡としてまとまった

のは、これら4棟 のみであった。堀立柱建物跡の中で最大規模のS B01は 、丘陵頂部の広い平坦面、

すなわち、第 1加工段の南隅にあり、特殊な建物と考えられる。 S B01と 才 ノ峠 1号墳とは約40物

離れてお り広い空間があり、精査したのにもかかわらず何 らの遺構 も検出することはできなかった。

恐 らく、Ⅲ区丘陵部で検出された遺構・遺物に関係した広場 として利用されたことであろう。

遺物は、第 1加工段の広場から、第 6加工段の南側斜面にわたる全域か ら出土した。遺物には、

須恵器、土師器、土製支脚、土製カマ ド、土錘、瓦導、小形手狸土器等が主要なものであり、特殊

なものとして、S103付近のピット内から細粒砂岩製の石鈴が、またⅡ・皿区か らは土製鏡が出土

した。また、昭和50年度報文にもみられる、スサ入 りの質恵寅の窯壁 も少量あった。須恵器は主と

して、 7世紀代から、 9世紀代にかけてのものが多く、郷、高郎、磐、皿 といった日常食器 として

使用されたI「i4種の内面には、ほとんど例外な く使用痕 と考えられる磨滅が認められた。このことは、

土製カマ ド、支脚、墾や、助市立柱建物が LL複 していること、遺構が丘陵の南側に集中しているなど

を考えあわせるとこの遺跡が集落跡であることを示している。さらに、多くの祭llE的遺物を考慮す

れば単なる普通の集落でな く、 I区 。Ⅱ区とともにこの遺跡の特殊性をうかが うことができよう。

(内 田律雄)
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3 検 出遺 構 と遺 物
0           2m

第 4図 S B01実  測 図
S B01(第 4図 )

調査区最上段の第 1加工段にある2間 (416協 )× 3間 (670勁 )の 東西棟の建物跡で、 建物軸方

向はN-6° 一Eを 測る。柱間距離は、桁行は東から7.8尺 (230勁 )、 7.4尺 (220翻 )、 7.8尺 (230翻 )

にな り梁行は 7尺 (208勁 )等間になる。検出した柱穴は 10ケ で円形又は 隅丸方形プランである。

柱穴は、円形のものが直径60～70肋、隅丸方形のものが60勁 ×70効で、深 さ40翻～80防である。本

調査区内において柱穴の大きさ等の建物の規模では、最 も大 きなものである。第 1加工段中唯―の

建物である。

S B02(第 5図 )

第 2加工段にある2間 (358勁 )× 3間 (612勁 )の東西棟建物跡で、建物軸方向は N-0° 一Eを

測る。柱間距離は、桁行は東から7尺 (208翻 )、 7尺 (208切 )、 6.4尺 (190帥 )に なり、梁行は】ヒ

から7尺 (208切 )、 6尺 (178翻 )に なる。検出した柱穴は 81「lで 円形プランである。

S B03(第 6図 )

第 2加工段にある3間 (546勁 )× 2間 (405勁 )以上の東西棟建物跡で、建物榊方向はN-0° 一

Eを測る。柱間距離は、桁行は東から6.4尺 (190M)、 6尺 (178勁 )、 6尺 (178カ)になり、梁行
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9   イ

第 7図  S B04実 測 図

は北から6.4尺 (190翻 )、 7.22尺 (214効 )になる。検出した柱穴は 8個で円形プランである。

S B04(第 7図 )

第 2加工段にある2間 (410勁 )× 3間 (549勁 )の東西棟建物跡で、建物軸I方向はN-18° 一Wを

測る。柱間距離は、桁行は東から6.5尺 (193勁 )、 5,5尺 (163勁 )、 6.5尺 (193勁 )にな り、梁行は

北から6.5尺 (193勁 )、 7.3尺 (217翻 )になる。検出した柱穴は10個で円形プランである。

S B05(第 8図 )

第 2加工段にある2間 (371勁 )× 3間 (519翻 )の東西棟建物跡で、建物軸方向はN-9° 一Wを

測る。柱間距離は、桁行は東から5.7尺 (169財 )、 5.6尺 (166触 )、 6.2尺 (184勁 )にな り、梁行は

北から6.4尺 (190効 )、 6.1尺 (181側 )に なる。検出した柱穴は 9個で円形プランである。

S B06(第 9図 )

第 1加工段にある2間 (365翻 )× 3間 (522翻 )の東西棟建物跡で、建物珈I方向はN-17° 一Wを

測る。柱間距離は、桁行は束から5,3尺 (157M)、 6.3尺 (187防 )、 6尺 (178勁 )|こ な り、 梁行は

北から6尺 (178勁 )、 6.3尺 (187勁 )に なる。検出した柱穴は 9個で円形プランである。
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